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BIG-4


３．四天王選手権？勝てるわけないだろ、ぼくはただの人間だぞ!?





大楽絢太
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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　ワダアルコ




　ＣＯＮＴＥＮＴＳ







プロローグ


第一話　四天王選手権と四天王


第二話　ライバル!?と四天王


第三話　絶体絶命と四天王


エピローグ





　あとがき












【せんしゅけん　選手権】





①　スポーツやゲーム、技ぎ能のうなどの分野において、最も優すぐれた個人、またはチームを決める為に行われる大会・試合。昨今はバラエティ番組などでも多く使われる。


　例・全国高校野球選手権、アジア選手権、曜日対抗いい○も選手権、細かすぎて伝わらないモ○マネ選手権





②　最高位者を決める大会で、優勝者に贈おくられる称しよう号ごう。選手権者。王者と同どう義ぎ。





③　漫画等、娯ご楽らく作品を盛り上げる為に用いられる演出手法の一つ。主人公以外のキャラクターも強烈に立たせることが出来るため、この演出をきっかけに確固たる人気を獲かく得とくした作品も多い。主に、トーナメント方式で、作品中期に登場。


　著名な作品内選手権→　天○一武道会、暗黒武○祭、最大トーナ○ント







【泥でい舟しゆう社発行、現代用語辞典（改訂版）より抜ばつ粋すい】












この物語は、四し天てん王のうの、四天王による、四天王の為ための物語。
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　プロローグ







　天○一武道会。


　暗○武術祭。


　最大トーナ○ント。


　……例を挙あげだしたらキリがないが。


　ぼくはそういった、


〝主人公が、コロシアムのような舞ぶ台たいで、強敵揃ぞろいの大トーナメントを勝ち上がっていく〟お話が大スキだ。


　圧あつ倒とう的てきな戦せん闘とう力を持った怪かい物ぶつがゴロゴロ出てくる、少年ＤＮＡを持つ者なら誰だれしも血沸わき肉躍おどるあのワクワク感が好きだし。


　主人公の試合を喰くうほど盛り上がる、脇わき役やく対脇役の、妙みようにアツい神バトル読めるのも嬉うれしいし。


　そもそも、トーナメント表、というものそのものが、ぼくはけっこう好きなのだ。


　作中に見開きでトーナメント表なんざ掲けい載さいされようものなら、即そく座ざにそのトーナメント表でトーナメントのシミュレーションを行い、一○分ぐらい、想像に耽ふけってしまう。


　それくらい好きだ。





　……が。





　それはあくまで読者として。傍ぼう観かん者として。決して己おのれの身に危険の及およばない対岸の火事として。要するにヤジウマとして好きなだけであって。間ま違ちがってもぼく自身が、そんな化物揃いの武道会やら、武術祭やら、トーナメントに出たいだなんて、一度たりとも思ったことはない。


　ぼくは平へい々へい凡ぼん々ぼんな高校生だし、なにより、平和と安全を愛する人間なのだ。そんな大会に出たいなどと思うハズもない。


　……が。


　前置きをそれくらいにして、首をぐるりと回しながら辺りを見み渡わたすと──





　ワァァァァァァァァァ！


　広さは──ちょうど、東京ドーム一・五個分くらいだろうか？　まさか自分の人生で、このさほどピンとこないものさしをリアルに持ち出すことがあるとは想像もしていなかったが……。しかし、正しくちょうどそれくらいの広さの敷しき地ちに、階段状になった観客席が、三六○度、中心の試合場を囲むように設置されている。


　観客席は満員。人間とは似ても似つかない魔ま界かいの住人達がひしめき合うように腰こし掛かけて、もしくは立ち見しながら、


「コロセ！」


「コロセ！」


「山やま田だ！」


「ケギャァァ」


「コロセ！」


「そこもっと詰つめろよ！」


「えー、おせんにビール、いかがっすかぁ！」


「コロセ！」


「コロスゾ!?」


　思い思いの歓かん声せい・罵ば声せい・野や次じ・奇き声せいを試合場に投げかけ、どこか殺気じみた、会場内の異様なムードを構成している。


　そしてその声が一点に降り注いでいるのは、会場の中心、ボクシングのリングより少し大きいくらいの四角い床ゆかに、稲いな妻ずまでできたロープが張り巡めぐらされた、デンジャラスすぎる試合場だ。


　その試合場の中心部分に──





　ぼくは現在、何な故ぜか、生まれたての子こ鹿じかのように、ぷるぷる震ふるえながら、顔面蒼そう白はくになり立っていた。





（何故……こうなった!?）


　ぼくは、もう魔界に来て何回心の中で叫さけんだか分からないフレーズをまた叫ぶ。


　いや、また、というのは間違いかもしれない。


　ここまでのピンチ、ここまでの異常な危機に直面しているのは、さすがに、魔界に来て初の状じよう況きようかもしれなかった。


「山田！　あとはもう、あんたに任せたわよ!?」


「やっくん……わたし達の想おもい、あなたに預あずける！」


「山田、力を解放しろ！　一○○％中の一○○％だ！」


　リセンコグン袖ドでは、何故かもうボロボロになりながら、必死にぼくに声せい援えんを送る四天王、『雷かみなり』のアーディンブルグ、『雪ゆき』のヴォルフォレカ、『焰ほのお』のイグナレスの姿。


　お前らもお前らだ。


　何でもう負けて、ぼくにターン回しちゃってんの!?


「くくく……あなた達最強四天王の時代は終わりだ。今この時をもって……最強の称しよう号ごうは、我ら魔ま筆ひつ四天王のものとなる！」


　そんな震えるぼくに言い放つのは、目の前にいる、体長七、八メートルくらい。


　ちょっとした涅ね槃はん像くらいの大きさはあり、牙きば一本一本がぼくの身長くらいもある、もはや対たい峙じしてること自体がギャグにさえ思えそうな、三つ首の巨きよ大だいな猟りよう犬けん──ケルベロス。


　その体格差に圧倒されるぼくだったが、そんなことはお構いナシに、ぼくとケルベロスの間に立っていた審しん判ぱんは、両手を交差させて、こう、叫ぶのであった。


「始めッッ！」


　いや、始めって言われても──それ、ぼくにとってはほとんど「死ねッッ！」っていってんのと同義なんですけど!?


（何故こうなった……!?）


　極限の状態で記き憶おくの河を必死に遡さかのぼるぼく。


　するとぼくの意識は。


　何の迷いもなく、とある場面に思い当たった──！




　第一話　四天王選手権と四天王







「この時期始まるモンっつったらひとつっきゃねーだろ!?


　選手権だよ選手権！


　お前らが出る……四天王選手権が、もう始まるんだよ！」


　魔ま界かいの最さい奥おう、魔王城。円えん卓たくの間。


　勇者・雫しずくとの騒そう動どうがひとまず落ち着き、今後の身の振ふり方を考えていたぼく、そして同席していた他ほかの四天王、アディ、ユキ、イグナレスに、一週間前、ベラは、唐とう突とつに言い放った。





　申し遅おくれたが、自己紹しよう介かいを。


　ぼくの名前は、山やま田だ。


　名字の通り、平凡な容姿・能力・性格を持つ、平凡な高校一年生。


　ただ今現在は、日本を離はなれ、魔界の最奥・魔王軍で、魔王軍最高戦力四天王〝知ち〟の山田、として働いている。





　ぼくが何故、勇者でも魔王でもない、こんな中ちゆう途と半はん端ぱな環かん境きように身を置いているかといえば、


　①四天王として、魔王軍の『人類抹まつ殺さつ計画』進行を補助、最終段階まで移行させる。


　②すると、魔王が復活する。


　③それをぼくの妹『勇者』が魔王を倒たおす。


　④魔族全体が消しよう滅めつ。任務完かん了りよう。人類に永久の平和が訪おとずれる。


　……という、異常にまわりくどい魔王討とう伐ばつ作戦（の中でも特に①と②）の担当に、ぼくがなってしまったからだ。





　とはいえ……現状、事情は変わりつつある。


　魔界に来て、はや四ヶ月。


　ぼくは、ぼくが受けた魔族を滅ほろぼすという任務自体に、少々疑問を持ち始めていたのだ。


　少なくとも、今ぼくのまわりにいる四天王・魔族どもは、仕事はしないが、人類を滅ぼす気も、害を加える気もほとんど見られない。


　たまに〝憎にくき人間どもが〟のようなことくらい口走るが、それも本気の殺意とは程ほど遠い。むしろ馬ば鹿か正直なヤツが多くて、ある意味人間のほうが邪じや悪あくなんじゃないか？　と思えるくらい、魔族は人じん畜ちく無む害がいなヤツ揃ぞろい。


　いくら任務とはいえ……


　コイツらを抹殺することが、本当に、ぼくのやるべきことなのだろうか？


　ぼくには昔、自分の気持ちから逃にげ、周囲の風潮にのっかって動いたせいで、大事な友達をどうしようもなく傷つけてしまった経験が一つある。


　今回こそは……同じ過あやまちを犯おかさぬよう……ぼくはぼくの行きたい道を突き進むべきなんじゃないのか？


　人間と魔族の戦争なんか、なんとか回かい避ひさせるよう、動くべきなんじゃないのか？


　そんな、ぼくにしては壮そう大だいな決意を固め始めていた、しかしその矢先だった。





「し……してんのうセンシュケン、ですか？」


　四天王の上司、魔軍司令官ベラが、〝四天王選手権に出ろ！〟


　ぼくらに向かって、ンなわけのわからんことを言い出したのである。





　　　　※




「四天王選手権。そうか……今年、開かい催さいする年でしたっけ!?」


　そんなベラの言葉に妙みように弾はずんだ声で真っ先に反応したのは、腰こしまで伸のびた赤い髪かみに、気の強そうな雷らい光こう色の瞳ひとみの、やけに露ろ出しゆつ過多なビキニアーマーを着た女。魔王軍最高戦力四天王『雷かみなり』のアーディンブルグ。通つう称しようアディ。


「そっか。今年は四体いるから、久しぶりにわたしら出場できるんですね！」


　同じくらい嬉うれしそうにいっているのは、氷海のように蒼あおく澄すんだ髪に、豊満な胸を持つ、小こ柄がらで色白の女。魔王軍最高戦力四天王『雪ゆき』のヴォルフォレカ。通称ユキ。


「本大会出場はどれくらいぶりだ……？　何百年？　下手したら一〇〇〇年ぶりか？」


　ピーン。コイントスをしながら感かん慨がい深ぶかそうに呟つぶやいているのは、長い銀ぎん髪ぱつに褐かつ色しよくの肌はだを持つどこか危険なオーラをまとった美青年。魔王軍最高戦力四天王『焰ほのお』のイグナレス。


　ぼくとともに四天王をつとめる、ぼく以外の四天王達である。


「い、いや、ちょっと待ってくれ。四天王選手権って何だよ!?」


　魔族だけで盛り上がられても、ついこの前まで日本人だったぼくには全く分からない。
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「四天王ってぼくらしかいないハズなのに……何をどうやってセンシュケンすんの!?」


「あいっかわらず、妙なコトには妙に詳くわしいクセに、魔界の一いつ般ぱん常識には妙にウトイわねぇ、アンタ……」


　そんな困こん惑わくするぼくに、呆あきれたようにいったのはアディだ。


「ユキ。説明してやりなよ」


「え、わたし？　うーん……」


　解説役に指名されたユキは、一いつ瞬しゆん考えるように天てん井じように目をむけたが、ほどなく、


「……つまり。四天王選手権っていうのは。一○○年に一度行われる、現在魔界にいる、三二組の四天王全員をタタカワセテ、真の……本当の意味での……魔界公こう認にんの……四人組。すなわち『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』を決める夢の祭典で……」


「『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』!?」


　なんじゃそのどっかのライトノベルのタイトルみたいな名前!?


「い、いや、その前に……現在魔界にいる、三二組の四天王って……待てい！


　魔界に四天王……三二組もいんのかよ!?」


　どんだけありがたみない称号なんだよ、四天王!?


「もっといるわよ？」


　しかしそんなぼくへのアディの返答は、さらに想像を超こえるものだった。はあ!?


「本戦まで来れた四天王だけで、三二組いるんだから。予選で負けたり、エントリーすらできなかった連中も加えれば、魔界にいる四天王の数は一○○○以上になるわ」


　当たり前のようにいうアディ。


「せ……」


「でも、だからこそ、四天王選手権がいるんだよ。やっくん」


　混乱の中に放ほうり込まれつつあるぼくに、ユキが慌あわてて助け舟ぶねを出してくる。ん？


「そういう、九九・九％以上の自称・通称・偽にせ物ものの四天王。一○○年に一度、その辺りの四天王を淘とう汰たして、本来の意味での公認四天王は誰だれかを魔界に知らしめる……その為ために四天王選手権はあるの」


　と、ユキ。


　自称・通称・偽物の四天王……


「な…………るほど」


　そういう事か……。


　ぼくにも、おぼろげながら、だんだん話が見えてきた。


　確かに、人間界の日本の高校野球なんかでも……千葉のイ○ロー。埼さい玉たまのダルビ○シュ。そういう、本人じゃないのに無許可に看板を背負ってる選手が、毎年、日本全国津つ々つ浦うら々うらに、何人も何人も何故か出現する（そして大半はそのままひっそり消えていく……）。


　魔界での『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』の称号も、放っておくと同じように粗そ製せい乱造が続いてしまうので。それを統一する為、四天王選手権がある……そういうことか？


「ん…………？」


　？　だとしたら──妙じゃないか？


「あれ？」


「どうした……まだ何か疑問なのか？　山田」


　思わず首をひねるぼくに、壁かべにもたれかかり、片目をつぶり、必要以上にニヒルなポーズで聞いてきてくれるイグナレス。


「いや、疑問っていうか……さっきお前ら、その、四天王選手権について。今年は四体いるから久しぶりに出場できる。出場は何百年ぶり……とか、いってなかったか？」


「そりゃそうだよ」


　苦く笑しようで答えたのは、ユキ。


「四天王選手権だもん。四体いないと出場できないよ？」


「となると──妙なんだ」


　と、ぼく。


「何百年も、四天王選手権に出場していないお前ら。そのお前らは、今、どうやって……本当の意味での四天王……『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』の称号、守り続けてるんだ？」


　魔王軍最高戦力〝四天王〟なんだから、当然、コイツらが、『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』なんだよな？


　でも、コイツらが出ない間も、大会は続いてるハズなのに……こいつら、どうやってその看板を維い持じしてるんだ……？


　率直に気になり、聞く、ぼく。


　するとその瞬間だった。


　シィィィン…………。


　突とつ然ぜん、円卓の間に冷たい沈ちん黙もくが訪れた。え？


　そして、アディは暗い表情で地面を見つめ、ユキはブツブツいいながら地面に指で何か文字を書く仕草をし、イグナレスはピーン、沈黙の中黙もく々もくとコインを弾はじいて遊んでいる。


　え…………？　な、なに、この、暗いリアクション。


「山田……お前、んなこと聞いてやんなよ……」


　そんな一気に暗くなった空気の中、呆れたようにぼくを嗜たしなめたのは、魔軍司令官ベラ。


「へ？」


　意味が分からない。


「聞くな？　というと？」


「四天王選手権には、四体揃そろわないと出場できない。そしてコイツらは、お前が来るまでずっと三体だったから不出場だった。……そこまで聞けばわかるだろ？」


「え？　い、いえ……全然わからないんですが」


　と、ぼく。だって……本気でわからない。


「なにぃ？　察しの悪いやっちゃな。一から十まで事細かに説明しなきゃわかんねーのか？」


「はぁ」


「いいか？　コイツらは四天王選手権には出場してねー。


　当然、ここ一〇大会……一○○○年、四天王選手権で優勝もしてねぇ。


　つまり、コイツらは……現在、普ふ通つうに『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』じゃねーんだよ」


　淡たん々たんと、ベラ。


「…………。え？」


　耳を疑い、アディを見るぼく。


　アディはぷい、とぼくから顔を逸そらす。


「…………。はい？」


　理解がおいつかず、ユキを見るぼく。


　ユキは、はやや、と一いつ生しよう懸けん命めい足元に目をやり、必死にぼくの視線から逃のがれていた。


「…………ウソだろ？」


　呆れるようにイグナレスに聞く、ぼく。


　イグナレスは数枚のコインを高速でお手玉のようにジャグリングし、ぼくと目があわないように小細工した。突然コインジャグリングスタートすな！


「お前ら……お前らまさか……こんだけ引っ張っといて……」


　ぼくは啞あ然ぜんとしながら、とうとう、真実をつきつけるのだった。





「ただの……〝自称〟四天王だったの……？」





「……………………」


「……………………」


「……………………」


「ダ……ダサッ!!」


　思わずいってしまうぼく。


「ダサすぎるぜ、お前ら！」


「し……し……仕方ないデショ！」


　ぼくのそんなトドメの一言に、呪じゆ縛ばくから解き放たれたように、目を潤うるませいってきたのはアディだ。


「今までずっと三体態勢でやってきてんのに……どうやって四天王選手権出場するのよ!?」


「い、いや、まぁそうだけど」


「まぁ、そういうことだ」


　そんなアディの言葉を受けて、気の毒そうにいったのはべラ。


「別に庇かばい立てする気はサラサラねーけど……実力じゃ、やるまでもなく、コイツら三体が魔界のベスト３。魔界最強の三人組。現に、四天王選手権に出れてた頃ころは、コイツらは四天王選手権ずっと連れん覇ぱしてたからな。何百年も。


　けど、三人じゃ四天王選手権に出れねー。大会に出る為だけの数合わせいれるなんてのも、軍として認められてねーし……


　だから結果としてコイツらは、〝事実上〟魔ま王おう軍最高戦力四天王なだけで、〝魔界公認〟の四天王じゃねーっつー……ちょっとネジれたポジションにいちまってるのさ」


　淡々と説明するベラ。


　まじかよ……!?　めちゃくちゃ腕うでのいい無認可の名医……みたいなモン？


　そして、ということは、ぼくも実は魔界非公認の〝自称〟四天王の一員だったのか……なんたる事実。


「ってことは……ぼくらとは別の、〝魔界公認の四天王〟も……今、魔界のどっかにいるってことですか？」


　当然、気になって聞くぼく。ベラは頷うなずき、


「いるよ。コイツらが欠場以降、ずっと四天王選手権を連覇してる表の四天王……『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』が。なぁ、アディ？」


　なんか、ニヤニヤした顔でアディに聞くベラ。


「そうですね……」


　それに対し、面おも白しろくなさそうな表情でいう、アディ。……なんだ？　知り合いなのか……？


「ただ、そいつらは、実力じゃコイツらに及およばねーって理由と、軍の仕事にもあんま興味ねーって理由で、魔王軍の中での四天王活動だけは毎年辞退すんのさ。本来、それも『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』がやんなきゃいけねーんだけどな。


　おかげで、軍に四天王がいなくなっちまうから、いないよりはマシ……ってんで、コイツらが、暫ざん定てい的に、魔王軍最高戦力四天王の位置に残っちまう。


　結果、『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』と魔王軍最高戦力四天王が別々に存在する……


　んな矛む盾じゆんした状じよう況きようが、何十年も何百年も魔界じゃ続いてんだ」


　情け無さそうにそう告げるベラ。そ、そうだったのか……！


「け、けど、ベラ様…………そんな矛盾した状況もこれまでです！」


　そんなベラに、失態を取り戻もどすように必死にアディがいう。


「今年は山田がいる……私ら、死ぬ気で『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』の称号を取り戻す所存です！　ねぇ、みんな!?」


　必死の形ぎよう相そうのアディの呼びかけに、ユキもイグナレスも慌てて頷いてるが、


（オ、オイオイ……ちょっと待ってくれ！）


　ぼくは正直、そのノリについていけてなかった。


　ぼくは人間と魔族の戦争を止めなきゃいけないんだ。


　四天王選手権だかなんだか知らんが、そんなお遊びみたいなフザけた大会出て、時間浪ろう費ひしてるヒマない！


「な、なぁ。悪いけどぼくはその大会辞退を──」


　というわけで、辞退の意思を表明しようとする、ぼく。


　が。


「うっひょお！」


　その時。円えん卓たくのちょうど真下から唐とう突とつに聞こえてきた、気味の悪い、じじむさい、しかしどこかで聞き覚えのある──そんな声に、ぼくの声はおもいっきりかき消される。





　　　　※




「な……なに……？　今の〝うっひょお！〟って声」


　俄にわかに騒そう然ぜんとしながら、円卓の下を覗のぞき込む、アディ、ユキ、イグナレス、ベラ。


（オ、オイオイ……これ、まずいんじゃないか……!?）


　ぼくはそんな状況の中、一人円卓の下を覗き込まず、突つっ立ったまま凍こおり付いていた。


（今の声──アイツの声、だったよな……!?）


　ぼくの周囲に、あんな奇き怪かいな叫さけび声をあげる生物は、一いつ匹ぴきしかいない。


　そして、ヤツは、人界サイドの生物。


　ここでベラやアディ達に発見されるのは実はけっこうヤバイんじゃないか……!?


　と、固まっていると。


（フゥー。やべやべ。魔界ミミズ見つけたんで、思わず歓かん声せいをあげてしもうたわい）


　いきなり、ぼくの肩かたから、声が聞こえた。


　視線を向けるとそこには──


　クチバシで緑とオレンジのストライプ模様の不気味すぎる魔界ミミズをハミハミしてる、上品な毛並みにつぶらな黒目を持った、日本の電線等などでよくみかける小さな鳥──


　スズメが、ぼくの肩に止まっていた。


（な……うおおおおおおお!?）


　ぼくは喉のどの奥で絶ぜつ叫きようした。


（お、お前、いつの間に──ていうか、何やってんだよ!?）


　人の肩の上で気味悪いもん食うなよ!?　小声でツッコムぼく。


（騒さわぐな童わつぱ。ちょっと緊きん急きゆうで連れん絡らく事じ項こうがあったから、急ぎこうしてはせ参じたまでじゃ。よく聞けよ山田）


　そこまでいうとスズメはつぶらな瞳ひとみをキリッとしたものに切り替かえ、こう告げるのだった。


（これは忠告ではない。優先順位最高の絶対命令。


　よいか？　近々魔界で、『四天王選手権』なる一種のお祭りトーナメントが開かい催さいされる。


　山田。お主は、そこに出場し──他ほかの三一の四天王どもを悉ことごとく打ち破り……真の四天王……『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』の称しよう号ごうを手に入れてこい！）


　どんっ！　という擬ぎ音おんがバックに浮うかびそうな表情で、スズメ。はぃぃぃ!?


（な……何いってんだ、お前!?）


　アディ達が円卓の下を「？　おっかしいわねぇ……」などと呟つぶやきながら捜そう索さくする中、ぼくはギョッとしてスズメに詰つめ寄った。


（魔界の連中ならともかく……何な故ぜに人間界サイドのお前まで、ぼくを『四天王選手権』に出させようとする!?）


　何もかも、ぼくに都合悪すぎるだろう!?


（お前らがぼくに与あたえた指令は〝人類抹まつ殺さつ計画〟の最終段階への移行、だよな!?）


　ぼくは確かく認にんするようにスズメに迫せまるが、


（それが、気になる怪かい情報を耳にしてな）


　スズメは淡々と話を続行。


（今回の、『四天王選手権』優勝者……すなわち『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』には、封ふう印いんされている魔王から、直じき々じきに、とある〝命令〟が与えられる……という怪情報を、ワシは入手したのだ）


　真ま面じ目めな顔で、スズメ。魔王から直々に命令だぁ……？


（ど、どういうことだよ……？）


　眉まゆをひそめながら、ぼく。


（その、封印されてる魔王を起こすのが、ぼくの仕事だろ……？　魔王は封印されてんのに……何をどうやって、命令下すんだよ？）


（それが分からんからお主に優勝してもらって、調べてもらうんじゃろうが）


　スズメは呆あきれたようにいう。


（ガセかもしれん。しかしガセではないやもしれん。


　もしガセでなかった場合、それは今まで捕ほ捉そくできていなかった、魔王とコンタクトをとる為ための別ルートが出現するということになる）


　スズメはシリアスな表情でそういい、


（ましてや、その命令が、直じかに優勝者に対面して下されるとしたら──これは完全に捨ておけん情報じゃ。


　なんせ、お主が魔王とのコンタクトをとっている時、お主の妹勇者の侵しん入にゆうを成功させれば──魔王は死亡。それで魔族の殲せん滅めつは為なるのじゃからな。


　というわけで人間界の平和の為。お主と、お主の妹の任務終しゆう焉えんの為。


『四天王選手権』に出場するのじゃ、山田！）


　泡あわを飛ばし宣言するスズメ。


（…………！）


　ぼくはその宣言に、しばし圧あつ倒とうされた。


　いや……確かにスズメのくれた情報は、ぼくにとっても重要だ。


　優勝して、もし万が一、魔王と直接対たい峙じし、会話できる機会が得られるなら──


　そこで、ぼくが直に、魔王に人類との永久和平の交こう渉しようをもちかけることができる。


　そして、魔族の王は魔王だけだし、魔族にとって魔王の命令は絶対だから……


　魔王さえ説得できれば。人魔和平計画は、乱暴にいえば、半分解決したことになる（そうすると残りは、人間界の人間を説得するだけ）。


　スズメの思惑おもわくとは真逆の結末になってしまうが。


　確かにコイツのいう通り、そんな副賞があるのなら、四天王選手権もみすみす見み逃のがしていいイベントではないのかもしれない。


　とはいえ──


（でも……ただの人間であるぼくが『四天王選手権』になんか出たって……そっこーで殺されて、そこでゲームオーバーじゃないのか……？）


　ただの人間のぼくにとって、そこが一番切実なので、ぼくはスズメにそれを聞いた。


（安心せい）


　しかしスズメ、頼たのもしい声で断言。


（確かな筋から仕入れた確かな情報によると……『四天王選手権』なんてーのは、ただの魔界のお気楽なお祭り。人間界でいう浅あさ草くさのカーニバルみたいなもんじゃ。命のやりとりなど、ほとんどないらしいぞ？）


　真しん剣けんな顔でいう、スズメ。


　うぅむ……まぁ、確かに。さっきユキも、夢の祭典とか説明してたし。


　そもそも、単純なチカラ比べなら、アディ達が最強なのはもう証明されてるんだから、『四天王選手権』なんかやる必要ないもんな。となると、四天王選手権、そこまで危険じゃない……？


（今回だけはワシを信じろ）


　そんな前向きになり始めたぼくを、さらにスズメが後押しする。


（おぬしに死なれて困るのは、ワシらなんじゃ。お主はノアの箱はこ舟ぶねにのったつもりで、悠ゆう然ぜんと試合に臨のぞめば良い。気がついた頃ころには、お主は魔ま王おうの前に立っておるよ）


　ニッコリ。親しみやすい笑えみでいう、スズメ。


　ま、まぁ、確かに。こんだけ長く四天王やってるぼくに今さら死なれて困るの、確実にコイツらだもんな……！


（…………まぁ、わかったよ）


　多少渋しぶ々しぶだったが、ぼくはスズメを信じて、今回の話を受けることにした。


　魔界と人間界の為。


　そして、どうもこの大会に出たいらしい、アディやユキやイグナレスの為。


『四天王選手権』とやらに出場して、『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』の称号、手に入れてみようじゃないか。


（けど、お前、危なかったら、即そく棄き権けんとかするぞ……ぼく？）


　そこは念をおすぼく。


（わーっとるわーっとる。では頼んだぞ。人間界の英えい雄ゆう、救世主、山田よ！）


　そう呟くと、ブンッ！


　スズメはぼくの頭上で、唐突に出現した空間の裂さけ目の中に吸い込まれ消えていった。


　……相変わらず慌あわただしいヤツだ……！


「ちょっと山田！　あんた何サボってんのよ!?」


　などとやっていると、ごそごそ円卓の下のスズメ捜索から這はい出してきたアディが、ぼくに目を吊つり上げ怒おこってきた。


「あんたもさっき聞こえた、謎なぞの〝うっひょお〟の正体つきとめんのに尽じん力りよくしなさいよ!?」


「い、いや、もうそれはいいだろ」


　なんでそんなくだらんことに必死なんだコイツら。


「そんなことより……今は『四天王選手権』だろ！」


　ぼくは決然という。


「いつもはバラバラなぼく達だけど……今回こそは……今回だけは。四よん位み一体、一丸となって、『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』の称号を目指すぞ!?」


　事情が変わったことを受け、さっきと一八○度真逆の決意を叫ぶぼく。


『四天王選手権』は四人一組のチーム戦。ぼくがどんだけ頑がん張ばっても……今回ばかりは、コイツらが真面目にやってくれないと、優勝は現実的に不可能だもんな。


「アンタさっき辞退がどうこうと……ま、まぁ、いいわ」


　ぼくの不可解な態度急変に、アディは一いつ瞬しゆん怪け訝げんそうな表情を浮かべたが……もともと細かいことにはこだわらない連中。


「んじゃ、山田もやる気になったことだし、今回は『四天王選手権』出場ってことでいいのね？」


　その問いかけに、ぼく、イグナレス、ユキは頷うなずく。


「ようし……。んじゃ、一いつ致ち団結して、優勝目指しましょう！」


　そういうとアディは手を差し出す。


　その手に、ぼく、イグナレス、ユキは手をのせ、


「おう！」


　力強く応じる。


　お、おお……！


　こんなに一体感あるぼくら……ぼくら史上、初じゃないか……!?





　というわけで──こうしてぼくは、謎の大会『四天王選手権』へ、若じやつ干かんの不安と、かなりの高こう揚よう・興奮も持って、臨むことを決意する。


　もちろん、その数日後。


　そんな高揚や興奮など、一瞬で消し飛ぶようなシチュエーションに身を置くハメになるなどと、この時のぼくは想像すらしていなかった…………！





　　　　※




　というわけで──回想、終わり。


　ゥワァァァァァァァァァ！


　地じ獄ごくの底の底のようにも思える、闘とう技ぎ場の中央。


　ぼくは現実に舞まい戻もどり──


　そして同時に、何な故ぜ自分がこんな状じよう況きように陥おちいっているのかその答えを理解し、その現実に衝しよう撃げきを受けていた。


（ていうか……この状況に陥った最大の要因……ぼくじゃねーか!?）


　記憶を遡さかのぼった結果、トンデモナイ真実が明らかになってしまった。


『四天王選手権』なる危険な大会にぼくが身を投じている最大の理由、それは。


　スズメのなんの根こん拠きよもない〝安全だから！〟という適当な保証で、あっさり〝そっかぁ。大だい丈じよう夫ぶなのか〟と思い込み、大会出場に燃え上がってしまった……ぼくの単純すぎる脳構造だった。


（前から薄うす々うす感じてはいたんだが……ぼく、他人に簡単に転がされすぎだよな!?）


　将来、お姉ちゃんのいる店とか連れて行かれたら、絶対取り返しのつかないことになるだろ、ぼく!?


　……などと今さら後こう悔かいしても、もう遅おそい。


「始めッッ！」


　審しん判ぱんは両手の交差と共にそう叫さけび──


　ぼくと、前方のケルベロス。


　リングの上で、象と蟻ありの戦いといっても差し支えないほど実力差のある者同士のガチバトルが、今、幕を開けてしまった！


『さぁ始まりました──四天王選手権一回戦、第一試合、四戦目。


　とうとう数百年ぶりの参戦が実現！


〝魔王軍最高戦力四天王〟……通つう称しよう〝最強四天王〟『知』の山田！


　ＶＳ


　魔ま界かいの大手出版社四社が、一体ずつ最強の戦せん闘とう員を派は遣けんし結成した四天王〝魔ま筆ひつ四天王〟……その中でもエース格に位置する男、『青』のケルベロス！


　両者による注目の一戦であります！


　あ、申し遅おくれました。私は今回の四天王選手権の総合実じつ況きようを担当させて頂いただいております、腐ふ乱らん族の第一王位後こう継けい者しや、リビングデッドのリンと申します！』


　叫んでいるのは、観客席の上にある放送席にいる実況者。


『同じく、自己紹しよう介かいが遅れました。今大会でコメンテーターを務めさせて頂く、スケルトン族の第三王位後継者、スケルトンの〝トン〟です』


『以後、リンとトンのコンビをよろしくお願いします』


　さらに解説者も加わり、リビングデッドとスケルトンのコンビによるどうでもいい実況が聞こえてくる。誰だれだよお前ら!?　絶対一発屋キャラだろ!?


『さぁ改めまして……トンさん。開幕カードの最高戦力四天王ＶＳ魔筆四天王の一戦ですが……早くも波乱がありました！』


　実況者リンは饒じよう舌ぜつに実況を開始。


『はい。優勝候補最有力の魔王軍最高戦力四天王……通称〝最強四天王〟が、初戦から三体立て続けに負け三連敗するという……予想だにしなかった事態がありましたね。


　最強四天王チームは、これで大将『知』の山田が敗北した場合、四人抜ぬきの四連敗を喰くらい、一回戦敗退という……非常に危険な状態です』


　と、解説者のトン。


（そう……なんだよ……！）


　試合中に解説者の意見に頷うなずける大会……というのも、相当変な大会な気がするが。


　ぼくは頷き、リングの外、セコンドの位置に固まる、アディ、ユキ、イグナレスをにらみつけた。


　するとギクリ、と三体が身をすくませる。


「な、なによ……何見てんのよ!?　今試合中よ、敵見なさいよ、テキ！」


　耐たえ切れないように、アディが抗こう議ぎするが、


「お前ら……何あっさり三連敗喰らってるんだよ!?」


　もはやいわずにはおれなかった！


「おかげでぼくがとんでもない憂うき目にあってるだろう!?」


『おぉーっと、最強四天王チーム、試合中に仲間割れだ！　これは面おも白しろい！　早くも信しん頼らい関係崩ほう壊かいかぁぁ!?』


　実況がなんか無責任に煽あおってくるが、


「だ……だってしょうがないじゃない!?」


　アディ達が反論。


「そ、そうだよやっくん……！　私たち、みんな全力でやったんだよ!?」


　ユキも涙なみだ目めで反論し、


「負けて気落ちする敗者をいたぶる……それが仲間にすべき仕打ちか、山田ァ!?」


　イグナレスも激げき昂こうしたように反はん撃げきしてくるが、


「いや、全力で戦ってもないし、気落ちもしてないよな!?


　お前ら試合中……ただなんか、敵とボソボソ喋しやべって、その後いきなり自分からギブアップしただけじゃねーか!?」


　見過ごせない事実を追つい及きゆうするぼく。


（ていうかお前らもしかして……試合中になんかで買収されたんじゃねーだろうな!?）


　というわけで、ぼくはとうとう、セコンドゾーンに詰つめ寄り、アディ達をつるし上げて聞いた！


（そ……そんなわけないじゃない！　試合中に何いいだすのよ、あんた！）


（そ、そうだよやっくん、私たち、バイシュウなんて絶対……！）


　ユキが正義の使者然ぜんとした表情でぼくに対たい峙じしてくるが……


（だったらお前……その、後ろに置いてある〝ヴォルフォレカクエスト・コミカライズ企き画かくの件について〟って書かれた茶ちや封ぶう筒とう、なんだよ!?）


　ぼくはユキの後ろに無造作に置かれた封筒を指差し、指し摘てき。


（…………）


　ユキはしばしの沈ちん黙もくの後、ニコリ。


　笑え顔がおで、


（あれは……互たがいの健けん闘とうを讃たたえあって交こう換かんした、対戦相手のユニフォームだよ？）


（随ずい分ぶんカネのニオイするユニフォームだな、オイ!?）


　お前……


　コミカライズの企画につられて、勝ち星売っただろ!?


（アディとイグナレスの後ろにも、変な茶封筒チラチラ見えるし……どうせ〝秘密のアーディンブルグII販はん売ばいのお誘さそい〟とか〝イグ通の書しよ籍せき化について〟とかだろ、それ!?）


　ぼくの指摘に、アディとイグナレスがぎくりと固まる。


（お前ら……全員買収されたな!?）


「くっく……どうやら気づかれたようですね」


　そんな中。リングの対角。


　二本の足で立ち、リングのロープにもたれかかりながら、あくどい笑みを浮うかべるケルベロスが、ぼくらの会話に割り込んできた。


「我ら魔筆四天王の戦略……それは対戦相手を徹てつ底てい的てきにリサーチし、その結果、相手の心をくすぐる出版契けい約やくを用意、その取り引きを駆く使しし頂点を目指すという……いわばペンは剣けんより強し戦法！」


　ロープにもたれかかりながら、聞いてもないのにぺらぺら手の内を明かすケルベロス。


「我々は前回この戦法で魔界ベスト８まで勝ち上がりましたが……今回リサーチに費ついやした時間は、前回の比ではありません。この世に、自分名義の本を出したくない魔物は存在しない……我々はこの推測に全すべてを賭かけ……魔界の頂点へ駆かけ上がるのです！」


　ぼくを爪つめでさしながら断言するケルベロス。ば、馬ば鹿かかこいつら!?


『おぉっと、ケルベロスチーム、優勝宣言だぁ！　試合中の買収を堂々と公言するこの戦略。トンさん、いかがお考えすか!?』


『これぞ四天王選手権です。殺し以外なんでもあり、その中で最高の四天王を決めるのが四天王選手権ですからね』


　わけのわからん解説を繰くり広げる。


　買収ＯＫのトーナメントって一体なんなんだよ!?


『とはいえ……、〝魔筆四天王〟はここから大変ですよ』


　そんな中、解説のトンが不可思議なことを呟つぶやいた。


『と、いいますと？　トンさん』


『どれだけ魅み力りよく的な出版企画を用意しているとしても……さすがに、チームの敗北がかかった状況では、選手が首を縦に振ふる確率はかなり下がる。


　つまりこの作戦は、自分くらい買収されてもまだ大丈夫だろうと考えることのできる、副将以下の選手にこそ効果的な作戦であって、大将相手には、やや効果が鈍にぶくなってしまうのです。


　つまりケルベロスはここから、実力で魔王軍最高戦力四天王『知』の山田にぶつからなければならないのですよ』


　一番聞きたくなかった解説を加えてくれる解説のトンさん。マジで!?


　やっぱぼくは買収したりしてくれないの!?


「その通り。というわけで──ここからは、ガチバトルです、山田さん」


　それに頷いてしまうケルベロス。


「どのみちウチは、買収で優位に立つだけ立って、残り一体には四体全員で挑いどんで撃げき破はするのが本来のスタイル……。


　一回戦でいきなり魔王軍最高戦力とは運がないともいえるが……しかしここを越こえれば、優勝も見えてくる！


　というわけで……胸を借りるつもりでいかせていただきます。行きますよ、『知』の山田さん！」


　ゆらり。ロープから離はなれたかと思うと、リング中央で前かがみになり、完全に戦闘態勢に入るケルベロス。


　マジかよ……考え得る限り、最も最悪のシナリオだ！


『というわけで、そろそろ両者には殴なぐりあってもらいましょう！』


「（本当はさっきもいったんだけど誰も聞いてなかったようだから）始めッッ！」


　審判が再びリング中央で手を交差させ、試合開始。


　よりによってぼくの時だけ本気バトルな四天王選手権第一回戦が幕を開けた！


「カァァァァッ！」


　そしていきなり、ケルベロスはかぱっ、と口を開き、そこからぼくに向け、煮にえたぎる黒ずんだ溶よう岩がんのカタマリを放出！


「ひょぁぁぁっ──!?」


　ぼくは恥はじも外聞もなく、小さな悲鳴と共にその場にしゃがみこんで、攻こう撃げきの回かい避ひにかかる！


　が、ぼく自身は奇き跡せき的に回避に成功したが──慌あわててしゃがんだ反動で、ぼくの頭より上にまくれあがったぼく着用のマントに、溶岩弾だんが思いっきり着弾！


　ジュッ！


　次の瞬しゆん間かん、試合開始一秒で……マント──以前アディに買って貰もらった超ちよう強力品──が一瞬にして半分以上溶解してしまう！


「あぁ!?　ちょ、山田……アンタ何やってんのよ!?　それ、せっかく買ってやったのに！」


　瞬間、リング外から飛んでくる、アディの叱しつ責せきの声！


「そんな蠅はえの止まるような攻撃、アンタなら残像とか出して簡単に避よけられるでしょ!?」


（避けられるかぁぁっ！）


　ぼくは内心怒ど鳴なるように突つっ込んでいた。


　アディ達は未いまだに勘かん違ちがいしてくれているようだが……ぼくは魔力五○万オーバーの他ほかの四天王と違い、魔力七、ゲームのレベル一の主人公よりも打たれ弱い、ただの平へい凡ぼんな高校一年生なんだ。


　防ぼう御ぎよも回避もできない！


『あぁっとケルベロスの攻撃、山田の衣服の一部に着弾ンンンンンンンンン!!』


『これは予想外の立ち上がりです。どうも今日の山田選手は動きがいまひとつよくないみたいですね』


　こいつの解説もとんだピントハズレだ！


　予想外でもなんでもないし……ぼくの動き、これでもキレキレの運動能力ＭＡＸなんだよ！


（ど、どうしよう……!?　これは予想以上にシャレにならん！）


　全身から冷たい汗あせを噴ふん出しゆつしていた。


　ケルベロスは、ぼくの動きが意外に鈍いことに戸と惑まどっているようだが、しかしすぐにでもぼくに第二撃を放てる体勢だ。


　火事場の馬ば鹿か力ぢからめいた、必死すぎる反射神経で一撃目はなんとかかわせたが……二撃目、三撃目をかわせる自信などぼくにはない！　万が一かわせたとしても、いつかは足が止まり、喰らうだろう。


　喰らえば、次の瞬間、ぼくの全身は一瞬で火ダルマになり、熱さと痛みに踊おどり狂くるい、そのまま息をすることすらできずに、消し炭ずみになる……


（そんな死に方絶対したくない！）


　自分の想像にゾッとする、ぼく。


（不本意だが……ぼくもココはギブアップするしかない……！）


　この戦いを、ぼくが死なずに潜くぐりぬけるのは無理だ！


　人魔和平も、所しよ詮せん命あってのモノダネ……生きてさえいれば、いつか挽ばん回かいのチャンスもくる。ここで死ぬのは、余りに無む駄だ死じに！


「あ、あの……」


　というわけで、情け無いが、ケルベロスの第二撃が来る前にと、ぼくは棄き権けん宣言すべく、リング上の審しん判ぱんの元に歩みよった。


　が、その瞬間。


（まままま、待てい！）


　ニョキッ。


　制服の首筋の穴から、慌ててクビを出し。


　カツカツカツカツ！


（そのギブアップ！　しばし踏ふみとどまれい！）


　とある小動物が、ぼくの首裏を激しくつつきながらそう叫さけび、ぼくを制止してきた。


「何ィ!?　痛いててててて!?」


　慌てて首裏でごそごそやってるその生物をワシ摑づかみにすると、そこにいたのは、大会前にぱったり姿を見せなくなり、行方ゆくえをくらましていた、例のスズメ。


（諦あきらめるのはまだ早い、山田。諦めるのは……ワシの話を聞いてからにせい！）


　そしてそのスズメは、ぼくの両手の中で、顔を真っ赤にしてぼくに説教してくる。


（その前にお前……どっから現れたんだよ!?）


『おぉっと山田、奇き妙みような魔ま術じゆつを展開ィィィ！　突とつ然ぜんクビの裏から見たこともない小動物を取り出したァァァ！』


　ゥワァァァァァァ！


　そのやり取りを勘違いした会場のボルテージはＭＡＸになるが、


（ギブアップすんなってどういうことだよ!?）


　ぼくはスズメをにらみつけて確かく認にんした。


（ギブアップしなくちゃ……死んじゃうだろうが、こんな大会!?　どこが命のやりとりナシのお祭り大会なんだ!?）


　事前説明とのあまりの食い違いに、ぼくは激しく詰つめ寄るが、


（その点についてはすまん。ワシのリサーチ不足だった）


　するとスズメは思いのほかあっさり謝り、


（どうも一回戦に限り、けっこうちゃんと戦う大会だったみたいじゃな）


　さらにここにきてまた、ワケのわからんいい訳をブチ込んできた。


（……一回戦に限りぃ？）


　胡う散さん臭くさいと思いつつも……一応、聞き返すぼく。


（そうじゃ。『四天王選手権』は、戦せん闘とう力だけでなく、他のありとあらゆる能力を競きそい、〝魔界で一番四天王にふさわしいのは誰だれか？〟を決める大会）


　スズメはシリアスな顔で解説し、


（一回戦は、最低条件として、〝戦闘力〟……つまり力比べで勝つこと、が、勝利条件になってしまったようじゃが。確かな筋から仕入れた情報によると、二回戦、三回戦は殺し合いとは違う分野で勝利を競うようになっておった。つまりこの忌いまわしき一回戦さえ乗り切れば……あとは前話したように、命のやりとりナシの単なるお祭り。ここさえ踏ふん張れば、お主はもう、さほど苦労せず、優勝、ＢＩＧ‐４の称しよう号ごうへ辿たどり着けるのじゃよ！）


　さらに必死に、一気に、ぼくを説得にかかってくる。


　いやいやいやいや……？


　ぼくはイマイチ信用できず、なんとなく、クビを敵──前方、ケルベロスの方へ向けてみるが……


　するとその瞬間。


　ゴウッ！


　ケルベロスが、再びぼくめがけて溶岩弾を放出してきたのが目に入った。


「うおおおおおおおおおおお!?」


　なんとなく前方を見たのは僥ぎよう倖こうだった。


「山田！」


「！　やっくん！」


　アディやユキが叫ぶ中、ぼくは慌てて右方向に向かって横っ飛びに飛び、スザァ──。ヘッドスライディングで着地。どんだけ必死なんだって避け方だが、なんとか二撃目も回避。


（やっぱ無理だ！）


　今の一撃で、ぼくは確信する。


（二回戦からがどんなに安全なもんだろうと……まず、この、危険極きわまる一回戦を突とつ破ぱする手段がぼくには無い！）


　完全に決心を固めていう、ぼく。


（いや、ある。今回は特別にこれを使え）


　しかしスズメはそういうと、ごとんっ。


　羽の下から何かを出し、うつ伏ぶせに倒たおれているぼくの顔の前、試合のリングの上に、妙みような物体を出現させた。


　そこにあったのは、手のひらに収まるくらいの大きさの、冷たい質感の黒い銃じゆう身しんに、色あせたブラウンのゴム製のグリップがついた一丁の──


「オ……オィィ……！」


　それが何か理解し、冷たい汗がこめかみをつたう。


「お前はアホか？」


　搾しぼり出すようにぼくはいうのだった。


「これ……


　拳銃マジチヤカじゃねーか!?」


　もう……泣きたかった。


　スズメがぼくの目の前に出したもの。


　それは刑けい事じモノのドラマなんかでよく見る。


　そして良い子が絶対手にしてはいけない。


　一丁の、拳けん銃じゆうだった。


「お前は、一体ぼくをどうしたいの!?」


　もう泣いた。


　お前、ぼくに手て錠じようハメたいの!?


（安心せい。ここは魔界。銃じゆう刀とう法ほう違い反はんなどない）


　しかしスズメは威い風ふう堂どう々どうとそう宣言し、


（それに人間界じゃよくいうじゃろ？　魔術と科学が交差する時、物語が始まる。とかなんとか。だから安心して使え。魔術と銃科学。よくあるテーマじゃん？）


（ぜんぜんちげーよ！）


　レーベルも作風も作者の格も売り上げもぜんぜんちげーよ！　普ふ通つうに拳銃マジチヤカ出してどうする!?


（細かいヤツじゃな……ならこういおう。厳密にいうと、それは拳銃マジチヤカではない。


　銃自体もワシの仙せん術じゆつでつくったもんじゃし、中にはいっとるのは市し販はんの弾丸ではない。ワシの神仙力をこめた、一発の弾丸じゃ。銃刀法違反にはならん((たぶん))


　スズメはフォローになってないフォローを勝手に続ける。コイツの自作!?


（イレギュラーな状じよう況きよう故ゆえ、ワシの今ある力の九九％を使ってそれを作ったのじゃ。


　もちろん、殺せばお主の反則負けじゃからな……ちょうどギリギリ殺してしまわないように威い力りよくは抑おさえてある。しかし一発当てれば、お主の勝ちは確定。その後、あまりの実力差に、他ほかの三体も棄権をよぎなくされるハズじゃ。


　どうじゃ？　勝ちが決まったオイシイ試合。やる気になったか？）


「やるか!!」


　一いつ蹴しゆうした。


　このアホの口車にのせられるのはもうコリゴリだ。


　それに万が一、この口車にのって二回戦行っても、どうせなんだかんだいつものパターン、またいつの間にかぼくが絶体絶命の立場になるのは目に見えてる……！


　ここは断固棄権の一いつ択たく……！


「やりません……この物ぶつ騒そうなモン持ってさっさとどっかに帰れ。ぼくは今から棄権して、一からいろいろ人生やり直す」


　ぼくは立ち上がり、パンパンと服についた汚よごれを払はらい、そしてもう交戦の意志がないようわからせる為ため、ホールドアップ、両手をあげながら審判のほうへ歩いていく。


『おぉっとこれは!?　山田、どうしたことか、ホールドアップしたまま審判の方へ歩いていくぞ!?』


『恐おそらくブラフでしょう。まさかこのまま棄権するはずがありません』


　と、放送席。適当なこといってんじゃない。ぼくはこのまま棄権するんだよ。


（……ほんとに棄権すんのかえ？）


　困こん惑わくした表情のケルベロスが見守る中、スタスタ審判の方へ歩いていくと、頭上のスズメが、なんか気味悪いくらいしおらしい声でそう確認してきた。


「ああ」


（ほんとに？）


「ああ」


（なんと……）


　そこでスズメは、大げさに何かに失望したような声を出し、


（ということは……


　雷かみなりのアーディンブルグ。


　雪ゆきのヴォルフォレカ。


　焰ほのおのイグナレス。


　そしてもちろんおぬしも。


　お主ら全員、魔王軍最高戦力四天王の座、クビになる……じゃろうなァ）


　またなんか煽あおるようなことをいってきた。


（な、何……？）


　思わず足を止め、聞き返すぼく。


（なんでだよ……？）


（なんでって……当然じゃろ）


　スズメはわざとらしく溜ため息いきをつき、


（ここでお主が棄き権けんし、四者連続棄権などという、情け無い形で一回戦負けしたら……


　今までお主達を守っていた、〝実力は文句なしに最強だけど、四体いないから四天王選手権に出場できない〟って大義名分も消えてなくなる。


　お主らは、名実共に、資格もないし、実力もない、ただの四人組になるのじゃ。


　そんなヤツらに、いつまでも魔王軍最高戦力四天王などと名乗らせておくと思うか？）


（ウッ…………!?）


　その説得に、思わずセコンドの方を見るぼく。


　そこには、ぼくのホールドアップに、まさか、と啞あ然ぜんとした表情をしているアディ、ユキ、イグナレスの姿があった。


　コイツらが……クビ。


　それは正直、自業自得としかいいようがない結末なのだが……


　その展開に、スッ……ぼくは不覚にも、ホールドアップの手を下ろしてしまう。


　その瞬しゆん間かん、当然。


『おぉっと山田投降姿勢を解除！　戦意喪そう失しつはブラフ、死し闘とう再開だぁぁ！』


　ゥワァァァァァ！


　一気に会場が再び盛り上がった。ウッ!?


「山田！」


「やっくん！」


「さすが山田！　ホールドアップで時間を稼かせぎ、呼吸を整え、相手を殲せん滅めつする……相手との知性の差を利用した卑ひ怯きようで老ろう獪かいな戦術だったのか!?」


　そしてぜんぜん見当はずれな解説を付け加えてくれる、チームメイト、イグナレス君。


　いや、ぜんぜん違ちがうんですけど!?


「な、何ィィ……!?　ブラフ？　コロス！」


　その瞬間、最悪の展開！　ケルベロスは目を血走らせ歯は嚙がみし、ドウッ！


　獲え物ものに襲おそい掛かかる黒くろ豹ひようのように思い切り宙に跳ちよう躍やく──弧こを描えがき、ぼくに向かって降下してきた！　マジかよ!?


「頼たのんだぞ山田！」


　そして状況を悪化させるだけ悪化させて、消えようとするスズメ。


「優勝せよ山田！　お主ならこの大会優勝できる！　勇気を出し……栄光を摑つかみとるのじゃ！」


　ブンッ！　いうだけいって、スズメは再び天の裂さけ目に消えていった。あ、あんの野や郎ろう……！


「ガァァァッ！」


　そうこういってる間に、ケルベロスはもう目の前だ。


　ぼくの頭上より高く飛び上がっていたケルベロスが、急降下と共に、鋭するどい鉤かぎ爪づめでぼくに接近してくる。


（くそ……もはや考えている暇ひまはない！）


　生き残る為にも。


　そして、四天王どもの職を守る為にも。


　ここでコイツ撃うち落とし、勝利するしか道はなさそうだ……！


　ガチャリ。ぼくはスズメがぼくの頭上においていった銃を手に取り、無我夢中で、頭上のケルベロスに照準をあわせた。野郎、きやがれ！


『さぁ山田選手も反はん撃げき姿勢！　勝負はこの一撃で決まるのか!?


　一回戦クライマックス！　山田、ケルベロス、最後までこのリングにたっているのは果たしてどちらだぁ!?』


「くっ……いけぇっ！」


　銃の使い方などよくわからんが、安全装置などは外れていたらしい。


　もう、一、二メートルの距きよ離りまで迫せまってきていた頭上の大きな的に向かい引き金をひくと、


　どんっ！


　意外にアッサリ、しかし肩かたが外れそうな勢いと共に、銃じゆう口こうが土ど留どめ色の弾だん丸がんを吐はき出した！


　ウオオ!?


　が、そこからが、予想外の展開。


「アブネッ!?」


　巨きよ大だいな的、ケルベロスは、両目を見開きぼくの銃弾を見切ると、


　ヒュンッ！


　空中で猫ねこのような身のこなしで大きく身を捻ひねり、なんと、その場で銃弾を回かい避ひしたのだ。


　何ィ!?


（ええぇぇ!?）


　驚きよう愕がく。さ、さすが魔ま族ぞく、無名の魔族でも銃弾ぐらい軽く避よけられるんか!?


（た、確か弾たまは一発っていってたよな……じゃ……これでぼくの人生終了ゲームオーバー？）


　スズメの微び妙みような読み違いにぼくは絶望した。


　どんだけ威力あっても……当たんなきゃどうしようもないだろう！


「いや、ヒヤッとしました……あんな反撃方法を隠かくしていたとは」


　空中で身を捻ったケルベロスは、さすがに、当初の予定と少し違う、ぼくから少し離はなれた位置に着地。


　しかしその猶ゆう予よも一瞬、警けい戒かいしたのか、今度は高く飛ばず低く、放物線ではなく弾道のように、ぼくに向かって爪を突つき出し攻撃してくる。


（お、終わった……）


　もはや為なすすべナシ。身動きとれず棒立ちになるぼく。


　しかしどうやら──ぼくも悪運だけはちゃんと四天王級にあったらしい。


　四天王選手権会場を、予想外の現象が襲ったのは──次の瞬間だった。





　一瞬、ピカッ！　と天が光ったように見えた。


　すると次の瞬間。


　ゴゴゴゴゴ……！


　試合場の上空に、直径四、五キロはあろうかという、ほとんど一つの星のような……巨大な光球がいきなり発生！


　すると試合場を魔界全土を揺ゆるがすような地じ響ひびき、そして、ほとんど衝しよう撃げき波はのような暴風が襲った。


「な──」


「ウオオオ!?」


　もはや立っているどころではなく、リングの上に叩たたきつけられる様に横よこ倒だおしになるぼくとケルベロス。


　倒れながら光のほうを見上げて、


（ま、まさか……あれ、さっきの銃弾が原因なんじゃねーだろうな!?）


　ぼくは、はたと気づいた。


　さっきケルベロスに躱かわされた、スズメ特製の弾丸。


　その弾丸が、ケルベロスに躱されたものの、空中で爆発し、威い力りよくを解放したんじゃないのか……!?


（あ、あの野郎……どこが威力抑おさえてるんだ!?）


　ぼくはその事実に青ざめた。


（もしアレ会場内で爆ばく発はつしてたら……


　会場もろとも……ぼく含ふくめて、観客一体残らず死し滅めつしてたじゃねーか!?）


　そして、会場内にいる全すべての魔族も、その事実に思い当たったのだろう。


　天空で、ようやく極きよく大だい破は滅めつ呪じゆ文もんが縮小し始め、会場に平へい穏おんが戻もどり始めた頃ころ。


「山田！」


「テメェ……殺す気か!?」


　観客達による、大ブーイングがぼくに向け降り注いできた。


（し、しかし……これは好機！）


　ぼくはそんな中、前方に視線を向ける。


　そこにいるのは、ぺたん、と腰こしを抜ぬかした子犬のように座り込み、ガクブル震ふるえながら天空を見つめているケルベロス。


〝冗じよう談だんじゃねぇ……何あの天変地異クラスの魔術の威力!?


　こんなヤツ相手にしたんじゃ……命が幾いくつあっても足りやしねぇよ！〟


　ぼくにはそいつの思考が簡単に読み取れた。


（畳たたみ掛けるには……ここしかない！）


　というわけで、ぼくは一度息を吸い込み─ー


　腹をくくり、ケルベロスに向かい一歩踏ふみ出すのだった。


「……一○％。といったところか」


　座り込むケルベロスを睥へい睨げいしながら、さりげなく呟つぶやくぼく。


「え……？」


「相当威力を抑えたつもりだったんだが……思いのほか、威力を発揮してしまったな」


　掌てのひらを開閉させながら天を見上げ、散々もったいぶった声で重厚感タップリにいう、ぼく。


『おぉっと出たぁ！　一○％発言！　今の攻こう撃げきは、山田にとってはほんの小手調べに過ぎなかったァァァァ！』


　ナイスにそれを煽あおる実じつ況きよう、


　オオオオオォォォォ!?　そして観客席もナイスに揺ゆれる。


「あ、あれで一○％……？」


　それにケルベロスがチビリそうに表情を歪ゆがめ、


「ま、そりゃそうよね……私らが全力出したら魔界壊こわれるし」


「むしろ一○％も出してあの程度の威力しか出ないことに疑問を覚えるな。なまっているんじゃないか？　山田」


「うーん、確かに本調子には程ほど遠いねぇ……」




[image: ]


　さらにセコンドではアディ達が、そんなつもりはないんだろうが、さらにぼくの格を無意識に引き上げた！


　てか……こいつら、あの爆発が一○％っていってもこの程度の反応……？　じゃあお前らどんだけ強いんだよ一体……!?


「マジかよぉぉ……!?」


　それらの援えん護ご射しや撃げきも喰くらったケルベロスの精神はもう限界に達していた。


　完全にブルブル震えて蹲うずくまっている。


「三秒待ってやる。その間に決断しろ」


　さぁ仕上げといこうか。


　そしてぼくはスッと（何も発射できない）銃をケルベロスに向けた。


「身の程を知り、潔いさぎよく引き下がるか。


　それとも、玉ぎよく砕さい覚かく悟ごでそのチンケな魔力で、このぼく──魔王軍最高戦力四天王、知の山田に勝負を挑いどむか。


　どちらか選べ！」


「「三、


　二ィ、


　一、」」


　その瞬しゆん間かん、観客達による、暴力的な大だい歓かん声せいのカウントダウンが開始。


　そして。


「ま……参りましたぁ！」


　滑すべり込むように、その場でケルベロスは土下座するのだった。


『試合終了ォォォォォォ！』


　実況が叫さけび、カンカンカンカンッ！　ゴングが鳴り響ひびく。


『一時はどうなることかと思いましたが……やはり魔王軍最高戦力は伊だ達てじゃなかった！


　魔王軍最高戦力四天王『知』の山田ＶＳ魔筆四天王『青』のケルベロスの注目の一戦！


　終わってみれば結果は完勝！　勝者は山田選手です！』


　声を張り上げ叫ぶ実況。


　ウオオオオオオオオオオオオ!?


　観客席は空前の盛り上がりである。


（た……助かった……）


　そんな中、九死に一生を得て──


　へなへなとその場に座り込む、ぼく。


（これで最低限仕事はしたはずだ。四天王としての実力も示したし！


　次同じような状じよう況きようがあったら……迷わず棄き権けんするからな！）


　超ちよう後ろ向きな決心を固めるぼく。


「山田！　やるじゃん！」


「やっくん！」


　すると次の瞬間、アディ達がリング上になだれ込んできてぼくに抱だきついてくる。


　痛いてぇぇぇぇぇ!?


　本人達的には軽いハグのつもりなのかもしれないが、その万まん力りきのような腕わん力りよくにぼくは心の中で絶ぜつ叫きようした。


「参りました……完敗です」


　そんなぼくに向かって、ケルベロスがのそりと歩み寄り、声をかけてくる。


「買収もできないし……もはやぼくらに勝ち目はない。他ほかの三体も棄権します。『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』への夢はみなさんに託たくします」


　完全に戦意喪そう失しつしたようにいうケルベロス。


　ぼくはその発言に、ホッと安あん堵どする。なんだかんだ、結果的にあのクソスズメの読みどおりの展開になったってワケか……！


「コミカライズの件連れん絡らくしてね？　約束破ったら、さっきのくらいの威力じゃ済まないイチゲキおみまいするからね★」


「え、あ、うん、はい……」


　そしてユキに念をおされ震え上がるケルベロス。


　こうして、ぼくは、なんかいきなりドタバタだったが、早くも最後の切り札的なものまで使って、なんとか一回戦を突とつ破ぱする。


　もう二度と命の危険ないって本当だろうな!?


　もしあったら今度こそ……今度こそ、棄権してやるからな……！




　第二話　ライバル!?と四天王







　というわけで──


　なんだかんだ、一回戦を突破してしまったぼくら『魔王軍最高戦力四天王』。


　次の試合が始まるまで、専用の四人部屋──床ゆかに無数の蠟ろう燭そくが立ち、その中に青白い逆さ五ご芒ぼう星せいが浮うかび上がってる、何な故ぜか無む駄だに四天王仕様な──で待機しろということなので、ひとまずそこに移動。


「いや～、中々ドラマチックな一回戦だったわね!?」


「久々だし、みんなブランクもあったもんね？」


「しかしこれで少し勘かんも戻った。引き続き、油断せずにいこう」


　そこでアディ、ユキ、イグナレスは、タオルで汗あせを拭ふきつつ、なんかランナーズ・ハイみたいな表情でそんな感想をいいあっているが、


「……………………」


　だーんっ！


　ぼくはその空気の中、不ふ機き嫌げんを隠かくそうともせず、部屋の中央にあった古ぼけた机にドリンクを強く置く。


　そりゃそうだろう。


　あんな辛つらい一回戦戦わされたんだから。


　というわけで、当然ぼくは不機嫌である。


「？　何怒おこってんの、あんた？」


　が、何故かその怒いかりを理解していないアディ達。


「もしかして、ヴォルクエのコミカライズの件、やっくんが先に狙ねらってたの？」


　どころか、てんで見けん当とう違ちがいな推理をしだすユキ。はあ!?


「そんな……だったら早くいってくれれば……」


「ぜんぜん違うんですけど!?」


　ヴォルクエコミカライズとか毛先ほども興味ないわ！


「じゃなーくーてー！　一回戦！


　あのグダグダの一回戦を終えて……お前ら、悔くやしさとか、思うところとか、なんかそういうシリアスな感情湧わきあがってこないのかよ!?」


　まさかそんなわけないよな？　ぼくは理解できず確かく認にんするように尋たずねるが、


「悔しさ？」


「思うところ？」


「そんなもの……ぜんぜん湧きあがってこんが？」


　三体は、口を揃そろえてそう断言しやがった。


「え、えぇぇ……？」


　ぼく、絶句。


「ていうか、なんでそんな風に思わなきゃいけないのよ？」


「い、いや、だってさ……」


　こんな当たり前のこと、説明するようなことか？


　ぼくは困こん惑わくしながらだが、


「お前らがあっさり三連続買収されたおかげで、チーム、窮きゆう地ちに陥おちいったわけじゃん？　普ふ通つうさ──」


「窮地？　どこが？」


　と、アディ。


「え？」


「どういう理り屈くつよ、それ」


「うん。あんな対戦相手に」


「オレらと五分の魔力を持つお前が負けるわけないだろう。四連戦だろうが。四○連戦だろうが」


　きょとん、といってのけるアディ、ユキ、イグナレス。


　う……うーん……。


　い、いや、まぁ、そりゃそうなんだけどぉ……ぼくは腕うでを組み黙だまる。


　要はぼくを、自分達とおんなじくらい信じてるから、あいつらあんなアッサリ棄権したんか……！


　信用されて嬉うれしいような、困るような、複雑な状況だな……。


　とはいえ。


「ま、まぁ、でも、万が一ってこともあるんだからさ……。『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』ゲットする確率、ちょっとでも上げる為ためにも。二回戦以降は、どんな有利でも、そのまま戦ってる奴やつが、いけるとこまで圧勝するようにしようぜ？」


　一応、させるだけクギをさしておく。


「それはそれで十分盛り上がるって」


「わかったわかった。あんたって慎しん重ちようねぇ……」


　アディはいい、


「でもいいの？　そのルールだと……二回戦、私の独どく壇だん場じようだし。


　下手したら私の四連勝であっという間に終わるよ？」


　さらにニヤリと笑ってそんな意味深なことをいった。


「ん？」


　二回戦、アディの独壇場？


「どういうことだよ……二回戦、何やるか知ってんのか？」


　スズメは二回戦以降はもう、単純な力比べではないっていってたけど……


「正確には知らないわ」


　アディはすまし顔でそういい、


「最低限、戦せん闘とう力は必要だから、ふるいにかける意味で行われる一回戦と違い。四天王選手権は、二回戦以降、どんな種目で戦うかは、試合開始まで発表されないから。どんな状況でも、その状況に対応して相手に圧勝する四天王力が問われているのよ」


　と、アディ。


「？　だったらなんで……？」


　二回戦の種目が自分の独壇場だなんて分かるんだ……？


　と、目で指し摘てきすると。


「私ら、ここ一○○○年出てないとはいえ、四天王選手権何回かは出たことあるから、だいたいの傾けい向こうくらい分かるのよ」


　アディは嘆たん息そくまじりにいい、


「二回戦は、基本的には身体能力を問う種目が多いの。だから行われるのは、〝魔ま短たん距きよ離り走そう〟か〝魔重量挙げ〟か〝魔走り高たか跳とび〟……その辺がお約束的に決まってる。


　そういう身体能力勝負で、私が他の雑ざ魚こ四天王に後おくれとると思う？」


　余よ裕ゆうの笑えみ。


　う──ん。まぁ、確かに、アディだけじゃなく。ユキも、イグナレスも、一回戦のぼくの銃じゆう弾だんへの反応とか見る限り、魔力・身体能力は、やっぱ他の魔族に比べてもズバ抜ぬけて高いみたいだし。


　そういうことなら、ぼくが先せん鋒ぽうとかにならなければ、二回戦以降はほんとに大だい丈じよう夫ぶなのかな……？


　一いつ瞬しゆん、そんな楽観的な未来を思い浮かべるぼく。


　──が。


「くっくっく……〝魔短距離走〟ねぇ。……相変わらず、随ずい分ぶんオメデタイ脳ミソしてんなぁ」


　それは、予期せぬ展開。


　突とつ然ぜん、控ひかえ室のどこかから、ぼくらの会話をあざ笑うような、クスクス笑いを含ふくみながらの一言が聞こえてくる。


「!?」


「だ、誰だれだ!?」


　ざわつく最強四天王。


　するとその瞬間、部屋中の蠟燭が風も吹ふいていないのにボッと、一いつ斉せいに強く燃え上がり、


「邪じや魔まするで。最強四天王のみなさん」


　カツン。


　一体の見慣れぬ女魔族が、ぼくらしか入れない控え室の中に、唐とう突とつに姿を現すのだった。





　　　　※




（だ、誰だコイツ……!?）


　こんな少年漫まん画がじみた展開に慣れていないぼくは、部屋の中で一番驚きよう愕がくしていた。


　つい数秒前まで、確かに、この部屋にはぼく、アディ、ユキ、イグナレス、四人しかいなかった。


　しかし今、目の前には確かに、アディと同じくらいの背せ丈たけに、元気のよさそうなオレンジ短たん髪ぱつ、そして何より目を引く、アディなど比べものにならないスタイルの良い身体からだに、ド派手な虎とら柄がらビキニアーマーを纏まとった……ぼくらと（見た目）同い年くらいの一体の少女が立っていた。


　その少女は、ぼくらを見み渡わたした後、明確にアディに視線を向け、


「久しぶりやな──〝雷かみなり〟のアーディンブルグ」


　ニヤリ、とやけに目立つ犬歯を見せ付けながら、好戦的に笑う。


「とりあえず、一回戦余裕の突とつ破ぱおめでとう。


　一回戦の遊びぶりを観みる限り、どうやら腕は落ちてへんようやな……？


　ま、アンタらぐらいの常連になると、あれくらい出来て当然やけどな」


　フンッ、と満足げに笑いながら、アディに近づく女。


（誰だ……？　会話の流れからして、アディの知り合いか？　そして何な故ぜ関西弁……？）


　こういうストーリーにありがちな、宿命のライバルのようなヤツがアディにいて、挨あい拶さつにきたのだろうか……!?　さすが四天王選手権。


　ごくり。なんか緊きん張ちよう感かんに武む者しや震ぶるいしながら、ぼくもアディと女のやりとりに注目する。


「とはいえ、一○○○年のブランクは大きい。さっきの会話からして、アンタら、全然今の四天王選手権のことわかってへんみたいやし。試合勘かんのにぶったアンタらのその動きで、果たして、今も現役のウチらとマトモに戦えるかな……？」


　そして女は、アディの目と鼻の先まで移動、腰こしに手をやり、挑ちよう発はつ的に詰つめ寄る。


「……………………」


　その挑発に、アディはしばし俯うつむき、表情の見えない姿勢で何故か沈ちん黙もく。


　何だ……？　久しぶりの再会だし、こっちも何か気の利きいたセリフで応戦しようと考え練ってんのか？


　そうとしか思えないアディの仕草に、闖ちん入にゆう女は、


「なんや。久しぶりに会ったウチの魔力のデカさ、迫はく力りよくに、ちびってもうたか？」


　むしろ満足げに、さらにふんぞり返って挑発開始。


　…………が。


　…………そこで悲劇は起こったのだった。


「あ、あのさ……」


　困惑の表情で、ちらりと窺うように顔をあげ、闖入女に聞く……アディ。


「あんた……………………誰？」


　まったくオブラートに包んでいない真実を、その場に披ひ露ろうする、アディ。


　シン──


　沈黙がたちこめる控え室。


「な、なんやて!?」


　悲劇なのは闖入女だった。


　公こう認にんライバル面づらで散々アディを挑発した闖入女は、ほとんど泣きそうな顔で。


「ウチやで？　過去の四天王選手権、四回連続ベスト16の快挙達成。アンタらとも、過去三回、二回戦で激げき突とつ。


　専門家をもってして、〝結局今大会最強四天王を苦しめたのは彼女達だけだった〟と高い評価も得てた……魔界〝西の四天王〟最高戦力にして、チームのリーダー。


　魔界の超ちようエリート『風ふう神じん』のミリアちゃんやで!?


　ウチのこと忘れたっちゅうんか!?」


　必死すぎる声でそう自己紹しよう介かいするが……


「フー人のミリアさん……ゴメン……全然覚えてない。


　あ、そだ、ユキ、イグナレス、あんたらなら、なんか覚えてるんじゃない？」


「え？　う～ん……。他ほかにけっこう覚えてる人はいるんだけど……この人は……」


「……お前本当にオレ達と対戦したのか？　三対一だぞ？　なんらかの幻げん術じゆつに惑まどわされていたんじゃないのか？」


　連中の記き憶おくは毛ほども活性化しなかった。


　う、うわ、悲ひ惨さん……！　ライバル、風神のミリアさんとやらは、どうやら、アディ達にまったく覚えられてなかったらしい。


「こ、このスカタンどもがァァ……！　一○○○年前となんも変わってへん、そのむかつくボケボケ体質……！　こうなったら二回戦でコテンパンにして──全員ウチに泣いて詫わびさせるしかなさそうやな……！」


　怒いかりに打ち震え、半泣きでぼくらに宣言するミリア。


「ん？　二回戦で？」


　その宣言を聞き咎とがめたのは、ぼくだ。


「ということはまさか……」


「そうや……」


　そこでミリアはゆらりと身体を揺ゆらせ立ち直り、


「当たり前やけど……ウチらも楽勝に一回戦突破したんでな。
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　よってトーナメント表の組み合わせどおり……


　二回戦は、ウチら『西の四天王』と、アンタら『最強四天王』……早くも事実上の決勝戦が行われる！」


　ぼくらに指を突つきつけて宣戦布告！　お、おおっ!?


「へぇ……アンタが二回戦の相手……」


　そこでようやく、アディもミリアへの興味がわきあがってきたらしい。


「面おも白しろいじゃん……。けど、どういう事？　その二回戦の対戦相手が……対戦相手の控え室になんの用なのよ」


　挑発的な笑みと共に、尋じん問もんするアディ。


「フン……さっき通りかかったら、あまりにもトンチンカンな会話聞こえてきたんでな。


　試合をよりショーアップする為ため。ちょっと〝助言〟したろうと思ってな……」


　それに呼応するように、挑発的な笑みを浮うかべ、アディと胸を突き合わせ張り合うミリア。


「……〝助言〟？」


「せや。二回戦、どういう種目でもって勝敗を競きそうか……。その詳しよう細さいな情報を、特別、アンタらにもくれてやる」


　そういうとなんとミリアは、ごそごそ胸むな元もとから──わかりやすく『二回戦：㊙まるひ競技種目詳細』と書かれた五、六枚の紙の束を取り出した。お、おおっ!?


「ど、どういうことだよ……二回戦、何をやるかは、試合開始になるまで明かされないんじゃなかったのか!?」


　そりゃ、詳くわしい情報があればあるほど対策とか練れて有利だし、事前情報、もらえるならもらえるだけ欲ほしいが!?


　ノドから手を出しかけながら、詰め寄って聞く、ぼく。


「アホウ……せやから、昨今の四天王選手権をわかってへんとるゆーてるやろ」


　呆あきれたように、ミリア。


「もはや漫まん然ぜんと戦って勝ちぬける四天王選手権はとっくに終わっとる。今の、四天王選手権、勝敗をわけんのは完全に〝情報〟！


　試合開始までわからんルールとはいえ、試合始まる一時間前には、大会委員会の中では種目はきまっとるからな。


　大会関係者に袖そでの下渡わたして、試合前に試合種目把は握あくして、ちょっとでも勝率上げるのは……いまや全チームやっとること。わかるか？　今年から最強四天王に加入した噂うわさの新参者。一回戦でいきなりド派手に活躍した〝知ち〟の山やま田だ」


　ニヤリとぼくに笑いかけながら、ミリア。


　お、おお……ほんとだ。さすが情報が重要というだけあって、ぼくなんかのこともとっくにチェック済み……!?


「ついでにいうとくけど。二回戦の種目は、〝魔ま短たん距きよ離り走そう〟でも〝魔重量挙げ〟でもないで」


　そして、既すでにその㊙資料を見たらしいミリアはそう告げてくる。な、何!?


「今の四天王選手権では、そんなシンプルで純じゆん粋すいな勝負はほとんど行われへん。もっと複雑で、事前準備必ひつ須すの種目がほとんど。


　やから、こうやって、事前に大会関係者と通じて、試合前に競技内容入手せな、もうまともに戦うことすらできひん。つまり、アンタらは、このままいけばウチらに為なすすべなく惨ざん敗ぱいすること必至」


　スッ、と資料をぼくのほうに押し付けながら、ミリア。


「どーせアンタらのことや。ギリギリのギリギリまで四天王選手権のことなんか忘れてて……何の準備もせず、着の身着のまま、友達の家遊びに行くぐらいの感覚でぶらり訪おとずれただけやろ？」


（正解です）


　内心頷うなずくぼく。ファミ○ンとかしかしてません。


「やから、黙だまって受け取れ。せっかく待ちに待ったアンタらの試合。一方的な試合になんか、したないからな」


　そしてミリアは、さらにその㊙資料をぼくに近づけ、


「ウチらのほうが先に情報入手して、まだちょっと有利は有利やけど……今から付つけ焼やき刃ばでも、知識仕入れといたほうが、知識ゼロ、徒と手しゆ空くう拳けんで戦うより万倍マシ。


　今から死ぬ気でここにある内容叩たたき込め。で、せいぜいウチらといい勝負しろ」


　なんか照れたような顔で、そう、宣言するミリア。


　お、おおっ……コイツ……なんかいいやつ!?　二回戦に事前準備が必要なら、確かに、こういう資料は絶対必要だ。


　遠えん慮りよなく頂こう。レポートに手を差し伸のべる、ぼく。


　──が。


「ふざけんじゃないわよ。いらないわ。そんな反則資料」


　悪夢は、そこで起こった。


　ぼくがその資料を手に入れようとした寸前。


　不ふ機き嫌げんな、アディの手がぼくの手を追い抜ぬき、──バチバチッ！　資料摑つかんで、放電攻こう撃げき！　資料は一いつ瞬しゆんでボロッ、黒コゲになって崩くずれ落ちる。


「「あ、ああぁぁ!?」」


　悲鳴をあげたのは、ぼくとミリアだ。


「な……何してんだよ!?　せっかくの贈おくり物を！」


「や、山田の言うとおりや！　何してんねんお前……頭おかしいんか!?　資料、それ一部しかないねんぞ!?」


　ぼくらは瞬時に意気投合してアディを断罪するが、アディはまったく意に介かいさず、


「別にいいわよ。何が資料よ。


　なんだかんだいって……それ、大会側にお金渡して手に入れた不正情報でしょ？


　何で『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』目指す私らが……そんな三下みたいなことしなきゃいけないのよ？」


　そう、吐はき捨て、


「そういう雑ざ魚こみたいなことをしないのが、『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』でしょ？　普ふ通つうの魔族がやってしまいそうな、屈くつしてしまいそうな現実に屈さず、そういうの、あっさり飛び越こえて、そういう背中見せて、部下とか住人の士気をあげる。それが四天王……特に『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』に求められてる仕事でしょうが!?」


　ミリアに迫せまる。


「そ、それはそうやけど……今の時代はみんなやってて……」


　ミリアは目を泳がせながら弁解、


「そ、そうだよ……。それにお前らだってさっき散々買収されたじゃ……」


　と、ぼくは思わずミリアに助け舟ぶねを出すが、


「ばか……さっきの、正規のルールの範はん囲い内の、すればするほどこっちが不利になるお遊びの買収と、この、自分達が有利になっちゃう不正は、四天王的にぜんぜん意味合いが違ちがうでしょ!?」


　アディ、反論。う、うーむ。


　まぁ、いってることはわからんでもないが……。というか、一回戦、やっぱり遊んでたんかい。


「というわけで、よそはよそ。ウチはウチ。


　ウチはあくまで、正規のルールに則のつとって、事前情報なし、準備なし、努力なし。


　本物の戦場……情報も努力も準備も何も許されない、本当の四天王の戦場と同じ条件で、この四天王選手権進ませてもらうわ。正々堂々とね」


　そこでアディは、ミリアのほうへ向き直り、


「わかったらさっさと出直してきな──似え非せ四天王。


　ほんとの四天王ってどういう存在か……二回戦で、あんたに、特別に思い知らせてあげる」


　そう啖たん呵かを切る。


「く、く、……くそっ……！」


　そこで歯は嚙がみするのは、ミリア。


「相変わらずカッコのつけ方だけは超ちよう一いち流りゆうやな……！


　え、ええやろ……今日のトコは大人しく引き下がったる。


　けど……後こう悔かいするで。今の四天王選手権は、ほんまに、昔とは全然違うんや」


　そういうとミリアは、くるりとぼくらに背を向け、


「資料の事前収集だけやない。勝ち進めば進むほど、大会側との不正交じりの連れん携けいが必要


になってくる……！　幾いくらアンタらでも、裏工作ナシで優勝まで辿たどり着くのは絶対無理……！　せいぜい首洗ってまっとけや……！　二回戦で、それ思い知らせたるわ……！」


　そう吐き捨てると……バタンッ。


　ぼくらの控ひかえ室から退室した。


「うーん……」


　その光景を、ぼくは複雑な気分で見送る。


「なぁ……気持ちわかるけど……ホントにこれで良かったのかぁ？　二回戦の情報、受け取らないで」


　アディほど豪ごう快かいには割り切れず、ぼくは半はん端ぱに蒸むし返した。


「良いのよ。勝ちにこだわって、カッコにもこだわる。真の四天王ってのは、そうじゃなくっちゃダメでしょ。少なくとも……私は、先代にそう教わったわよ」


　胸をはって、鼻息も荒あらくアディ。


「先代……」


　って。前アディがいってた、巨きよ人じん計画引き継ついだアディ憧あこがれの前四天王か……。


　じゃ、アディの性格ってそいつの影えい響きようでこんな感じになったのか？


　余計なことを……二回戦の資料なんか、あったほうが絶対楽になったのに……。


「うーん、やっぱりあっちゃんて四天王で一番格好良いね！」


「…………ああ。よくいったアディ。やはり現役四天王たるもの、あれくらいの気き概がいで四天王選手権に臨のぞまんとイカン」


　そんなアディを、ユキとイグナレスはのんきに褒ほめちぎっているが、


（こんな泰たい然ぜんとしててほんとに大だい丈じよう夫ぶなのかな……??）


　ぼくはますます不安になる。


　さっきミリアが残した〝今の四天王選手権は昔とは違う〟発言が妙みように気になった。負け惜おしみ的に口にした一言ととれなくもないけど……妙に真実味があったような気もする。


　とはいえ──


「さ、もうそろそろ二回戦よ。わけのわからん闖ちん入にゆう女のせいで変に時間とられちゃったけど……ちょっと休んで、二回戦に備えましょ」


　あくびまじりにいうアディを筆頭に、面々はもうまったりモードに入ってしまっている。それを切り裂さいて二回戦について大討論するガッツは残念ながらぼくにもない。


（二回戦、何もなけりゃいいけど……）


　こうして、ぼくは二回戦までの待ち時間を、他ほかの三体とは違う、落ち着かない気分で過ごすハメになる。





　　　　※




　というわけで結局、何もできないまま、


『お待たせしました。四天王選手権二回戦、第一試合。


〝最強四天王チーム〟


　ＶＳ


〝西の四天王チーム〟　注目の好カード！


　これより……両チーム選手入場です！』





　ゥワァァァアアアアアアアアア！





　さっきよりさらに野太い、厚みを増した大だい歓かん声せいの中、ぼくらは試合の瞬間を迎むかえ、リングに向かっての花道を歩いていた。


『ご紹しよう介かいしましょう！　一回戦では、三連敗からの逆転勝利！　瞬間的な爆ばく発はつ力は、やはり他の凡ぼん百ぴやくの四天王達とはワケが違います。伝説はやはり伝説のままなのか!?


　東コーナーより、魔ま王おう軍最高戦力四天王……通つう称しよう〝最強〟四天王の登場です！』


　煽あおりまくる実じつ況きようの中、


　ウオオオオオオオオ！


「コロセ！」


「山田！」


「コロセ！」


「イグナレス！」


　質量を持っていると錯さつ覚かくするぐらいのまとまった大歓声を背に、リングに向かう。


「いいわね、この感じ。四天王選手権って感じするわ」


「一回戦より歓声多いね？」


「やはり山田の逆転劇が観客オーデイエンスの心を摑んだんだろう。声せい援えんに応こたえてやれ、山田」


　と、ぼくを少し観客席に押し出すようにしながらイグナレス。


「えぇ……？　うーん……」


　ぼくは左右を見渡し、観客席、一階席、二階席、三階席にひしめく夥おびただしい数の屈くつ強きような魔物達に手を振ふる。


　ぼく、二回戦への漠ばく然ぜんとした不安でそれどころじゃないんだけどな……。


　と、思っていると。


「……山田。少しいいか？」


　ぼくを列から押し出したイグナレスが、前を向いたまま、ぼくにギリギリ届く声で、いきなりそんな風に声をかけてきた。


　怪け訝げんにイグナレスに顔を向けると……


「アディなんだが……。この二回戦。少し気をつけて見ていたほうがいいかもしれんぞ」


　イグナレスはそこで、前を行くアディの背を見ながら、意外な一言をつけ加えてくる。


「？　アディを気にする？」


「ああ……。アイツは、あれで案外気にしぃだからな……。


　あれだけ啖呵を切って、万が一それが裏目に出て、チームに迷めい惑わくをかけるような展開が続いた場合……一気に動どう揺ようして、縮こまってしまう恐おそれがある」


　淡たん々たんと、鋭するどい観察眼と共にいう、イグナレス。


「お前…………」


　コイツ──意外と人のこと見てんな……？


　まぁ、確かに。アディは、あれで案外、取り乱しやすいし、しかも動揺したりすると思いっきり顔に出るタイプだが。


「いや、でも、だったら……ハナから、あそこまで豪快に啖呵切るなよ……」


　豪快ぶって、失敗した時後悔するくらいのメンタルなら、別にちょっと資料借りるくらいよかったんじゃ……。


「まぁ、その辺は、仕方ない。アイツは〝知〟のヴェルムドアに憧れて四天王になったような奴やつだからな」


　肩かたをすくめて、イグナレス。


「〝知〟のヴェルムドア……？　例の、先代？」


「ああ。お前の前任……魔界の良心といわれた先代四天王のリーダーだ。アディは、奴の一挙手一投足を真ま似ねようとして……今に至ってる」


「へぇ……」


　そうだったのか……？


　そこまで突つっ込んだ話は初めて聞いた。


「が……幾ら真似ても、元の性格が違うからな」


　イグナレスはキッパリいった。


「ヴェルムドアなら、自分の作戦がすべったくらいで萎い縮しゆくしたりはしないだろうが……アディはなりかねん。なんだかんだいっても、実は四天王で、一番常識的な性格といっても過言ではないしな」


　いや、一番常識的な性格もってんの間違いなくぼくなんだが…………!?


「ま、というわけで、アディを少し気にしてくれ。四対四の少数精せい鋭えいによる戦いなんだ。お遊びで勝てた腕力勝負の一回戦とはワケが違う。一体縮こまって戦せん闘とう不能になっただけでも被ひ害がいは甚じん大だいだしな」


「……わ、わかった」


　そういわれると、頷うなずくしかない。イグナレスは、案外、この二回戦を楽観視していないのか？


「……それと……もう少しアディの方針を信じてやれ」


「ん？　方針？」


「ああ。空から振ぶりが心配ではあるが……それ以外の面では、オレは全面的にアディの方針に賛成だ。不正をする相手に徒と手しゆ空くう拳けんで挑いどむというのは……意外に大きなメリットもあるからな」


　イグナレスはいう。


「ふーん……？」


　ぼくはこの時、この話にはいまひとつ半信半疑だったが……


　後にこのイグナレスの発言が、いかに的を射た発言だったか、思い知ることになる。





　　　　※




　そうこういってる間に、ぼくらは、自分達のセコンドに到とう着ちやくした。


　続いて──


『さぁ、そんな最強四天王と戦うのはこのチーム！


　四天王選手権一三大会連続出場は、歴代七位の好記録！


　前々々回はベスト16、前々回はベスト８、前回はベスト４とここにきて順位も順調にステップアップしています。今年はどうだ？　その牙きばは、伝説の四天王にも届きうるのか!?


　魔界西部のトップエリート四人衆……〝西〟の四天王、ここに入場だぁぁぁ!!』


　ぼくらの対角の選手入り口からドシュッ！　とスモークが吹ふき上がり、


　ウオオオオオオオオオオ！


　その中を、ぼくらに匹ひつ敵てきするくらいの大歓声を受けながら、さっき控ひかえ室に来たミリアを筆頭に、三体の人型魔族（しかも全員女子）が入場してくる。


　先頭を歩くミリアは、途と中ちゆうでぼくらに気づくと、敵意満々の視線と共に、〝コ・ロ・ス〟とわかりやすく口を動かし、こっちを挑ちよう発はつしてきた。


　さっきの控え室での扱あつかい、よほど腹をたててるんだろうなぁ……。


　そんな中、実況者リンがやかましく実況開始。


『さぁ始まります、早くも大会屈くつ指しの好カード、西対最強の四天王対決。


　解説のトンさん。注目はどの辺りでしょうか？』


『そうですね。過去にも対戦経験のある実力派チーム同士の戦い。西四天王には経験が、最強四天王にはブランクを補って余りある潜在能力ポテンシヤルが備わっていますが……』


　トンはそこで一いつ瞬しゆん考え──


『……個人的には、やや最強四天王が有利かと思います。未知数だった最後の一ピース山田が、他の四天王に勝まさるとも劣おとらない魔力を保有してることが一回戦でハッキリしましたからね。相当スキがないですよ、このチーム編成は』


　そんな解説を披ひ露ろう。


　その実況に、また会場がワァァ……ッと沸わき、


「ほうらみなさい。だーから大だい丈じよう夫ぶだっていってんのよ」


　それがまたアディを鬼おにの首でもとったようにドヤ顔にする。


「この四体揃そろって負けるハズがないのよ。


　二回戦は　四連勝で、こっちが楽勝突とつ破ぱ。何の波乱もなく、それで終わりよ？」


　向こうコーナーを睥へい睨げいしながら、フフンと鼻で余よ裕ゆうの笑いを漏もらすアディ。


　まぁ、ほんとにそうならいいんだけどな…………。


『なるほどトンさんありがとうございました。さて、それでは二回戦の競技種目の発表に移りましょう!!』


　などといっている間に、とうとう、運命の一瞬がやってきた。


　試合場の北側にあった……グロテスクな装そう飾しよくのほどこされた、巨きよ大だい魔ま導どうパネルが、突とつ如じよブンッ、と起動、そこに文字が浮うかび上がり始める。


『ご存じかと思いますが、四天王選手権は、二回戦以降、競技内容は試合開始まで選手に知らされない過か酷こくなルール設定。


　実況席の私達二体ですら、今のところ競技内容を存じません。


　さぁ二回戦の競技内容はなんなのか!?』


　興奮度をあげる実況者リン、つられるように会場のボルテージもＭＡＸになる。


　そんな中、パネルに映し出された文字が、いよいよもってぼくの目にも飛び込んできた。


　恐らくは、本来ぼくには読めない魔族文字で書かれているんだろうが……スズメの力の効力で、ぼくにはそれが日本語として読める。


　そしてそこに書かれていた日本語は、


　こ……、と、


　す……、と、


　ぷ……、と、


　れ。だった。


「こ……す……ぷ……れ……？」


　見上げながら……一瞬、その言葉の意味が理解できない、ぼく、アディ、ユキ、イグナレス。


　しかし、


「こすぷれ……」


　何気なく、ユキが文字を続けて読み上げた瞬間。


　コすぷれ……


　コスぷれ……


　コスプれ……


「コスプレ？」


　四文字が頭の中でひとつの意味を成す単語となり。


「「「「コスプレェ!?」」」」


　ぼくらはアホみたいに揃ってすっとんきょうな声をあげた。


『出たぁぁぁぁぁぁ！』


　その瞬間、実じつ況きようのリン、絶ぜつ叫きよう！


『出ました！　ここ数回、数百年、四天王選手権の名物といっても過か言ごんではないこの企き画かく！　今年は二回戦で来ました！


　四天王による、ドキドキ生なま着き替がえコスプレ合戦！


　空前絶後の変身戦争、ここに勃ぼつ発ぱつだぁぁぁぁぁ!?』


　なんか危ない薬でもヤッてるんじゃないかと思える実況を繰くり出すリン。


　オイオイ……何が空前絶後の変身戦争だっ!?


『ちょ、ちょ、ちょ、ちょぉぉっと待ったぁぁ！』


　そんな中、拡声された、喧けん騒そうの中でもよく通る大声でストップをかけたのは、いつの間にかリングにあがり、審しん判ぱんから強ごう奪だつしたマイクを手に吼ほえ始める、我がチームの（自じ称しよう）リーダー、二回戦を散々楽観視してた楽観女……〝雷かみなり〟のアーディンブルグ！


『ド……ドキドキ生着替えコスプレ合戦!?　崇すう高こうなる四天王選手権で、なんでんな低てい俗ぞくで下品な合戦しなきゃいけないのよ!?　四天王選手権の二回戦は、身体能力フイジカル勝負だって昔から相場が決まってるでしょ!?』


　別に実況席にクレームつけても仕方ないと思うのだが……しかし他ほかにぶつける相手も思い当たらないのだろう、殺気だった声でアディ。


『くっく……いわんこっちゃない。だからいうたやろ？　昔とは違ちがうって』


　一方、対角コーナーからは、こちらはどっからどうやって調達したのか、マイマイクを持ちながらミリアが笑え顔がおでリングに乱入！


『なんですって!?』


『なんやねん!?　ウチを無視したんはそっちが先やろ!?』


『静せい粛しゆくに……！　ご静粛にお願いします！』


　そんな中、さすがプロの声量、実況者リンが二人のイチャモンつけ合戦に声で割り込み、事態の収しゆう拾しゆうに動き出す。


『まず、ルールをご説明しましょう。それを聞けばアーディンブルグ選手にもある程度ご納なつ得とくいただけるはずです。コスプレ合戦、これも立派な身体能力フイジカル勝負だと』


『はあ!?』


『まずはリングの上をご覧下さい！』


　試合を進行させるリン。


　いわれたのでぼくも反射的に視線をリング上に向ける、するとそこには──


（おおっ？）


　ぼくはリングを思わず二度見した。


　騒そう動どうで気づかなかったが……リング上にはいつの間にか、


　・金色のゴブリン。


　・金色のスライム。


　・金色のゴーレム。


　・金色の二足歩行の蛙かえる。


　・金色の蠅はえ。


　……など、さっきまで気配すらなかった、五体の、不気味な金の魔物……が鎮ちん座ざましましていた。な……何者だぁ……コイツら!?


『ご紹しよう介かいしましょう！　この五体の紳しん士しの方々は、


　四天王選手権のメインスポンサーにして、魔界きっての生着替え鑑かん賞しよう通。


　通称〝ゴールド５〟の方々でございます』


　オオオオオオオオオ！


　巻き起こる大だい歓かん声せい！　ご、ゴールド５だぁ……？


　見ると、大歓声に煽あおられ、スライムはプルプル揺ゆれ、蛙はゲッゲッと喉のどを鳴らし、蠅は五う月る蠅さくブンブカ[image: ]の字を書きながら飛び回っている。こ、こんな下等すぎる奴やつらが四天王選手権メインスポンサー……!?


『ここからのルールは簡単です。


　これよりみなさんには、両チーム、各一体ずつ、この後リング上に特設する、衣い装しよう部屋兼けん生着替えブースに入って頂きます。


　そしてその中で、それぞれ、好きな衣装を選び、着替え、リングに登場。そしてその衣装を使って、この五体の方々に、自分の魅み力りよくをアピールしてください』


　リング上のゴールド５を指差しながら、実況。み、魅力をアピール!?


『問われるのは、四天王にふさわしい〝色気〟があるかどうか。


　その〝色気〟を、スポンサーの方々が、どれほど心奪うばわれたか……数値化し、点数にして発表します』


　そういうと、スポンサーのうちの一体、蠅が、例を示すように、どこからともなくごそごそと『五○点』『八○点』などと書かれた看板のようなものをサッと取り出し、会場中の魔物（＆ぼく）に見せてくれる。空気読めるなー、あの蠅……。


『各スポンサーの持ち点は最低〇点、ＭＡＸ八○点。


　但ただし、スポンサーの要望で、女子選手にはプラス一○○点のボーナスが自動的に与あたえられます』


　さらりと、とんでもないルールをあかす、実況リン。は、はぁ!?


　それってつまり、男子はＭＡＸ四○○点で、女子はＭＡＸ五○○点ってこと!?


　どんだけ女好きなんだよ審しん査さ員ども!?


『あとはもうお分かりですね？　各チームその点数を加算していき……四体全員、つまり、両チームで八体全員のアピールが終しゆう了りようした時点で、多く点数を獲かく得とくしているチームがこの勝負の勝者！　三回戦に進むことができるのです！』


　と、リンは説明。た、確かに分かりやすいルールではあるが……


『己おのれの魅力……そこには身体的魅力……つまり身体能力フイジカルも大きく関かかわってくる！　それがこのコスプレ合戦が二回戦に採用される理由。ご理解いただけたでしょうか、アーディンブルグ選手？』


『ご、ご、ご理解できるかぁ！』


　当然、アディは納得していなかった。


　アディは、実況席を睨にらみながら、


『なんだかんだ理由つけてるけど……要はこんなの！　ただのスポンサー接待じゃない!?』


　たぶん、誰だれもが心の中で思っているであろう真実を口に出して告発する。お、おいおい……。


『しかも、五体の〝紳士〟って……アイツら、ただの五体のエロオヤジじゃない!?　うちは、女二：男二。向こうは女四。


　男女比の段階で……試合開始前から不利なんだけど、ウチ!?』


　さらにクレームをつけるアディ。


『フフン。だからウチが散さん々ざん、四天王選手権は変わったって忠告を……』


　そんなアディに、またしてもミリアがマイク片手につっかかっていこうとするが……


『静粛に、静粛に！　説明は……以上です』


　ほんとにさすがプロ、試合時間全体のスケジュールを考えて巻きにきたのか、実況リンが、アディとの討論を強引に押し切り始めた。


『各チーム、三分以内に審判にオーダー表を提出してください。納得できない選手は、棄き権けんしていただいて構いません。しかし四天王の戦場にはあらゆる不公平・不平等・不条理が渦うず巻まいている──その理念をお忘れなく！』


　怒ど号ごうのような歓声・非難・悲鳴・奇き声せいが渦巻く中、実況者リンによる実況は終了し、そして大会スタッフの手で、オーダー表がぼくらに押し付けられてきた。


（くそ……予想通り……ロクでもない展開になってきやがった!!）


　二回戦は四連勝でこっちが楽勝突とつ破ぱ。


　もう絶対そんな展開望めないだろう!?　どうするんだよこの状じよう況きよう!?


　四連勝どころか、チーム構成上、試合開始前に既すでに二敗が確定しているような超ちよう劣れつ勢せいの中。


　ぼくらの苦難の四天王選手権二回戦が幕を開ける！





　　　　※




「く、くそ……なんなのよ、これ!?」


　マイクを地面に叩たたき付け──地下三○メートルくらいの地点までメリ込ませながら──


　混乱するセコンドスペースで、最初にいったのはアディだ。


「いつから四天王選手権は、こんな低俗な大会に成り下がっちゃったのよ!?」


　予想以上に、見当違いの種目が来たからだろう。


　苛いら立だちと焦あせりが混じった紅潮気味の表情でアディ。


「こうなったら……絶対勝つわよ！　ちょっと予想外でちょっと不利になる種目が来ただけで、まだ負けたワケでもなんでもない。あんな資料に頼たよらなくても勝てるって……向こうに証明してやりましょう！」


　アディは自分を含ふくめた全員を鼓こ舞ぶするようにいい、


「当然だ」


「そうだよね。これくらいの敵。これくらいの苦難。魔ま王おう軍最高戦力たるもの、ノーデータでカッコよく撃げき破はできなくっちゃね」


　イグナレスとユキは即そく座ざに納得したように頷うなずいているが、


「うーん……」


　ぼくだけは、さすがにすぐに賛同できず、思わず渋しぶい声を漏もらした。


　いや、今、アディを責めるのは戦術上よくないだろうが。


　まだ負けたわけではないとはいえ、現状、試合開始早々、いきなりこうやって動どう揺ようしてバタバタしているのは、アディが資料の受け取りを拒きよ否ひして燃やしたからだ。


　今回は仕方ないとはいえ。


　本気で勝ちたいなら、手段を選ばず、カッコなんかつけず、他ほかのチームと同じく情報収集して、地道に勝ちを拾いにいくべきだったんじゃないか？


　ぼくの場合、この大会に、人魔和平の成否もかかってるので、なおさら、そこに引っかかってしまうが…………？


「山田!?　返事は!?」


　そんなぼくの感情が表情に見え隠かくれしてしまっていたのだろう。


「アンタ……勝ちたくないの!?」


　アディが、殺気だった大声で、ぼくに迫せまってくる。


「…………いや…………」


　ぼくはそこで一いつ瞬しゆん、どう答えるか口ごもったが……


（ま、というわけで、アディを少し気にしてくれ。お遊びで勝てた腕力勝負の一回戦とはワケが違う。一体縮こまって戦せん闘とう不能になっただけでも被ひ害がいは甚じん大だいだしな）


　そこでかろうじて、試合前のイグナレスの忠告を思い出し……


「……そうだな。勝とう」


　なんとか今回は自分の意見を押し殺し、アディに頷くことにした。


　まぁ確かに……今、ここで終わったことを蒸むし返しても仕方がない。まだ大だい丈じよう夫ぶだけど、アディちょっと余よ裕ゆうなくなり始めてる感じだし。


　ここは叱しつ咤たより後押しで、二回戦、なんとか抜ぬけよう。


　反省会なら、二回戦勝った後でもできるしな。


「……悪い。ぼくだって勝ちたい。勝とう」


　改めて、宣言するぼく。


　それにアディは頷き、


「よし。とるわよ、この二回戦！」


「了りよう解かい！」


　ここでようやく、四体全員の戦闘態勢が整う。


　が。


『さぁオーダー提出まで残り三○秒です！　最強四天王は、残り三○秒以内に提出しないと棄権とみなされますよ!?』


　そんなことやってる間に、与えられていた三分はいつの間にか残り三○秒に減っていたいた。


「ウソ!?」


「ま、まじか……どうする!?」


　ぼくらは慌あわてて、ぼくが受け取っていたオーダー表──先せん鋒ぽう・次鋒・副将・大将という文字がある──に、全員で目を落とす。


「山田……アンタ決めてよ」


　すると、アディが、予想外のことをいってきた。はあ!?


「な、なんでぼくが……!?」


「だってあんた、〝知〟の山田でしょ？」


　当然のようにいう、アディ。ユキのほうを見ると……ユキも、まったくその提案に異論なし、という平然とした顔をしている。え、えぇぇ……？


「う──ん……」


　まぁそれくらいなら別にいいけど……！


　ぼくはしばし頭を高速回転させて──


「……じゃあ、先鋒は、まずユキにしよう」


　そう、決定。


「？　わたし？」


「ああ。あのゴールド５？　相当なエロオヤジ達っぽいし……と、すると、こっちはまともに戦える戦力、お前とアディしかいないからな」


　ぼくは断言。


「最初からいきなり男子出したんじゃ、機き嫌げん損そこねて、それ以降もなんかあのオッサンどもの心証悪くなる可能性がある。絶対男子より女子の色気楽しみにしてるハズだからな……。


　ユキならスタイルもいいし……！　だからまず、ユキ、お前がいって、流れを摑つかんでくれ」


　信じる気持ちを視線にのせて、ぼく。


「わ、わかった、やっくん。任せて」


　ユキは決意を秘めた瞳でそう頷いてくれる。


「で、次……次鋒と副将は、ぼくとイグナレスで務めたほうがいいだろう」


　ぼくはそこで提言。


「そこでアディ使ってしまうと、アイツら的にお楽しみもうなくなるし……ぼくとイグナレスが先に出て、せいぜいアディへの期待を高めよう」


　なんで遥はる々ばる魔界くんだりまで来て、〝焦じらし役〟などというよくわからん役をやらねばならんのか哀かなしくなってくるが、ぼくはイグナレスにいう。


　……すると。


「…………いいだろう」


　イグナレスは、一瞬の間の後、そう答え、


「ただ、その代わり。副将はオレに行かせてくれないか？　山田」


　イグナレスは意外なことを提案してきた。ん？


「ぼくは全然いいけど……なんで？　そっちのほうが責任増す気もするぞ？」


「構わん。念の為ためだ。あんな力、使わんにこしたことはないしな……」


　目を伏ふせ、淡たん々たんというイグナレス。


　念の為？　あんな力……？


　よくわからんが──


　……まぁよくわからんのはいつものことか。


「わかった。じゃ、そこはぼく→イグナレスの順で行こう」


　誰だれも気にせず話を進める。いちいち事細かに突つっ込んでる場合でもないしな。


「てことは……やっぱり、大将は私が務めるしかないってワケね……！」


　そして、ぱしっ。拳こぶしを自分の掌てのひらに収めながら、腹を括くくったようにアディが吐はき捨てた。


「そうだな。ぼくとイグナレスで点数下がるだろうから、最後アディで、逆転してくれ」


　余裕のないアディにトリを預けるのはイチかバチかだが、それまでには落ち着いてくれるとここは信じよう。


「ＯＫ……それじゃみんな、なんとか私までつないで。勝つ為なら……審しん査さ員を魅み了りようする為なら、全ぜん裸らで会場走り回るぐらいやってみせるわっ！」


　男前の表情で、覚かく悟ごを決めたようにいう、アディ。


「いや…………」


　それには、ぼくとイグナレスは突っ込んだ。


　全裸で会場走り回られても、あんま萌もえないっていうか…………テンパってるとか以前に、相変わらず男心のイマイチよくわからんヤツめ。


　というわけで、ひとまずオーダーは決定。


　先鋒・雪のヴォルフォレカ


　次鋒・知の山田


　副将・焰ほのおのイグナレス


　大将・雷かみなりのアーディンブルグ


　……という具合になった。


『さぁ残り一○秒です！　決まったならば、急いでください！』


「山田！」


「おしっ……！」


　ぼくは書き込んだオーダー表を、リング上の審判に手て渡わたす。


　審判はそれを見て、


「……オーダー順はこれで問題ありませんね？」


　厳格な声でそう聞いてくる。


「は、はい、問題ありません！」


　勢い良く答えるぼく。


「分かりました。ではこれはこちらで受理させていただきます」


　そういうと審判、オーダー表回収。


　なんとか間に合ったか……！


「フフン……逃にげずに戦う気か。その勇気だけは、褒ほめたるわ」


　すると向こうのコーナーから、とっくにオーダー表を渡し終えていたらしいミリアが、こちらに挑ちよう発はつ的な笑えみを向けてきていた。


　ったく、呆あきれるくらい、ライバルキャラとしての職務に忠実なやっちゃ……！


『さぁ、両チームオーダー表が審判に渡った！


　それではお待たせしました！


　四天王選手権、二回戦……コスプレ対決の開始です！


　両チーム、先鋒選手をリング上にあげてください！』


「よし……ユキ、頼たのむぞ！」


「かましてこい！」


「アンタならやれるっ！」


「任せてっ……！」


　そこでユキがバァッ、といつものコートを颯さつ爽そうと翻ひるがえし、リングに跳ちよう躍やく。


　対して──


「いけっ、フィオレンティーナ！　アンタに決めた！」


「フィオ、作戦通りやりなよ!?　必ずいけるから！」


「う、う、うん……わかったデス……」


　向こうチームがリングに送り込んだのは……


　身長一三○センチくらいだろうか？　背中に黒い羽を生やした……見た目、小学一、二年生くらいの、強きよう豪ごうチームの先発メンバーにはとても見えない、気弱そうな黒くろ髪かみの少女。


「おいおい……？」


　ぼく・アディ・イグナレスはクビを傾かしげた。


「アイツら……大事な初戦をあんな頼たよりないのに任せる気か……!?」


　視線の先、リング上では、まさにオトナとコドモの体格差を持つユキとフィオレンティーナとやらが向き合っていた。


　身長差もさることながら、こっちは四天王ＮＯ．１のスタイルを持つユキ。スタイルの差が凄すさまじすぎた。ユキがいかに恵めぐまれたプロポーションを誇ほこっているか再確かく認にんしてしまうほどだ。


「二回戦はいかに審査員を誘ゆう惑わくできるかが鍵かぎなんだよな……!?」


「いきなりチャンスが来たわね。こりゃ先鋒戦、大差で勝利してポイント稼かせぐチャンスよ」


「いけ！　ユキ！」


　ユキの活かつ躍やくに期待を高めるぼく達。


『両者出で揃そろいました。それでは各自持ち時間は三○秒！


　二回戦……開始してください！』


「ファイッ！」


　一回戦と同じく、両手を交差し戦せん闘とう開始を告げる審判。


　しかし次の瞬しゆん間かん……


　ぼく・アディ・イグナレス、最強四天王側セコンドは、信じ難い光景を目まの当たりにする──！





　　　　※




　実じつ況きようのいう通り、いつの間にか設営された、人一人入るのがやっとの、紅白の幕をつかって作られた布製の筒つつ型テント……リング上の、〝衣い装しよう部屋兼けん生なま着き替がえブース〟。


　ユキとフィオレンティーナはそこに入り、モゾモゾコスチューム・チェンジ開始。


　そして三○秒後、そこからリングにあがった二人のファッションは──


　ユキが、黒のマントに、黒のガーターベルト、ビキニアーマー。手に鞭むちを持ち、頭には警けい帽ぼうのような帽子を被かぶった……かなり大人の色気溢あふれる、監かん獄ごく系セクシーファッション。


　対するフィオレンティーナの格好は──


　黒のマントに、子供用の黒いドレス。手には鞭、頭には警帽……。


　ユキのをパクッたのかと思うくらい、似通った方向性のファッション。


『お……おおっとこれは、どういうことだぁ!?』


　どよっ。実況含ふくめて、会場中がざわめいた。


『両者ほとんど同じような服装で会場に登場！


　結果──ファッションではなく、モデル本来が持つプロポーションの違ちがいが如によ実じつに浮うき彫ぼりになっています！』


　実況のいうとおり……


　黒い監獄系ファッションをプロモデルのように簡単に着こなし、豊満な胸と、くびれたウェスト、セクシーなヒップなどを、全すべて平常時以上に美しく強調、妖よう艶えんではあるが下品ではない、完かん璧ぺきな悪あく魔まファッションを演出する我らが雪のヴォルフォレカ。


　対して、まるで幼よう稚ち園えんのお遊ゆう戯ぎ会の悪魔役、もしくは虫歯菌きんの擬ぎ人じん化？　いやむしろ、監獄でのユキの部下？


　といった具合に、ある種マスコットキャラ的な可愛かわいさはあるが、色気はもちろん、帽子は斜ななめにずり落ちてるし、いまひとつ着こなせていない監獄系ファッションを身に纏まとった敵チーム、のフィオレンティーナ。


「フ・フ・フ……残念だったね、フィオちゃん？」


　そんな中──ユキがニッコリ笑い、


「二つのテントの中にあるファッションは、同じだよね？　テント中で、フィオちゃんが着れそうで、相手を誘惑するのに適したファッションは、それくらいしか見あたらなかった。


　だからあえて、わたしも方向性カブせてみたの。


　スタイルにはそんなに自信ないけど……それでも、まだまだ成長過程のフィオちゃんには勝てるかな？　と思って」


　ニコッと天てん真しん爛らん漫まんに笑い、ユキ。


『お……おおっとこれは、頭脳的戦略ゥゥゥ！


　魔王軍最高戦力四天王、雪のヴォルフォレカ！　相手の衣装を予測、同じファッションを着ることにより、両者のプロポーションの違いを浮き彫りにしたァァァ!?』


『見事な先制攻こう撃げきです。スタイルに自信がないといってますが、スタイルに自信がないと思いつかない戦略。彼女、この戦いで、向こうの女としてのプライドをバッキバキに粉ふん砕さいする気満々ですね……』


　やや呆れるような解説者トン。


　その実況を聞いてだろう、


「キィィィィ！　なんか悔くやしいデス！」


　対戦相手フォレンティーナは、鬼おにのような形ぎよう相そうで地じ団だん駄だを踏ふんでいる。


（マジか……!!）


　そんなユキの見事すぎる先制攻撃に、ぼくら最強四天王側のセコンドも、一気に盛り上がった。


　パクッたのは、フィオレンティーナじゃなく……ユキだったのか!?


「ナ、ナイスだぞ、ユキ！」


「う、うん。な、なんか胸が大きくない女として素す直なおに喜べない気もするけど……でもいいわ、ユキ！」


「先せん鋒ぽう戦は……歴史的大差で勝利だ！」


　ぼくらの声せい援えんに、


「えへへ、うん、任せて、みんな！」


　ユキが自信満々のブイサインを向けてくる。


『さぁこれは、両者どれくらいの点数を獲かく得とくするのか本当に見物です！


　それでは審しん査さ員による採点に移りたいと思うんですが……


　ヴォルフォレカ選手、フィオレンティーナ選手、なにか一言ありますでしょうか？』


「特にないですけど……お手て柔やわらかにお願いします☆　フィオちゃんの生しよう涯がいはまだ幕を開けたばかりだと思うので」


「既すでに慰なぐさめの言葉デスか!?」


　相変わらず笑顔＆地団駄の、ユキ＆フィオ。


『ありがとうございました。さぁそれではいよいよ先鋒戦、得点発表に移りましょう。


　審査員のみなさまに、両チームのモデルへの得点を八○点満点で採点頂きましたので、その評価が既に転送され、これより先ほど競技種目が発表された、前方のパネルで表示されます』


　実況者リンに促うながされ、会場の魔族＆ぼく、すべての視線がパネルに集中した。


『ヴォルフォレカ選手とフィオレンティーナ選手は女性ですので、最初から一○○点が加算されますので各自の合計最高点は五○○点です。


　さぁ一回戦、雪のヴォルフォレカＶＳフィオレンティーナ。


　各おの々おのの魅み力りよくにつけられた点数は……こうだ！』


　熱の入ったリンの声と共に、ドンッ！　騒そう々ぞうしい効果音まじりに、四天王選手権第二回戦先鋒戦の点数が発表される！


「よし、結果は……！」


　期待と共に、その点数を読み取るぼく。


　が。


　結果は……









　四天王選手権二回戦第一試合先鋒戦


　ファッション対決採点結果発表。


　雪のヴォルフォレカ……………………四○○点。


　フィオレンティーナ……………………四四○点。





　現得点差……………四○点。









『お、お、おぉっとこれはァァァァァ!?』


　ざわわっ！


　まさかの結果に、会場内が大きくどよめいた。


『先鋒戦、予想外の幕切れ！　採点前の予想に反し……結果、フィオレンティーナ選手の勝利だぁぁぁぁ！』


「お、おいおい……!?」


　その結果発表に……当然ぼくらはいきり立った。


「ど、どういうことよ!?　どっちがより女として魅力を持ってるか……んなもん、どうみたってユキの圧勝でしょ!?」


　リング上、青ざめた顔で呆ぼう然ぜんとするユキをさしながら、乱入しかねない勢いで抗こう議ぎするアディ。


　しかしそれに対し、審査員連中は、本気で不思議そうな表情で顔を見合わせ、


『え？　そ、そうですか？』


『私はどちらかというとフィオ嬢じようのほうが好みなので多めに点数を入れたのですが……おたくはどうです？』


『ウチも同じです。どうも余りに大きすぎる胸というのは個人的にピンとこなくて……』


『ウチもです。やはり女性は、フィオ嬢くらいの年ねん齢れいが一番輝かがやきますからね！』


　などと、マイクを片手に感想をいいあっている。それを聞いてぼくら……


　いや。会場中が、一瞬後ずさった。


（まさかコイツら……）


（……ロリコン!?）


　下等生物の分際で!?


　ざわっ──一瞬ざわめき、シン──静まり返る四天王選手権会場。


「くっく……」


　するとそんな静かな会場内、ぼくらのセコンドの対角で、一人笑ってる女がいた。


　……またしてもしゃしゃり出てきやがった。


　そこにいたのは、セコンドで腕うでを組みながら、ぼくらに向かって勝ちほこったような笑えみを浮かべている、西の四天王所属、向こうの大将、風神のミリア。


「……今いま頃ごろ気づいたんか。だからウチの好意うけときゃよかったのにな」


　ミリアはせせら笑うようにいうと、


「昨今の四天王選手権では、スポンサーの趣しゆ味み嗜し好こうを押さえとくのは基本中の基本。イロハのイ！


　フィオレンティーナ！　もうええで！　元の体型に戻り！」


　いきなりそう叫さけぶ。


　すると。


「わかったデス……」


　グゴゴゴゴ……！　突とつ然ぜん、リング上のフィオレンティーナの体格が変化！


　次の瞬しゆん間かん、そこにいたのは……


「フゥ。幼児帰き還かんの術はあいっかわらず肩かたが凝こるわ」


　煩うるさそうに長い黒くろ髪かみをかきあげる、今度はユキがまるで子供っぽく見えるような、ぞくっとするぐらいの色気を胸のあたりにかもし出す、まさにこの監獄風衣い装しようを着る為ために生まれてきた……といわんばかりの大人の女性。


『お、おぉっと！　フィオレンティーナ選手、変態！　これが彼女の真の姿だったのかぁ!?』


　オオォォォォオ！　その色っぽい変態に、会場内がさっきまでとはまた違う盛り上がりを見せる。


『そういえば一回戦で見た時、フィオレンティーナ選手こんな姿でしたよね。うっかり失念していましたよ、ハハハ』


　さらりと自分のうっかりを告白したのは解説者トン。オイィィ！　そういう重大情報こそ解説してくれよ解説者！


「そ、そんなぁ……」


　そしてユキは、その自分より見事に悪あく魔ま風ファッションを着こなす相手に、愕がく然ぜんとした表情でペタンとその場に座り込み、


「策にハマってたのは……わたし……？」


　そんなユキに、フィオレンティーナは立ち去り際ぎわ、ポンと肩に手をやり、


「フフ……スタイルにはそんなに自信なかったけど……それでも、まだまだ成長過程のユキちゃん？　あなたには勝てると思ったわ」


　妖よう艶えんな笑みで言い切り、


「でも気にしないでね……？　ユキちゃんの生涯はまだ幕を開けたばっかりだもの。フフ、がんばって？」


　完全に勝ち誇ほこった笑みと共に去っていく。


「ッキィィ……！」


　ダン！　そんな大人の笑みに、珍めずらしく地団駄を踏むユキ。


　シン……


　そのやりとりに、ぼくら最強四天王側セコンドは、思わず言葉を失っていた。


「わざわざ対戦前に幼児化して……審査員の趣味嗜好に合わせにいった……！」


（これが……情報力の差！　昔と違ちがう、今の四天王選手権を勝ち抜ぬく為のチカラ！）


　思わず、それを教えてくれた、セコンドコーナー対角ミリアのほうを見る、ぼく。


　ミリアは、最初、なんだか思ったより嬉うれしそうでもない……むしろ少し寂さびしそうな表情すら浮うかべていたが、


「あ……」


　ぼくの視線に気づくと、


「くっく……気づいたようやな。ウチらとアンタらとの準備力の差ぁに！　ったくアホな連中やで。大人しくウチの忠告に従っていればええもんを！」


　慌あわてたようにもとのライバルキャラの表情に戻り、ぼくらを挑ちよう発はつしてくる。


　なんなんだアイツは……？　いまひとつ何考えてんのかよく分からん。


　しかし……今ぼくらには、ミリアのいっていることに、何の反論もできない。


　ヤツのいう通り、ぼくらは事前情報がないせいで、ウチの唯ゆい一いつの希望の星、ユキをほとんど無む駄だ死じにに近い形で浪ろう費ひしてしまったのだ。


　しかも残るは、ぼく、イグナレス、アディ。しかしそのうちぼくとイグナレスはほぼ戦力外。
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　にも拘かかわらず、四○点もビハインドつけられてるし……！


（これひょっとして……もう詰つんでるんじゃないのか……!?）


「ゴメン……負けちゃった……」


　トボトボ落ち込んでリングを降りてきたユキ含ふくめ、最強四天王チームに、重い空気が流れ始める。


「まっ……まだよ！」


　が、そんな空気を察したのか、それを吹ふき飛ばすように、アディが気き丈じようにいった！


「まだ三体残ってる！　それに、趣味嗜好の変わった審査員ってことは……


　山田、イグナレス、あんたらにもまだ可能性あるんじゃない!?」


　と、鼓こ舞ぶするようにアディ。


「そ、そうかぁ……？」


　強引な理り屈くつだが…………


　……まぁ確かに、そもそも、これはもともと色気を競きそう戦い。男にだって、女とは違う意味で色気を出せるし。審査員だって、女にばっかり甘い点とかつけるとは限らないんだから、ぼく達にもチャンスあるか……!?


「わ、わかった……。ぼくもやるだけやってみよう」


　確かに、リングに上がる前から諦あきらめるのはナシだ。


　さすが四天王のリーダー格。ぼくはアディの言葉を受け、なけなしの闘とう志しを奮い立たせる。


『さぁ続きまして、次鋒戦です！


　最強四天王、知の山田選手！


　西の四天王、ソフィーティア選手！


　両選手はリング上にあがり、自分のコスチュームを選せん択たくして下さい！』


　そのアナウンスを受け、颯さつ爽そうとリングにあがる、ぼく。


　ぼくの本日二回目の戦いが幕を開ける──！





　　　　※




　ユキが入った、衣装部屋兼けん生なま着き替がえブース。


　中に入るとそこにあったのは、


「うお……!?　オ、オイオイ……これ……レディースばっかりじゃないか!?」


　ぼく、驚きよう愕がく。


　そう、そこにあったのは、虎とら柄がらのビキニだの、メイド服だの、体操服だの、チャイナ風ドレスだの……


　完全に女子用が九割。しかも、妙みように人間界くさいデザインの衣装ばかりだった。


「マジかよ……!?　男子用は……」


　見み渡わたすと……


　白銀色の鎧よろいや、赤い龍りゆうの紋もん章しようが入った盾たてなど、何故か男子モノに限って純ファンタジーものの装備がゴロゴロ転がっているが、


「くっ……重っ…………！」


　残念ながら、普ふ通つうの男子高校生であるぼくには重すぎて装備不能だ。


「ど、どうしよう…………!?」


　さすがに焦あせる、ぼく。


『さぁ両選手、生着替え時間残り一○秒です！』


　とかいってる間に、時間は半分以上経過していた！


「マ、マジで!?　ク、クソ……なんか……なんでもいいから着て出ないと……！」


　焦しよう燥そうを必死に抑え、テントを見回すぼく。


　すると──


「…………ん？」


　その時、視界に、ある衣装が目に入った。


「そ、そうか……これがあったか！」


　これなら、色気を競うって競技にピッタリだし、着替えに時間もかからない！


『さぁ……持ち時間いっぱいです！　両選手……リングの上に登場してください！』


「よし……！」


　ぼくは急いでその衣装に着替え、テントの出口を撥はね上げ、颯爽とリングに登場する。





　が。


　ウオオオォォォォォ!?


　ギリギリ、なんとか制限時間内に着替え、リングから出たその瞬間耳に入ったのは……


　観客達の、歓かん声せい、というより、奇き妙みようなどよめきだった。


（な、なんだ……？）


　一瞬、もしかして、自分のコスチュームセンスがあまりに良すぎたのか……!?


　そうニヤけかけたが……


（ん!?）


　しかし、次の瞬間。


「何ィ!?」


　どうも、そうではなかったことを知る。


　何な故ぜなら──


「ど……どういうことだ!?」


　ぼくも前方──対戦相手のソフィーティアの格好を見て、会場の観客達と同じどよめき声をあげ、なおかつ自分の鼻を押さえて、慌てて後退してしまったから。


　なんせそこにいたのは──


　死にそうなくらい恥はずかしそうに自身で抱かかえた裸ら体たいに、化学繊せん維いで出来た黒いワンピース状の衣服──……つまり俗ぞくにいうスクール水着……をまとった、ややふっくらした体型の女子。西の四天王、ソフィーティア。エ……エロッ！


『こ、これは一体どうしたことだぁぁぁ!?　ソフィーティア選手……まさかの、毒どく沼ぬま競泳学校指定水着……いわゆるスクール水着で登場だぁ！』


　困こん惑わく気味にいう、実じつ況きようのリン。あ、全然日本のスクール水着とは用よう途と違うけど、名めい称しよう同じでいいんだ……？
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『し、しかし、どういうことでしょう!?　手元にある資料によると……本日用意された衣装の中に、スクール水着はないハズ……普通に考えて、これでは反則・失格負けにあたいしそうですが……！』


　さらにリンは、困惑気味に実況を続けるが、


（そ……そうだよな!?）


　ぼくはその実況に、激しく同意した。


　ぼくだって衣装スペースを隅すみから隅までチェックしたけど……毒沼……スク水なんてどこにもなかった気がするぞ。


　だとしたら、あれ、反則……!?


　ぼくは理解できず、目の前の対戦相手、ソフィーティアを一いち瞥べつするが……


『リンさん。それはまだまだ素人しろうと考えですよ』


　その考えは、思わぬ人物に覆くつがえされるのだった。


『よく見てください。ソフィーティア選手の姿を』


　したり顔ならぬ、したり声で解説しだしたのは、リンの隣となりに座る相棒のトン。


『首元にネックレスを巻き、背中にマントを巻いているでしょう？』


　その解説に、むむ、とぼく含めた会場中、男たちの視線がリング上のソフィーティアに集中する。


　その状じよう況きようにさらに恥ずかしそうに身を固くするソフィーティアだが、よく見ると……


　確かに、首には、ネックレス、そして背中には自分の身を隠かくす為ため、必死に前に回している短いマントを装着している。


『この戦いは、あの衣装部屋兼生着替えブースにある物を使い、自分を着き飾かざり、そのフェロモンで審しん査さ員を魅み了りようすること。わかりますか？


　・あの衣装部屋兼生着替えブースにある物を使い、


　・自分を着飾る。


　その条件を満たしていれば、別にどう戦ったって構わないんです。


　彼女のように、もともと着てた服……つまりご覧の通り、たまたま、戦せん闘とう前に、下着として着込んでいたスクール水着があれば、それを活いかして戦ってもまったく反則ではないのです。


　大会種目はさっき知ったばかりなんだし……仕込んできたわけでもないですしね』


　と、満足げに解説を終えるトンさん。い、いやいやいや!?


〝たまたま、戦闘前に、下着として、スクール水着を中に着込んでいた〟


　そんな状況……魔ま界かいだろうが人間界だろうが、存在しますかねぇ!?


　絶対仕込んで着てきてるだろ、これ!?


「ア、アディ……どうする!?　さすがにこれは不利すぎる！　反則扱あつかいで抗こう議ぎするか!?」


　いくらなんでも、そこまでやられちゃぼくらに勝ち目ないだろ!?


　ぼくは助力を仰あおぐ為、セコンドのアディに振ふり向くが──


「い、いや……不利とか、反則とか、その前に……


　アンタ一体……何考えてそんな格好してんのよ!?」


　意外や意外。


　セコンドからは、助力は得られなかった。返ってきたのは、アディ、ユキ、イグナレスの、啞あ然ぜんとした表情だった。


「え…………？」


　一いつ瞬しゆん、意味がわからない、ぼく。


「な、何って……。色気って……特に、男の色気って。なんか危険さっていうか、ワイルドさっていうか……そういうモンだろ？」


「……ウン。で？」


「だから、そういうの演出する為に……、とりあえず、素す肌はだにこの半はん袖そでのＧジャンと半丈たけのジーパン纏まとって、頭にバンダナ巻いて、ワイルド系ファッションで攻せめてみたんだけど……」


　意味がわからずぼくは聞くが、


「ど、どんなセンスしてんのよアンタ……!?　ワイルド系ファッションっていうか……それ、ただダサい奴やつのファッションじゃない!?」


　苛いら立だった顔で絶ぜつ叫きようする、アディ。


　え、えぇ!?


「や、山田……お前……オレ達に恥はじをかかせるなよ……」


「そういえばわたし達、やっくんの私服って見たことないかも……やっくんのファッションセンスって……」


　そしてアディだけでなく、イグナレスとユキまで、なんか居い心地ごこち悪そうに、同時に気の毒な子を見るような目でぼくを見て、ぼくを責める。


　ウ、ウソォ!?


　不正とか反則関係なく、ぼくって、ファッションセンスなかったの……!?


　確かに、自宅に持ってる服、ぜんぶオカンが勝手に買ってきた奴だし、自分で服とか買ったことはないが……!?　でも、この服、そこまで悪くないよな……？


『山田選手は……その……ソフィーティア選手と戦うのが気の毒になるような格好ですねぇ……』


『人には得手不得手があります。……早く楽にしてあげましょう。嬲なぶり殺しは何も生みませんから』


　が、放送席も何故か暗いムードだ。何故!?


「ソフィーティア！」


「ソフィーティア！」


　そして、そんな、ぼくなどハナからいないような会場の大歓声の中──


『わかりました。


　さぁそれではさっさと次鋒戦、得点発表に移ります！』


　放送席から、何も期待してないような声のアナウンスが聞こえてくる。


　よし……来るなら来い。ぼくは最後まで、自分のファッションセンスを信じる！


『次鋒戦、知の山田ＶＳソフィーティア。


　各おの々おのの魅み力りよくにつけられた点数は……こうだ！』


　そこで発表された数字は……こんな感じだった。









　四天王選手権二回戦第一試合次鋒戦


　ファッション対決採点結果発表。


　知の山田…………………………二九○点。


　ソフィーティア…………………四○○点。





　累るい計けい得点


　最強四天王…………六九○点。


　西の四天王…………八四○点。





　現得点差……………一五○点。









『次鋒戦、ここに決着！　先せん鋒ぽう戦に続き……勝者は西の四天王！　西の四天王側、一気に点差を広げていくぅぅぅぅ！』


　ウオオオオオオオ！　どよめく場内。


「ク、クソ…………負けた！」


　ガックリ肩かたを落とすぼく。


「勝てるわけねーよ……あんなもん中に仕込まれてたんじゃ……！」


　ソフィーティアを最後に一瞥した後、セコンドに向かいながら負け惜おしみを吐はき捨てるぼく。


「いや、それがあろうがなかろうがアンタ負けてたと思うけどね……」


「……というか、むしろよくアレで二九○点もついたな、山お田前……。どんなファッションセンスしているんだ審査員は……」


「あの蠅はえかなぁ？」


　落ち込むぼくに対する、セコンドからの慰なぐさめの言葉は皆かい無むだった。皮肉のみが聞こえてきた。クッ…………辛つらい……！


「あ、あの！」


　その時だった。


「な、なんかゴメンなさい……」


　ぼくの後ろから、スク水ぽっちゃり少女──ソフィーティアが、歩み寄り、何故か謝ってきた。


「え？　な、何が？」


「山田とファッションセンス違ちがいすぎてってこと……？」


　もうぼくらのセコンド近くまできていたので、ぼくだけじゃなく、アディも不思議そうに尋たずねる。


「そ、そうじゃなくて……そっちは正々堂々ルールに則のつとって戦ってくれたのに……こっちは、騙だますみたいにして勝っちゃって……」


　ソフィーティアはいう。　あ、そ、そっちか……！　ていうか、そうだよ！


「ってことは……やっぱりそれ、事前に……!?」


　聞くと、ソフィーティアは頷うなずき、


「スタッフから買った情報で、わたし……事前に競技種目知ってたから、これ、下に着てきちゃったんです。あと、審査員さん達が、これ好きなのも知ってたし……」


「お前ら……！」


　ぼくはそんなソフィーティアを責めようと口を開くが──


「けど……わたし達は、それくらい負けたくないんです」


　それより早く、ソフィーティアが、全く退ひく気のないまっすぐな瞳ひとみでいってきた。ウッ……!?


「綺き麗れい事ばかりいっているあなた達に……負けるわけにはいかないんです。私達は、どんな手段を使ってでも……この大会……優勝するんです！」


　そこまでいうと、ダッ。ソフィーティアはぼくから目を切り、向こうのセコンドに走り去っていく。


（クッ……！）


　ぼくは、そこで、グゥの音ねも出なかった。


　まぁ、今の勝負は、確かに不正があろうがなかろうが、ぼくのせいで負けてたかもしれないが……。


　それでも、先鋒戦の、幼児変態といい、次鋒戦のスク水仕込みといい。


　もうこれでハッキリした。


　現在の四天王選手権、二回戦以降は、事前準備、情報収集力の勝負なのだ。


　恐おそらく向こうは、副将、大将も、今までと同じく、この戦いを有利にする為の仕込みをいろいろ施ほどこしているだろう。


　対するこちらは、ぼくのチョンボのせいで点差は余計開いたし、この先も何の準備もなし、徒と手しゆ空くう拳けん丸出しで戦うだけだし……。


（こんなんじゃ……ハナから勝てるハズないだろ……）


　俯うつむくぼく。


　現実的に計算してみたって……


　向こうはここまで、二回平均で四二○点。


　現在、ぼくたちとの差は一五○点。


　仮に向こうが副将・大将戦で四二○点とってくるとしたら、勝つには、ぼくらが二戦連続五○○点とらなきゃ、もう勝てない計算にはなるけど……


　次のイグナレスはカテゴリーは男子。ＭＡＸ点は四○○点。


　その時点でほぼ詰つみだし、しかもその後に控ひかえてるのも、そこまであまりお色気センスのないアディ。


（どう考えても…………


　この時点で、ぼくら、既すでに負けてる……！）


　そして、その、いかに自分達が劣れつ勢せいかの現実認にん識しきを、ぼくだけではなく、チーム全体が抱いだいていたようだ。


　肩を落としリングを降りると、


「…………………………………………」


　そこには、ソフィーティアの言葉が利きいたのか、お通つ夜やのような辛しん気き臭くささに包まれている我らが最強四天王の姿。


　認識の甘さを痛感したように無言で俯うつむくユキ、同じく腕うでを組みムッとした表情で押し黙だまるイグナレス。


　そして、さっきまで威い勢せいのよかったアディすら、この状況に、呆然とした表情を浮かべていた。アディだって、ただ計算もなく吼ほえる馬ば鹿かじゃない。現実を認識しているのである。


『こ、これは……大変なことになってきました……！　点差は一五○点。過去、この種目で、二戦終えた時点で一○○点以上点差が開いた試合は例がありません。しかも残る選手はイグナレス選手とアーディンブルグ選手。これは最強四天王、さすがに厳しいか……!?』


　さらに実じつ況きよう者リンがますますダメ押ししてくる。


「んだよ……最強四天王ってこんなもん……？」


「意外にフツーに弱いんだな」


　観客席から聞こえてくる失望の声。クッ…………！


　ぼくは悔くやしくて、何か言い返そうとするが──


「まったくしゃあないヤツらやな……。そこまでいうなら。ウチが一ひと肌はだ脱ぬいだろか？」


　そんな中。いきなりぼくの背後から、予期せぬ申し出がぼくらに持ちかけられるのだった。





　　　　※




　振ふり返るとそこにいたのは──小声でぼくに話しかけてくる女。西四天王大将、風神のミリア。


　なんとミリアが、いつの間にかぼくらのセコンドの後ろにまで来て、話しかけてきていたのだ。


『お、おぉっとこれは、どういうことだぁ!?』


　あまりに意外な申し出に、ぼくも驚おどろいたが、会場中が驚いているようだった。


『ミリア選手、試合中にも拘かかわらず、敵側の選手に何か話を持ちかけてるぞ!?』


　ざわつく実況、会場は勿もち論ろん、


「ちょ……ちょっとミリア！　貴女あなた……何する気なのよ!?」


　なんと、向こうサイドにとっても予想外だったようだ。先鋒戦でユキと戦ったオトナの女、フィオレンティーナが、


「試合前も向こうの控え室勝手にいくし……！　またなんか勝手に動く気!?」


　なんか内輪もめ的空気をかもし出しつつ、ミリアに注意。


『おぉっとこれは予期せぬ展開！　西四天王チームに亀き裂れつ発生！　しかしトンさん、これはもはや四天王選手権の醍だい醐ご味みといえなくもありませんかね？』


『その通りです。内ゲバや確かく執しつのない四天王など、四天王とはいえませんからね。西の四天王はオーソドックスで綺麗な内ゲバを見せることに定評のあるチームです。しばし静観しましょう』


　オーソドックスな内ゲバって何だよ!?


　放送席はほんとイカれてる実況を繰くり返しているが……


「じゃかぁしい！　約束してたやろ！　コイツらが出てきた場合、コイツらとの対戦中は、ウチの好きにしてええって！」


　そんな中、ミリアはフィオに反はん撃げき。


「取り決めどおり、優勝賞金とかは、ぜんぶお前らにやる。せやから……今は、大人しくしとけや！」


　フィオを一いつ喝かつ。フィオもそういわれると弱いのか、グッと押し黙った。


「さてお待たせやな。交こう渉しよう再開や、サイキョー四天王の諸君」


　そしてミリアが、ぼくらに向かってツカツカ歩みよりながら、もったいぶった口調で交渉再開。


（点数届かへんくて、キュウキュウしとんのやろ？　その件……よかったら、ウチがなんとかしてやろか？）


　好戦的な笑えみと共に肩を組み、小声で囁ささやきながら絶ぜつ妙みように周囲から死角になるアングルでミリアがぼくに向かって取り出したのは──なんとも分かりやすい、ジュラルミン風のケース。


　開けると、何のサプライズもない、魔ま界かいの通貨、Ｍマカ札が大量に敷しき詰められていた。


（な、なんだよ……コレ？）


　なんか、妙みような胸むな騒さわぎを覚えながら、ぼく。


　するとミリアはニヤリと笑い、


（なんやもクソもない。カネや。これ貸したるから……審しん査さ員ども買収して、次の戦い、一○○点加点してもらえや）


　黒い笑顔と共にそんなことを囁いてきた。


（な、何ィ……!?）


　審査員買収……!?


（そ、そんなことできるわけが……）


　ぼくが絶句するようにいうと、ミリアも少し複雑そうな顔で、


（だから……何回もいうてるやろ。昔とは違う。今の四天王選手権は、腐くさりきっとるんや。試合中の審査員の買収とかもはや基本中の基本。おかげで試合は点数的にインフレした点数ばっかりになるし……。ほんなしょーもない大会やねん）


　そう吐はき捨てるようにいい、


（やから、観客もだんだんそれに気づいて、四天王選手権の人気自体もどんどんなくなってっとる……！　アンタらが一回戦で当たった〝魔ま筆ひつ四天王〟は、その辺の闇やみ暴あばこうとがんばってズルなしで参戦してきとったんやけど……アンタらにアッサリ散らされるし……）


　少し惜おしそうにいうミリア。


　マジで!?　あのケルベロス軍団……そんないいヤツらだったの!?


　確かに、アイツら、ぼくらの買収はやったけど、審査員の買収はやってないし……あのツラで、意外に正義の軍団だったのかよ……！


（残ってる参加者で、買収テク使ってへんヤツらはほとんどおらんわ）


　不ふ機き嫌げんにミリア。


（ってことは……お前らも使ってんの？）


　ぼくは当然聞くが、


（そ……そんなワケないやろう!?）


　すると予想以上に強い否定のリアクションで返してきた！


（ウチらは、最初から最後までずっとズルなしでやってきとんねん！　いや、審査員のデータどりとか、それくらいの不正は……まぁ、やっとるけど……。けど信じて。少なくとも、審査員買収は断じてやってない！　疑うんやったら……火あぶりでも拷ごう問もんでもなんでもかけろやぁ！）


　なんか異常なほどテンパった調子で否定してくるミリア。なんだコイツ!?　何でぼくらにそんな正々堂々ぶりアピールしたいんだ……？


（い、いや、わかった、信じる、信じるって）


　おっきい不正してなくてもちっさい不正はどうなんだとか、その辺、いろいろ気にはなるが、


（……で？　このカネ……どうしたらくれるんだ？）


　ぼくは、少し、警けい戒かいするように聞く。


（もちろんこんな便利アイテム……タダじゃないんだろ？）


　ぼくは聞くが、


（いや？　タダや）


　真ま面じ目めな顔で即そく答とうする、ミリア。はあ!?


（タ、タダ!?）


（せや。だからそれ使って、なんとか盛り返せ。理由は聞くな。けど、見返りナシ、無料でそれ、お前にくれてやる）


　そしていよいよぼくに近寄り、額がつきそうな距きよ離りで話をつめてくるミリア。


（な、なんでそこまで……？）


　理解不能すぎる……ぼくは思わず聞くが、


（理由はきくないうてるやろ。……個人的なことや）


　ミリアは不機嫌にいい、


（いっとくけど、別にアンタらに負ける気はないで。ウチはただ、アンタらと、ギリギリのいい勝負がしたいだけ……！


　やから、チャンスは、この一回。これっきり。アンタらが、まだ勝ちにこだわる気あるなら、今ここでこれ受け取って、どんなタイミングでもいい。審査員席いって、こっそりこれ渡わたして買収してこいや。心配せんでも、アイツらも受け取るのはなれとる。ごく自然に、スッと受け取ってくれるわ。


　さ……どうする？）


　ミリアから持ちかけられる甘い誘さそい。


　どうするもこうするも……


　そりゃ、まぁ、不正なんか気持ちのいいモンではないが……このままだと、ぼくらがこの試合逆転できる可能性はほぼゼロ％。


　ぼくには、この大会に優勝して、人魔和平を目指すという切実な案件もあるし……綺き麗れいな勝ち方にこだわって、せっかく見えた勝利への光明を見失うなんて許されるハズがない。　大事の前の小事なんて言い方あんまり好きじゃないけど、大きな目的の前では、ちゃんと損得を勘かん定じようして、感情を抑おさえて、オトナになることも重要。


　勝つためには、仕方ないんだよな……！


（わ、わかった……）


　ぼくはミリアに頷うなずき、そのジュラルミンのケースに手を伸のばそうとする。


　──が。


「ちょ、ちょっと待って！　ちょっと待ってよ！　山田……あんたホントにそれでいいの!?」


　その瞬しゆん間かん、そんなぼくの行動を押し留とどめる声。


　ぼくとミリアの間にアディが出現、恐おそろしいくらい取り乱した顔でそこに立ち尽つくしていた。








『おぉっとこれは、アーディンブルグ選手も話に参戦かぁ！』


　放送席のそんな声の中、


「アディ……またお前……」


　ぼくは、ぼくの背後で、どうやら話を聞いていたらしいアディの登場に少しウンザリした。


「お前……また反対なんだろ？」


　聞くまでもなく、アディのなんか動どう揺ようした表情を見れば読み取れる。


「そ、それは……だって……」


　アディはそこで一瞬言葉に詰つまり、


「だって……審査員買収って……そもそもそれ、不正でしょ！」


「そんなこといって、お前が試合前のレポート燃やしたせいで……結局、ぼくら、負けかけてるじゃないか！」


　ぼくはアディに強く正論を展開。アディはそこで口をへの字に曲げ沈ちん黙もく。


「ぼくだって好きじゃないけど……ミコリイアツのいう通り。もう、四天王選手権は、事前準備とか、不正とか、そういう根回しナシじゃ勝てない大会なんだよ。


　いい加減認めて、本気で『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』目指そうぜ!?　な!?」


　強くアディに言い聞かせる、ぼく。


　その言葉に、アディは、相当葛かつ藤とうを覚えたようだったが…………


　しかし、自分のせいでチームが危機に陥おちいっているという後ろめたさもあったのだろう。


　かなりの時間の沈黙の後、俯うつむいたまま、ゆっくり口を開き……


「…………わかった」


　と、暗く、何かを諦あきらめたような一言。


「やっと決めよったか……」


　そのアディの反応を見て、ミリア、安あん堵ど。


「ほな、受け取れ。そろそろ観客も焦じれてきてる。それ使って、この試合盛り上げようや」


　ミリアは笑え顔がおでアディにアカ札を差し出し、


「心配せんでも……その程度の不正、ほんまみんなやってる。不正のウチには入らん。ウチも咎とがめたりはせんよ」


　最後に優やさしくアディに念押し。


「……………………」


　もう、それに反はん抗こうすることもなく、やはり何かを諦め、スッとその裏券に白く細い手を伸ばそうとする、アディ。


　が──その時だった。


「待て。ったく、あれだけ気をつけてみてくれといったのに……敵対してどうする山田よ……」


　セコンドに、呆あきれたように響ひびく、男の声。


「仕方ない。余り使いたくはなかったが……使うしかないようだな。


　これは貸しだぞ、山田、アディ。


　見せてやろう。オレのとっておきの新必殺技をな」


　そういうと、その男……銀ぎん髪ぱつの男は、ぼくらの話を無視し、勝手に一体でリングに上がる。


（な、なにぃ!?）


　騒そう然ぜんとなる、ぼく、アディ、ミリア。


　目を剝むいて固まるぼく、アディ、ミリアの前、リングに登場したのは──


　魔王軍最高戦力四天王。この二回戦ではウチの副将を務めることになっている銀髪・長身の美青年──つまり、『焰ほのお』のイグナレスの背中。





　　　　※




『おぉっとこれは、イグナレス選手登場！　ようやく話し合いが終しゆう了りようした模様です！』


「イ……イグナレス!?　お前……何やってんだよ!?」


　せっかくアディも説得できて、審しん判ぱん買収できそうだったのに、何でこのタイミングでしゃしゃり出てくるんだ!?


「話聞いてたなら理解しろよ！　お前はこのままでは満点とれないんだよ！　だからそれ取り返す為ために、こっちはいろいろ必死に──」


　ぼくはイグナレスを排はい除じよしようと必死にまくしたてるが、


「いいから黙だまってみてろ山田。


　さぁ……副将戦の始まりだ。死ぬ覚かく悟ごができたならリングにあがれ。


　ヴォルフォレカや山田に勝ったくらいでいい気になるなよ？　奴やつらは所しよ詮せん一番手と二番手……本当の最強四天王の恐ろしさ……！　このオレ……『焰』のイグナレスが教えてやるわ！」


　完全にノリノリでお決まりの四天王セリフをいってしまうイグナレス！


　その瞬間、観客達も待ちに待っていたのか、ウオオオオオオオオオオオオ！　怒ど号ごうのような大だい歓かん声せいがあがり、


『さぁ、ほんとにお待たせしました！　何分戦いもせずリング上でくっちゃべってるんでしょうねこの方達は！


　二回戦第一試合副将戦！


　最強四天王、焰のイグナレス選手！


　西の四天王、ローエングリン選手！


　両選手、リング上にあがり、自分のコスチュームを選せん択たくして下さい！』


　苛いら立だっている実じつ況きようリンにより、副将戦が幕を開けてしまう。


　オ、オィィ、マジかよ!?　まだミリアとの交こう渉しようまとまってないのに!?


「ちっ……交渉決けつ裂れつか……！　ほんまアホなヤツら。見栄はって負けてそれで満足か？


圧あつ倒とう的てき大差で負けて、泣き見ればええ……！」


　結局、またないがしろにされたミリアは半泣きでセコンドから去り、


「……………………」


　そしてアディも、何か思うところがあるような表情でその場で沈黙。


（く、くそ……これで負けたらどうすんだよ!?　あの野や郎ろう、負けたら一生根に持ってやるからな！）


『さぁ、両者出で揃そろいました。それでは各自持ち時間は三○秒！


　副将戦……開始してください！』


　そして実況の声と共に、幕を開ける副将戦。


（結局、このままでは逆転不能というビハインドを何一つ崩くずせなかった……！　アイツ、まじでどうする気なんだよ……!?）


　不安と焦しよう燥そうの中、リングを見守るぼく。


　しかし三○秒後。リングに現れたイグナレスの姿を見て。


　ぼくは、すべてを、理解する。





　　　　※




　三○秒後──。


　会場が、一瞬、嵐あらしの前の静けさを連想させるような、異様な静けさに包まれていた。


　その要因は、ウチの着き替がえスペースから出てきた、とある選手の姿。


　そこにいたのは──イグナレスであって、イグナレスでない、あの女。


　ついこの間の、麻雀マージヤンやらサウナでの騒そう動どうが鮮せん明めいに思い起こされる、あの女。


　長い銀髪に、ぼくより一回りは小さな華きや奢しやな身体からだ。


　褐かつ色しよくの肌はだに、どこかエキゾチックな雰ふん囲い気きで、人間界風にいうと、異国から転校してきた来た商家のお嬢じよう様さま──みたいなイメージがピッタリの少女。


　その少女が、何をどうやって作成したのか……


　ぼくがあのテントに入った時は絶対になかった、純白の──スカートの部分が白い薔ば薇らの花びらのように美しく広がり、男を圧倒するような神こう々ごうしい輝きを纏まとうウェディング風のドレスに身を包み、そして同じくテントにはなかったハズの白い薔薇の花束をもって、なんかやけに絵になる、わざとらしいくらい儚はかない表情で、テントの前に佇たたずんでいる。


　シン──突とつ然ぜん現れた謎なぞのウェディング異国美少女の登場に、静まり返る会場。


　──が。


『コ、ココ、これは……！』


　実況リンが、まず、鶏にわとりのように間ま抜ぬけな声で取り乱し。


『ア、アノアノ。申し訳ございません。実況が、試合中にこんなことを聞くというのは本来ＮＧ、実況失格の烙らく印いんを押されてしまっても仕方ありませんが…………しかしここはあえて問わせてください。薔薇の花をもったそちらの貴方あなた……』


「……ああ。オレに何か用か？」


『し、失礼ですが……貴方……どちらさまですか？』


「イグナレス」


　男前な表情で、イグナレス。


「オレの名前は、魔王軍最高戦力四天王『焰』のイグナレス。通つう称しようイグナレス。どこにでも咲さく……魔ま界かいの薔薇のような、ただのしがない薔薇好きの女さ」


　謎の自じ嘲ちよう気味の笑みを浮うかべながら、イグナレス。


　その瞬しゆん間かん。


　その瞬間だった。


　オ──


　オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオォォォォォォォォォォォォォォォ!?


　会場が──いや、魔界が揺ゆれた！


『こ……これは驚おどろきましたぁ!!』


　実況、我に返る。


『前代未聞の超ちよう展開！　イグナレス選手、テント内で、女性に変へん貌ぼうォォォォ！』


（な……何ィィィィィィ……!?）


　そして……その光景は……同どう僚りようであるぼくにも、超弩ど級きゆうの衝しよう撃げきをもたらしていた！


（にょ……女体化イグナレスぅ!?　ば、馬ば鹿かな……女体化アレはだって、アイツにとっての生理現象みたいなもんで、時期を任意に引き出したりはできないし。そもそも、アイツ、女体化はアディやユキには絶対知られたくないんじゃないのか……!?）


　隣となりを見ると──


　アディとユキは、ぽかん、とした表情になり完全にフリーズしていた。まったく想像を超こえた展開だったらしい。


『さぁ面おも白しろくなってきました！　イグナレス選手が女性だったということは、イグナレス選手への一○○点の加点が発生し、満点獲かく得とくの可能性が出てきます。勝負はわからなくなってきましたよ！』


「ちょ……ちょお、まてや!?」


　それにイチャモンをつけてきたのは、向こうのチーム、風神のミリア。


「あれ、ええの!?　登録時と性別変わってるし……そもそも、ほんまに女になってるかどうかもわからんやん！　女装かも！　そんな不確かなモンに加点有効ですか!?」


　ミリアは、そこにジャッジを下すであろう審しん査さ員達に向かって抗こう議ぎするが……


　審査員は、ほとんどミリアの声など聞いていないように、何体かは鼻血すら出しながら、全員一いつ斉せいに『有効』とかかれた札を掲かかげている。


「なんでやねん!?」


　ミリア、心からのツッコミ。そして、まだ納なつ得とくがいかないのか、


「そ、そもそも……まず、あのコスチュームとか、なんなん!?


　あんなコス用意されてるわけがない！　ウチらみたいに、下着として使ってるワケでもないし……あれ完全に不正やん!!」


　イグナレスを指差しながらミリア。が。


「心外だな……これは不正などではないぞ」


　その指し摘てきに、イグナレスは薔薇の花束を肩かた口ぐちに担かつぐようなポーズをとりながら真っ向反論した。


「お前のところにもあったハズだ。人型魔族用の白銀の鎧よろいが。オレほどの焰使いになると……この程度の金属、飴あめ細ざい工くより簡単に溶とかし、加工できる」


　そういうと、イグナレスは手の中の白い薔薇の花束を、ニュゥゥ、と溶よう解かいさせ、そして次の瞬間には、シャキーン！　その溶けた白い金属を使い、白く平べったい鉄アレイのような形をした……何な故ぜかよりによってスーフ○ミのコントローラーを完全再現したものを誕生させる！


　お、おおっ!?　でも、普ふ通つうにすげぇ！　珍めずらしく、普通にすげぇ！


「もとの金属の構成は変えられんが……大きさ、薄うすさ、質感、デザイン、思いのままだ。事前に準備してるわけでもなく、その場のアドリブでやってるだけだし……終われば元通りの物に戻もどせる。不正どころか……これこそが、この対決の、四天王らしい戦い方なんじゃないのか？」


　まったく臆おくさず、平然と言い放つイグナレス。


（ス……スゲェ……！）


　分かってる。さっきまで散々、ふざけんなイグナレスとかいってたヤツが抱いだいていい感想ではない。しかし、悔くやしいことに、さっきから…………なんかワケのわからんゾクゾクが、後から後から湧わいてきてしまう！


（こ、これ、もう……試合の流れ、変わってきてないか？）


　実は、試合は、まだそれほど動いてはいない。ペナルティが取り消しになったとはいえ、イグナレス戦はまだ終わってもないし、ぼくらが不利なのも変わらないだろう。




[image: ]


　にも拘かかわらず。流れが。風向きが。勢いが。


　完全に、ぼくらに有利なほうへ流れ始めているのを、ぼくは鮮明に感じ取っていた。


　試合前……アディがいっていた言葉が鮮明に脳のう裏りに蘇よみがえる。





「そういう雑ざ魚こみたいなことをしないのが、私ら、最強四天王でしょ？　普通の魔族がやってしまいそうな、屈くつしてしまいそうな現実に屈さず、そういうの、あっさり飛び越こえて、そういう背中見せて、部下とか住人の士気をあげる。それが四天王……特に『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』に求められてる仕事じゃないわけ？」





（普通の魔族がやってしまいそうな、屈してしまいそうな現実に屈さず、部下の、士気をあげる……！　アディが口にして……イグナレスがぼくに伝えたかった……本当の四天王が持つべき力ってこういうことか!?）


「クッ…………！」


　まさかの展開に、泡あわを食ったような表情になっているのはミリアだ。


「アカン……アカンぞ……ここで大差で負けるようなことがあったら、いくらなんでも向こうに勢い行き過ぎる…………！」


　そう呟つぶやくと、ミリアはキッと自分達の着替えスペースに視線を向け、


「ローエングリン！　手て強ごわいけど、ここは喰くらいついていけよ!?」


　自分達が送り出した選手に声せい援えん。……が。


「む、無理よ……あんな美人が相手だなんて、聞いてなかったわよ!?」


　エメラルド色の髪かみをした、魔族にしてはわりと素そ朴ぼくな顔立ちをした、やや地味な人型魔族……ローエングリンは、ほぼ半泣きで抗議していた。


　ちなみに、あまりにイグナレスに意識が集中してたので、今の今まで気づかなかったが……対戦相手、ローエングリンの格好は、恥はずかしそうに自身で抱かかえた裸ら体たいに、化学繊せん維いで出来た黒いワンピース状の衣服、つまり俗ぞくにいうスクール水着をまとい、首元にネックレス、背中にマントを巻いているという……要するに……完全に、ぼくの対戦相手、ソフィーティアとカブりにカブりきった二番煎せんじすぎる服装。


「な、な、な……何をやっとんねん!?」


　そして、どうも、ミリアすら、イグナレスに集中しすぎてて、その微び妙みようなチョイスに今気づいたらしい。


「お前……服装、完全にソフィーティアとカブっとるやないか!?」


　ビックリしたようにミリア。


「だ、だってぇ……もうどうせ勝ちだと思ってたし。コーディネイト考えんのメンドイから、さっきミリアがモメてる間、ソフィーティアに借りて着ちゃったのよ。同じ服装なら、そこまで点数下がらないだろうし」


　あせあせといい訳を連ねていくローエングリン。


「アホ…………おかげでお前、完全に空気になってるやないか……！」


　ミリアは呆あきれたように額に手をやってヨロめいている……！


『さぁ、盛り上がりは最高潮の副将戦！


　そろそろ得点発表と参りましょう！』


　そして運命の瞬間が訪おとずれる！


『イグナレス選手、ローエングリン選手。それぞれ、何か一言ありますでしょうか？』


　リンの声に、


「何もない。全力で叩たたき潰つぶすのみ！」


「あぁ、まじ帰りたい……なんでこんなのとあたるのよ私！　私だってあのダサい山田とあたりたかった！」


　両者が（片方やや失礼だが）コメントを発表。


『お二方、ありがとうございました。


　さぁそれでは、集計が終しゆう了りようしたようです。得点発表に移りましょう！』


　そして放送席から、とうとう運命のアナウンスが聞こえてきてしまう。


『副将戦、焰ほのおのイグナレスＶＳローエングリン。


　各おの々おのの魅み力りよくにつけられた点数は……こうだ！』


　そこで発表された数字は……オレ達の、予想をはるかに超えたもの！









　四天王選手権二回戦第一試合副将戦


　ファッション対決採点結果発表。


　焰のイグナレス……………四九五点。


　ローエングリン………三八○点。





　累るい計けい得点


　最強四天王…………一一八五点。


　西の四天王…………一二二〇点。









『こ、こ、これはぁぁ！　副将戦にして、初めて最強四天王側が獲得点数で勝利！


　イグナレス選手、ほぼ満点かという驚きよう異い的な高得点を獲得！


　総得点でも、一五○点あった差が一気に三五点まで縮まり……これで勝負は、普通に、最後の大将戦に委ゆだねられることとなります！』


　リンの興奮気味の実じつ況きように、会場がさらにあったまり、


（お、おおおおお……!?）


　まさかの展開に──ぼく、アディ、ユキは、信じられないように顔を見合わせた。


　あの野や郎ろう……マジでやりやがった！


「まぁまぁだな」


　と、余よ裕ゆうの表情でイグナレス。


　あの状じよう況きようから、特に不正もせず、本当にほぼ満点とって試合の流れひっくり返しやがった！


「イグナレス！　イグナレス！」


「イグナレス！　イグナレス！」


　いまや会場は、完全にイグナレス祭り──おかげで、ぼくら最強四天王側も随ずい分ぶんやりやすい空気になってきている。


「どうだ──」


　そんな中、ウェディングドレスのイグナレス（女バージョン）セコンドに帰き還かん。


「イ、イグナレス……！」


「イグナレス！」


「いっくん！　凄すごい、凄すぎるよ！」


　全員でそのヒーロー凱がい旋せんを祝福する中、イグナレスはぼくに視線を向け、


「どうだ、山田？　もしあの時不正して、オレの得点を水増しして勝ってたとして……会場は、盛り上がったと思うか？　ここまで流れを変えられたと思うか？」


　少し疲つかれたような顔でだが、いきなり、そんなことをいいだした。


「う…………!?」


　ぼくはその問いに、一いつ瞬しゆん考えるが…………


「まぁ…………無理だろうな」


　やや憮ぶ然ぜんとだが、しかし正直に答える。


「今の流れは、会場中全員の常識を超こえる、お前のデタラメな逆転劇があったからこそ生まれた流れだろうし……」


「そう……多分そうなんだ。だからこそ……アディ、お前はお前のキャラを貫つらぬき通せよ」


　イグナレスは今度は、アディに向かってそういうのだった。


「イグナレス……！」


「事前に敵の情報なんか調べるな。他ほかの連中がやってるからって、審しん判ぱん買収するカネなんか欲ほしがろうとするな。そうじゃないだろ。


　オレ達が手伝ってやるから……もっと無理して、極限までカッコつけて、不利な条件呑のみに呑んで、その上で、でも結局勝利しろ。部下がいざという時頼たよりにできるのは……やっぱそういう勝ち方のできる四天王なんだ」


　と、イグナレス。


　確かに────ぼくは不覚にも、その説明に納なつ得とくしてしまう。


　だって、自分の上司と仮定して考えて。


　常に不正やら買収で戦ってる上司より。そういう、ややデタラメだけど、底なしの器うつわ持ってて、いざという時ぜんぶ飛び越えて解決してしまう……そういう上司のほうが、頼りになるっちゃなるよ……！


「お前は間ま違ちがっていない。だから後は……お前のやりたいように戦って……それで勝ちを拾ってこい。後はお前に任せる。オレ達のリーダーの器の大きさ見せつけてやれ」


　そういうと、イグナレスは少し疲れたような表情で、アディの肩かたに軽くパンチし、戦いのバトンをアディに託たくす。


「イグナレス……！」


『さぁ、長かった二回戦もいよいよ大おお詰づめです！　勝敗の行方ゆくえは、この二体に委ねられた！


　二回戦第一試合、いよいよ大将戦です！


　最強四天王、雷かみなりのアーディンブルグ選手！


　西の四天王、風ふう神じんのミリア選手！


　両選手、リング上にあがり、自分のコスチュームを選せん択たくして下さい！』


　そして響ひびき渡わたる実況。


　泣いても笑ってもこれで最後、運命の大将戦がとうとう幕を開ける──！





　　　　※




　過程が過程だけに……会場の盛り上がりはもはや二回戦のレベルを超ちよう越えつしていた！


「アディィィィ！」


「アディさまぁぁぁぁ！」


「好きです！」


「この前の写真集カネ返せ！」


「ミリアちゃぁぁぁん！」


「今回も応おう援えんしてるぞ！　久しぶりにでてきたアーディンブルグなんかに負けるな！　常連組の真価を見せろォォォ！」


　降り注ぐ、魔ま界かいの住人達による無責任な歓かん声せい。


　な、なんか決勝戦かってぐらい盛り上がってんですけど……！　ほんとに二回戦か、これ!?


「ウッシ…………！」


　そしてそんな中──イグナレスの言葉に、勇気を貰もらったのだろう。


「いってくるわ。いろいろドタバタしたけど……そうね。やっぱり私は……私らしく戦う。五秒で片付けてくるわ。大船にのったつもりでそこで待ってな」


　肩をぐるぐる回し、完全に喧けん嘩か好きのオッサンみたいな足取りで、アディがリングにあがっていった。


　いや、ルールの性質上、絶対五秒じゃカタつかないシステムなんすけど……ま、まぁ、その辺含ふくめて、調子良いってことか？


　のっしのっしとリングに向かうアディの先、リングの上には──一体の魔族が、腕うで組ぐみし、アディがあがってくるのを待ち受けている。


　風神のミリア。


「結局、ウチらの勝負になったみたいやな……！」


　そういったミリアの表情は……これまでとは違う、凄すさまじい集中力を感じさせるシリアスなもの。


　それを受け、アディは、


「…………ていうか……真ま面じ目めに聞くけど、アンタ一体、まじで誰だれなの？」


　改めて、基本的なところを聞いた。


「こんだけ私らに絡からんでくるって……ちょっとやそっとの因いん縁ねんじゃないわよね？　誰なのよ、アンタ？　私らと過去に、一体何があったの？　私ら、アンタに、何かした？」


　不思議そうにアディは聞くが、それに対しミリアは唾つばでも吐はきそうな表情で、


「フン……のんきな質問やで。けど……いまはもうそんなことどうでもええ。知りたかったら、この勝負、ウチに勝つことやな。そしたらぜんぶ教えたる」


「フン……勝てばぜんぶ手に入るってワケね？　いいじゃん、上等よ。徹てつ底てい的てきに負かして……洗いざらい吐かせてやるわ」


　早くも火花散らせるアディとミリア。


　確かに、ミリアの因縁も気になるっちゃ気になるよな。


『さぁ、両者出で揃そろいました。両チームの点差は、三五点。


　つまり、アーディンブルグ選手が、三五点以上の差をつけて勝てば、この勝負、最強側の勝利！　逆に、それが達成できなかった場合、西側の勝利となります！


　それでは各自持ち時間は三○秒！


　大将戦……開始してください！』


　アナウンスに従い、メンチをきりあっていた二人が、バッと離はなれテントに引っ込む。


（アディらしく、アディの器を見せ付ける格好……果たして……どんな格好だ……!?）


　かたずを呑のんで見守る、ぼく、ユキ、イグナレス。


　そして三○秒後、ぼくらの前に現れたアディとミリアの服装は──





　　　　※




『こ、これは……さすが両チームの大将、勝負を決するのにふさわしい衣い装しようが出揃いました！』


　そう実況される、二体の服装は──


　方や、ミリア。ミリアは、いつもの衣装とある種真逆。露ろ出しゆつ度どの低い、コスプレの鉄てつ板ぱん〝メイド服〟で、リングに登場！


　そして対するアディの服装に──会場からどよめきがもれる！


　アディの服装は、なんと。ベースは、いつもと同じ……異常に露出過多な、布面積のほとんどないビキニアーマーかと思いきや。


　いつもの肩あて、マント、アームカバー、ブーツ、ストッキングを外し、残るは極小ビキニアーマーのブラ部分とパンティのみ。今回はその上、白いフリフリのついた、小さめのエプロンを装着している！


　ほとんど裸はだかみたいなアディがエプロンをつける……つまり、ほぼ裸エプロン。


『こ、これは驚おどろきました！　アーディンブルグ選手……異常にマニアックな路線への挑ちよう戦せんです！』


　なんか鼻を押さえているような声でリンがいう。おいおい、コイツ、鼻血出してんじゃないか？　まぁ、気持ち分かるけど。


「どうよ？　四天王たるもの、普ふ段だん着ぎで十分魅み力りよく的！　それを最大限活いかした、このコーディネイト……これが私なりの、コスプレ合戦への挑戦！」


「や、やるやないか……！」


　やや焦あせったような笑えみでいうミリア。


「けど、どうかな？　事前データによると、ウチのメイド服と同じく、そのエプロンは、今回から参戦した新しい衣装。審しん査さ員も、裸エプロンとか肉眼で見るのは史上初のはず。あたればデカイが……こければ大惨さん事じになる可能性もあるで？」


　脅おどすような口調でいう、ミリア。


　──が。そこで、アディが、気づく。


「アンタのメイド服と同じく……？」


　アディは驚いたような表情で、


「って事は……データもってるくせに、アンタも、わざわざノーデータの衣装でここ出てきたの？」


　不思議そうに、まじまじとミリアを見ながら聞いている。


「……ッ！」


　そこでミリアはなんか動どう揺ようしたようにサッと赤面し、


「そ、そんなことどーでもええやろ!?　ただ、アンタらごときに安全勝ち狙ねらうようじゃ、どうせ『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』なれへんと思って攻せめただけや！　覚かく悟ごしとけ……もっかい一○○点以上引き離してぶっちぎりで勝ったるさかいな！」


　そんなミリアの挑ちよう発はつに、


「あ……」


　アディは、一いつ瞬しゆん、キョトン、としたような表情を浮うかべていたが……


「な……なんやねん!?　なんかおかしいか!?」


　そのミリアの言葉に──


「……いや。……なんでもない。……上等よ、風神のミリア。アンタからの挑戦──受けてあげる！」


　アディは嬉うれしそうに笑い、対たい峙じ。


　バチバチ、火花散らすアディとミリア！


『さぁ盛り上がってきました、大将戦、トンさん、いかがご覧になられますか？』


『そうですね……いやこの二つは長年四天王選手権を見ていますが、一度も見たことのないコスチュームですよ。


　今日の結果次し第だいでは、どちらも今後のこの競技のスタンダードファッションと成なりうる……四天王選手権の歴史に残る勝負になるかもしれません』


　興奮気味にいう解説者トン。コイツ、こんなちゃんとした解説できるなら、普ふ段だんからもっとやれよ！


『まさかの素晴らしい解説ありがとうございました、トンさん。さぁ、それでは、最後のマイクパフォーマンス行きましょう。両選手、何かありますか？』


「……………………」


　その質問に、最初にマイクを受け取ったのは、アディ。


『少し手間取りましたが……ここでの勝利を足がかりに、私たちは優勝まで一気に駆かけ上がるつもりです。これからも応援よろしくお願いします』


　まだ勝負がついていないにも拘かかわらず、勝利宣言とも受け取れるコメントを残すアディ。対し、


『この勝負の為ために、何か月も前から準備してきました。四天王選手権は私たちの庭です。こんな一○○○年もこの大会見捨ててた連中に負けるとは思えません！　必ず勝ちます！』


　ミリアも真っ向から反はん撃げき！


　ワッ！　血の気の多いマイクパフォーマンス合戦に会場がさらに沸わく！


『ありがとうございます！


　さぁ、初見同士ということで、審査は難航しているようですが…………おっと！　きました！　手元に集計結果が届きました！』


　その瞬間、会場が水を打ったようにシン──と静まり返った。


　ぼく、ユキ、イグナレスは、ごくりと唾を飲み込み、顔を見合わす。


　ここで負けたら、人魔和平も、ぼくらのここまでの頑がん張ばりも、すべて水の泡あわ……そう考えると、本気で、震ふるえるくらい緊きん張ちようしてきた。


　頼たのむ……一点でいい。一点でいいから……勝っててくれ！


『それでは発表します！


　大将戦、雷かみなりのアーディンブルグＶＳ風ふう神じんのミリア。


　各おの々おのの魅力につけられた点数は……こうなります！』


　そこで発表された数字は……こうだ！









　四天王選手権二回戦第一試合大将戦


　コスプレ合戦採点結果発表。


　雷のアーディンブルグ……………四八五点。


　風神のミリア………………………四四○点。













　最終結果発表。





　累るい計けい得点


　最強四天王…………一六七○点。


　西の四天王…………一六六〇点。





　勝者…………【最強四天王】









『試合終しゆう了りようォォぉォぉ！』


　カンカンカンカンッ！　鳴り響ひびくゴングの音。


『決まりました！　四天王選手権二回戦第一試合、勝ったのは──最強四天王チーム！　三回戦、ベスト８に進出です！』


「おっ…………おっしゃああああああああ！」


　一回戦とは違ちがう意味でギリギリだった二回戦を抜ぬけ──セコンドのぼく、イグナレス、ユキは、喜びを爆ばく発はつさせた！


　うわ、なにこれ、やばい。今回は四体全員全力投球で勝ち取った勝利だからか……めちゃくちゃ嬉しい。いつのまにぼく、四天王選手権にここまで本気になってるんだ？


　リングの上では──戦い終え、再び対峙するアディとミリア。


　アディはふぅ、と安あん堵どの溜ため息いき。


　ミリアは、少し不満そうな表情だ。


「なんやねん……見る目ないな。どうみてもウチのメイド服のが可愛かわいかったのに……」


「確かに、悪くなかったわよね」


　そんなミリアに、アディは意外なコメントを寄せた。


「私も、こんなに点差つくとは思わなかったし……。もしかしたら、アイツら、露出度の低さで減点したんじゃない？　どのみち、あの審査員どものファッションセンスなんか適当よ。山田の意外な高得点みりゃ分かるでしょ。あんなもん五点ぐらいよ、普ふ通つうに考えて」


　そして何な故ぜか身内であるぼくをディスるアディ。いや、そんな悪かったの、あの格好……!?


「普通の審査員が座ってたら、もしかしたらアンタの点数四○○点台後半いってて、総合じゃ負けてるかも。今回私達が勝てたのは、運よ、運」


「……………………」


　まさかの賞賛の言葉が、相当予想外だったのだろう。


　ミリアは、憎にくまれ口をたたく余よ裕ゆうもなく、啞あ然ぜんと固まっている。


「だから、次回、またもっかいちゃんと勝負しましょう、ミリアクソガキ。大だい丈じよう夫ぶ。次の大会には、あんな腐くさった審査員誰だれ一人座らせないわ。私らが『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』になって……ああいう馬ば鹿か共は、今後全員、一人残らず大会から抹まつ殺さつするから！」


　アディは力強く言い切るが、


「ちょ……ちょお待てぇ！　い、今なんて？　ミリアクソガキって…………」


　ミリアは、驚いた顔でアディに詰つめ寄った。


　そのリアクションに──


　アディは苦く笑しよう。


「さっき、メイド服着て来た時の会話で、思い出したわ。アンタ……一〇〇〇年前、あの無茶な条件で毎回私らに挑戦してきてた……あのクソナマイキなガキでしょ？」


　その指し摘てきに、


「あ」


　ぼくの隣となりのユキが声をあげた。ん？


「な、なに？」


「思い出した──」


　いったのは、ユキ。


「あのコ…………最強四天王志望の女の子だ！」


　ビックリしたような表情で、ユキ。


「最強四天王志望!?」


「ウ、ウン。魔ま王おう軍最高戦力四天王の大ファン──特に、あっちゃんのファンだったらしくて。毎回、四天王選手権で、勝手に条件付きで挑いどんでくるの。どんな種目だろうと、もしあのコがあっちゃんに勝ったら……自分を五人目の最強四天王にしろって」


「五人目の最強四天王!?」


　なんか、イロイロおかしくないか、それ!?


「ま、まあ、あの時はあのコ、まだまだ子供だったから……ほんとにぜんぜん原形ないくらい」


　ミリアを見ながら、ユキ。


　あ……なるほど。それで、こっちのチーム、誰もアイツのこと気づいてやれんかったんか。


「ゴメンゴメン。あんたが、あんまりいい女になってたもんで……ぜんぜん気づかなったわ。元気だった？」


　笑え顔がおで聞くアディ。


　その瞬間──


　その瞬間だった。


　ミリアの表情が、くしゃ、とゆがみ──


「げっ……元気なわけ……あるか！　ウチが何年……アンタらを待ってたと思ってんねん！　アンタら次回戦おういうたまま……ぜんぜん出てこーへんかったやんけ！　アホンダラァッ！」


　そこで何かが爆発したように、ミリアはアディに詰め寄り、号ごう泣きゆうした。


「ウチ、ずっと待ってたんやぞ!?　今年は来る、今年は来るって！　せやのにアンタらまったくでてこーへんわ、その間に大会変なヤツらにのっとられてどんどんしょーもなくなるわ、挙句のはてに、やっと会ったと思ったら、ウチのこと忘れてるし……ひどすぎるわ！　慰い謝しや料りようもらえるレベルやで、これ！」
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「わ、わかった、ご、ゴメン。だ、だって、あれからずっと三人だったんだから仕方ないじゃない。そりゃ、アンタのこともたまには思い出してたけどさ。まさか今も出てるなんて予想しなかったのよ」


「鬼おに！　悪魔！　魔族！　弁べん償しようしろ！　弁償！」


　泣き喚わめくミリア。


「ちょ、ちょっと……山田！　ユキ！　何この状じよう況きよう？　どうすりゃいいのよぉ？」


「知らんがな……実際お前ら鬼だし。心行くまで泣かしてやれよ」


「じゃ、先いってるね、あっちゃん。ごゆっくり」


　さすがに疲つかれたので、一足先に控ひかえ室に帰り始めるアディ以外の三人。


　こうして、四天王選手権二回戦は……わりとハッピー（？）エンド風に幕を閉じたのであった。




　第三話　絶体絶命と四天王







「よしっ、これで二回戦も突とつ破ぱ……！　なんとか、順調だな」


　ミリアにつきまとわれてるアディより一足早く楽屋に戻もどったぼく、ユキ、イグナレスは、興奮冷めやらぬ精神状態のままミーティングを開始した。


　ユキが指折り数えて、


「これでベスト８。次勝てば、もう準決勝だし、いよいよ『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』もみえてきたね」


　自信満々にいう。


「それもこれも、二回戦ふんばってくれたアディとイグナレス……特にイグナレスのおかげだな」


　ぼくはいう。


「ぼくとユキは、あっさり負けてたわけだし……二回戦は、完かん璧ぺきに、あのイグナレスの新技？　がなけりゃ負けてた……」


　そこでぼくは、改めて、さきほど脳のう裏りをよぎった疑問を思い出す。


「そういえば…………イグナレス。お前、いつのまに、任意に女体化できるようになったんだ？」


　ぼくとユキの間で、無言で突つっ立っているイグナレス（まだ女のまま……ちなみに服装は、楽屋で普段着に着替えた後、委員会に返却というルールらしいので、ウェディングドレスのままである。ぼくだけ、一緒に歩くのが恥ずかしいといわれたので、ワイルド服の上に、学ラン羽織っていた……）に、ぼくは聞いた。


「あれは発ほつ作さみたいなモンだし、あの時、その発作自体も、そう頻ひん繁ぱんには起こらないってお前が…………」


　興味深いので、さらに突っ込んでぼくは聞こうとするが、


「ん……？」


　そこでぼくは、ふと首をひねった。


　ぼく、ユキと一いつ緒しよに、控え室に戻ったイグナレス。


　だったが。


「……………………」


　イグナレスは、さっきから、ぼくとユキの会話に、一向に入ってこようとしない。


　突っ立ったまま、俯うつむいて、案か山か子しのように黙だまりこくっている。


（そういえばコイツ…………よくよく思い出してみると。さっきの試合も、途と中ちゆうから、なんかほとんど喋しやべってなくなかったか……？）


「？　いっくん、どうかした──」


　そしてほぼ同じタイミングで同じような胸むな騒さわぎがしたらしいユキが、少し怪け訝げんな顔でイグナレスの肩かたにぽん、と触ふれる。


　瞬しゆん間かん。


　グラ──イグナレスの身体からだが、いきなり、横よこ倒だおしに大きく傾かたむいた！





「!?　お、おい……イグナレス!?」


　たまたま、ぼくがいた位置が良かった。


　ユキに押されたイグナレスが、崩くずれた塔とうのように力なく床ゆかに向かって倒れこんだのを、ぼくはすんでのところで横から支えようとする。が──


「熱あちちっ!?」


　思わず声が漏もれる。


　倒れてきたイグナレスの身体は、鎧よろいで作られたウェディングドレスが熱ねつされたフライパンに感じられるくらい……尋じん常じようじゃなく熱されていた！


「お、おい！　大丈夫か、お前!?　何だこの熱さ!?」


「だ……大丈夫……だ」


　そんな中、どうやら意識はあったらしいイグナレスが、まったく大丈夫に見えない苦く悶もんの表情でそう呻うめいた。


「さっきの強制性別転てん換かんの新技は、まだ未完成なんでな……。どうも、副作用で少し熱が出てきたようだが……なぁに、オレは焰ほのおのイグナレス。この程度の熱、どうということは……」


　などと、イグナレスは強がってはいるが……


　ジュウウウウウウ！　イグナレスの全身からは、自らの衣服すら燃やすほど体内の温度が上じよう昇しようしているのか、いよいよ煙けむりが立ち昇のぼり、


　フッ──。


　次の瞬間。精神が限界を突破したように、いきなりイグナレスは顔から表情を消し、ぼくに向かっておもいっきり倒れこんできた。


「オ、オイ！」


　動かなくなったイグナレスの身体は、しかし、さらに高熱化。


　とんでもなく熱く熱された鉄棒のようになり、次し第だいにそこから、熱風すら吹ふき荒あれ始めた！
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「う・お・お……!?　し……死ぬ！　ユ、ユキ！　お前の氷でなんとかしてくれ！」


　本気で生身の人間が耐えられる熱さじゃないので、ぼくはなりふり構わずユキに助けを求めるが、


「む、む、むりっ！」


　ユキは、イグナレスに両手を向けながら、慌あわてた様子で叫さけんだ。


「さっきから、凍こおらせようと冷気送ってるんだけど……ぜんぜんいっくん凍ってくれない！　あとからあとから溶とけていっちゃってるんだと思う！」


「な、何ぃ!?」


「もっと全力全開でやればなんとかなるけど……それだと、やっくんといっくん死んで、この会場自体、凍っちゃうかも……それでもいい!?」


「い、いいわきゃねーだろ!?」


　熱死も凍とう死しもどっちも嫌いやだ！


　両者、もっと小回り利く方法使えないのかよ……!?


「そ、そうだ……この大会、医務室とかないのか!?」


　そこで、ぼくは思いついた。


「あ、ある！　医務室、あるよ！」


　熱風の中、叫んで答えるユキ。


「確かに、あそこなら、魔ま界かい中の劇薬揃そろってるから、何かいい薬もあるかも……！」


「よ、よし……！」


　ぼくは頷うなずき、そしてゆっくりイグナレスの身体をユキに預けた。


「ひとっ走りいってくる。それまで頼たのんだぞ、ユキ」


「う、うん。急いで。このままの勢いで熱くなってっちゃったら、いくらいっくんでも、溶けてなくなっちゃうかも……！」


（クソ……無理しすぎだろ！　この野や郎ろう！）


　確かにあのままじゃ負けてたの確定だったけど……その後死にかけてどうするよ！


　ぼくは控え室の扉とびらを開け、薬を求めて、全速力で医務室へ向かって駆かけ出した！





　　　　※




　廊ろう下かにあった場内案内図によると、医務室は、案外ぼくらの部屋のすぐ近くだった。


　ぼくは、全力で廊下を抜ぬけ、そして医務室の前に辿たどり着くと、その扉を全力でノックした。


「す、すいません！　四天王選手権に出場してる、最強四天王の山やま田だと申しますが──誰だれかいらっしゃいますか!?」


　聞くが──


　シーン。


　中からは、物音一つしなかった。


「す……すいませーん！」


　念の為ため、再度叫ぶが……やはり、反応ナシ。


（な、なんだよ……留守だってのか!?　この一大事に!?）


　こうなったら、この扉蹴け破やぶって、何かめぼしい薬だけでも持って帰るか──!?


　過激な決意をし、扉を睨にらみ付ける、ぼく──


　が、その時。


「無茶しないほうがいいよ」


　ガチャッ。


　唐とう突とつなタイミングで、扉が開いた。


「キミ、いろいろ狙ねらわれてるから……何かやると、失格扱あつかいにされちゃうかもしれないし」


　優やさしい声と共に中から姿を現したのは、白いローブに身を包んだ、金きん髪ぱつの、糸のように目の細い、穏おだやかなオーラに包まれた優男。


　一見、人間と見まごうばかりの、魔族らしさのない風ふう貌ぼうだが……一つだけ違ちがうのは、額に、もう一つ小さな瞳ひとみが埋うめ込まれていることだ。


（だ、誰だ……？）


　コイツが医者か……？


　そのわりには、なんとなく登場の仕方が奇き妙みように思え、ぼくは一瞬固まっていたが、


「しかし、キミが山田か。こうして挨あい拶さつするのは初めてだね」


　その固まるぼくに、男は、にこやかな雰ふん囲い気きのまま、さらにすらすらと話しかけてきた。


　な、何だコイツ……ぼくのこと知ってるのか……？


「えっと…………」


　立ちすくんでいると、


「あれ？　ぼくのこと知らない？　おかしいな、アディ達から聞いて……るワケないか。僕自身、もう随ずい分ぶん会ってないからなぁ」


　男は一人で自じ嘲ちよう気味に笑う。アディ達とも知り合いなのか……？


「……っと。そんな四よ方も山やま話ばなししてる場合じゃないか。山田。君、なんか用があって医務室ココに来たんじゃないのかい？」


　男は、そこで、ふと思い出したようにぼくにそう聞いてきた。


　あ。そ、そうだった。


　なんかいきなりの登場にちょっと動どう揺ようしてしまったが、


「そ、そうなんです。実は、仲間の一人が高熱で倒れまして……」


「イグナレスか……。う──ん、わかった。ちょっと待ってて」


　男の理解は素す早ばやかった。


　男は、踵きびすを返し、医務室の中へ入り、


「実はね。この医務室、今、担当の医師が留守なんだ」


　何かごそごそ棚たなを漁あさりながら、とんでもない真実をぼくに発表してきた。はあ!?


「え!?　じゃ、じゃあ、貴方あなたは？」


「ぼくも、君らと同じただの四天王選手権の参加者さ。とはいえ、一いつ般ぱんの参加者じゃないから、正確にはまったく同じ、ともいえないんだけど…………」


　男はそういいながらも、ごそごそ棚を漁り、


「おっ!?」


　そして、明らかに何かを発見したような声をあげる。


「あった。魔界で一番強力な熱さまし〝リーフ六三〟。副作用がちょっと強いけど……アイツの熱しずめるには、これくらい必要だろう……」


　そういうと男は、ぼくに向かって無造作にポイッ、と薬くすり瓶びんを放ほうり投げてきた。


「うおっ……」


「瓶ごともっていっちゃダメだよ」


　そして男は、再びぼくの前に顔を出し、


「君らは狙われてる。飲ませる分だけもっていって、一ひと粒つぶ残さず飲ませるんだ」


　そう忠告。


「五、六粒飲めば、いくらイグナレスの熱暴走でも、一～二時間で十分収まるだろう。


　その間、イグナレスは副作用で死んだように眠ねむり続けるけど、仕様だから、起こしちゃダメだぞ。薬の効果半減して、また熱がぶり返してくるから」


　男はさらにテキパキ薬の用法・用量を説明してくれるが……


「い、いや、あの！」


　いい加減つっこんだ。


「あ、あの。確かく認にんなんですけど。貴方、医者ではないんですよね!?」


　念の為、もう一度確認する、ぼく。


「？　違うよ？」


「いや、あの……だったら、ここで何してるんですか!?」


　な、何なんだ、コイツ!?　まったく信用おけねー！


「ご親切にして頂いて恐きよう縮しゆくですけど……ぼく、ここで、医者が帰ってくるのを待って、ちゃんとした薬もらいますので。どうぞお構いなく。空き巣続けるなり、どっか逃とう走そうするなり、お仕事続けてください」


　ぼくは警けい戒かい心もあらわに、一歩下がってそう宣告するが…………


「………………」


　そんなぼくに、男は、


「……〝知ち〟の山田としては、正解の反応、といいたいところだけど。医者を待つ？　その結果、どうなるか、知ってて話しているのか？」


　そんな意味深なことをいってきた。


　そして男は続けて、ぼくの腕うでをグイッとつかみ、やおら強引にぼくを医務室の中へ引きずり込む。


「な、なにを──」


　いきなりの行動に、ぼくは一いつ瞬しゆん相当狼ろう狽ばいしたが──


「…………え？」


　次の瞬間、その狼狽は、霧む散さんした。


　ぼくが引きずり込まれた先、医務室。そのデスク上。


　そこにおかれていたのは……四枚の用紙。


　その用紙には、見慣れたアディ、ユキ、イグナレス、そしてぼくの顔が描えがかれ、何な故ぜか赤字で大きくバッテンがついている。


「これは、ぼくらの資料……？　何で、まだ来たこともない医務室に、いきなり、ぼくらの似顔絵つき資料が……？」


　意味がわからずぼくはつぶやくが、


「だ・か・ら。目をつけられてるっていってるだろ？　君達〝最強四天王〟は、さっきの二回戦で、四天王選手権の関係者に完全に目をつけられてるんだよ。大会の和を乱す〝招かれざる客〟としてね」


　困ったように男は再度説明。


「目、目をつけられてる……？　何でですか？」


「何でって、当然だろ」


　呆あきれたように男はいう。


「四天王選手権はここ一○○○年、少しずつ、少しずつ、大会関係者にとって都合のいい大会になっていたんだ。


　大会プログラムの情報を横流しすれば、大会スタッフはいい小こ遣づかい稼かせぎになるし。


　逆に参加者は、実力がなくても、財力さえあれば地位と名声を手に入れられる環かん境きようを得ていた。スポンサーはスポンサーで、以前とは違う、純じゆん粋すいに自分たちの趣しゆ味みを満たすような競技種目を楽しめてたし……


　そうやって最近の四天王選手権は、主しゆ催さい者しや、参加者、関係者、みんなで協力して、この態勢を維い持じし続けようとしていたんだよ。できるだけ、永遠に。


　それを君らは、あっさりブチ壊こわし始めた」


　嘆たん息そく交じりに、男。


「いまや出場者全員がやってる、関係者買収による大会プログラム入手の行程を無視。


　審しん査さ員に金を渡し、事前に趣味嗜し好こうを調べるという基本すら無視し、その場の思いつきのみで戦せん闘とう開始。ここ一○○○年一度もなかったマヌケな光景だ。


　にも拘かかわらず…………勝った」


　そして男はぼくを見ながら、こういうのだった。


「みんな怖こわくなり始めたんだよ。君らが優勝して、この居い心地ごこちのいい空間を壊してしまうんじゃないかってね。だから、みんな、君らに目をつけ始めた。早めに悪い芽をつんでおくために」


「そ、そんな無茶苦茶な……」


　ぼくは呆れた。


　だ、だって、ってことは、大会で唯ゆい一いつ、真ま面じ目めに戦ってるのってぼくらだけってことだろ!?　それが何で……むしろ、厄やつ介かい者ものみたいなポジションに収められようとしてるんだ!?


「これで、自分の置かれてる状じよう況きようがわかっただろ？」


　そして男は嘆息まじりにいう。


「その紙は、君らにかけられた懸けん賞しよう金を示す手配書さ。ここのオヤジに相談なんかしてみろ。オヤジは狂きよう喜きして毒薬出してくるぞ。ここのオヤジは、この大会で得る賄わい賂ろで一年食ってるような屑くず中の屑だしね」


「そ、そんな……」


　ぼく、絶句。


　医務室の先生にまで狙われたら……今後怪け我がした場合、ぼくら、一体誰だれに癒いやしてもらえばいいんだよ!?


「だから、とにかく今はそれを使うといい。大だい丈じよう夫ぶ……今この瞬間は、ぼくは味方だ。ここで君達に負けられると不都合もあるんでね」


　そして男は、さらにそんなことを白状しだした。今この瞬間はぁ……!?


「心配ならユキに確認すればいい。薬の知識もあるし、モノを解かい析せきするのは昔から得意だから、薬が本物かどうか分かるだろ。


　じゃ……ぼくも、そろそろいくから。君も早く用事済ませて出たほうがいいよ。そろそろ医務室のオヤジが帰ってくるだろうし……」


　男はぼくの反論などハナから聞く気もないらしく、慣れた手つきで平然と部屋中の自分の指し紋もんをふき取り、


「それと、あの薬飲ませる飲ませないは君の自由だけど。正直、できるだけ急いだほうがいいよ。たぶんイグナレスアイツそろそろ限界だろうし……じゃねっ」


　なんだかんだぼくの気持ちを煽あおるだけ煽っといて、そのまま颯さつ爽そうと医務室から逃走していった。


「お、おい！」


　取り残されたぼく、呆ぼう然ぜん。


　な、け、結局なんなんだアイツは……!?


　完全に振ふり回されてしまったが……


　──呆ほうけているヒマはない。


「やっくぅん、は、早く！　いっくんが溶とけちゃうよぉぉぉ！」


　廊ろう下か伝いに、ユキのマジで焦あせった声がぼくのところまで飛んできた。


　声の調子からすると、いよいよ、さっきより本気でヤバイ様子だ。


（くそ……。とりあえずユキに、この薬でいいか見てもらうか……？）


　ぼくは少し迷った末──


　預かった薬瓶に手を突つっ込み、錠じよう剤ざいを手にすると。


　そのまま、全速力で、自分達の楽屋に帰き還かんした──！





　　　　※




　結局──あの男のいうことは、真実だったらしい。


　イグナレスは、ユキがつくった氷のベッドの上に寝ねかされ、ミリアからようやく解放されて帰ってきたアディがどっからか持ってきたというピンクの布ふ団とんをかぶって眠っていたが。


　ユキがこの薬で大丈夫というので、そこで持ち帰った薬を苦しむイグナレスに飲ませると、すぐにスッ──と安あん堵どの表情を浮うかべ、そのまま、一気に熱量を消し深い眠りについてくれた。


「ふ──ん」


　そして、イグナレスを寝かせ、全員普段着に着替えたりした後。アディとユキに、ぼくの、男との遭そう遇ぐう談を打ち明けると、二人ともキョトンとした表情をとった。


「そいつ。じゃあ結局、アンタのこと助けてくれたんだ？」


「うん。名前は聞いてないけど……そういや、向こうは、お前らの知り合いだっていってた。また昔の対戦相手かもな」


「ふ──ん」


　怪け訝げんそうに顔を見合わせる、アディとユキ。


　まぁ……アイツも四天王選手権の参加者だっていってた。お互たがい勝ち上がればそのうち激げき突とつするだろうし。その時顔を合わせればアデイ達が誰か思い出してくれるだろう。


　というわけで、アイツの正体自体は別にいいんだけど。それより問題は…………


「それより、ソイツのいってた、〝私達が目をつけられてるから気をつけろ〟って情報のほうが気になるわね」


　──と考えていると、どうもアディも同じ考えに至っていたらしく、そうつぶやいてくれた。


「もしそれがホントなら、何やられるかわかったもんじゃないし。三回戦、ちょっと今まで以上に苦戦するかもね……！」


　と、深刻な表情で、アディ。


　そう、そうそう、その通り。


　大会関係者全員敵に回してるってことは、運営やら審しん判ぱんやらも敵に回すってことで。これは警戒するに値するだろう！


　……と思ったんだが。


「でも……私達のポリシーはひとつ！」


　一瞬でも喜んだぼくがアホだった。


「そういう卑ひ怯きような小細工まっこうから全部受け止めて、はね返して、なんだかんだいっても圧勝する！　私達のポテンシャルを見せ付ける！」


「さ、さすがあっちゃん！　あっちゃんカッコいい！　一生ついてく！」


　アディは相変わらず一見豪ごう傑けつキャラまっしぐらだし、ユキはマインドコントロールでもされてんのかってくらい目を輝かがやかせてそんなアディをキャッキャ褒めるだけだった。


　お前ら……魔ま族ぞくのクセに、なんでそんな〝正々堂々〟が大好きなの!?


　まぁ、でも……。


「……………………」


　氷のベッドで寝ている女イグナレスを見て、ぼくは思わず口をつぐむ。


　コイツみると、なんもいえないか……。


　小細工なしで勝つって馬ば鹿か正直なこのチームのこだわりを、イグナレスは命まで懸かけて継けい続ぞくさせた。


　正直、ぼくは知の山田だし、あんまり柄がらじゃないんだけど……ま、イグナレスコイツに免めんじて、少なくとも三回戦は、コイツらのこのバカバカしいポリシーにつきあってやるか……。


「さ、じゃ、そろそろ私達も休みましょっか」


　そんな中、アディがあくびまじりに提案する。


「私達、第一試合だったから……たぶん三回戦まで、三、四時間は休めんでしょ」


「そうだね……。三回戦以降は、チーム数も減って、どんどん試合間かん隔かく短くなるし。今、ゆっくり休んでおいたほうがいいね」


「イグナレスも、三時間あれば、余よ裕ゆうで起きてるだろうし……イグナレスも加えて、全員絶好調で三回戦に突とつ入にゆう。それなら、どんな小細工きたって余裕で突破よ」


　余裕綽しやく々しやくの表情で宣言するアディ。


　ぼくはこの時、まだ気づいていなかった。


　過去……四天王人気投票の時といい。


　さっきの四天王選手権二回戦といい。


　アディが余裕の表情で〝楽勝でしょ〟などとタカをくくると……その後、絶対、ロクでもないことが起こっていたという法則に。


「んじゃ、わたし、一休みするから。誰か試合になったら起こしてね」


　ふぁ、とあくびをしながら、部屋の床に体育座りし、眠ねむろうと俯うつむくアディ。


　が、予想外の出来事が起こったのは──


　その、わずか、四秒後のことだった。





　　　　※




　ガガガガガガガガ！


　まるでマシンガンでも乱射してるような小刻みな騒そう音おん！


　たった今寝ね入いろうとしたアディ、そして気を抜ぬいていたぼく、ユキも、ビクッと身体からだを震ふるわせた。


　ガガガガガガガガ！


　再び鳴り響ひびく騒音。


　見ると、どうも、控ひかえ室の扉とびらを、誰かが激しくノックする音だった。


「オォイ！　いねぇのか！　アディ、ユキ、イグナレス、山田！」


　そして続けざま、扉の向こうから聞こえてきたのは、どこかで聞き覚えのある、威い勢せいのいい女の声。


　その声に、ぼく、ユキ、アディは青ざめた。


　こ、この声──あのお方の声じゃないのか？


　気づいたぼくは、慌あわてて、まるっきり師し匠しように対するお弟で子しさんのような青ざめぶりで、控え室の扉を思い切り開く。


　そこにいたのは、息せき切らし、ぼくらのほうをにらみつけている黒くろ髪かみショートのスタイルのいい女性。


　ぼくら直属の上司、魔軍司令官ベラドランナ。通つう称しようベラ。


「べ、ベラ様……??」


「な、何な故ぜここに？」


　思いがけない来客に、ぼく、アディ、ユキは、困こん惑わくしつつ、一応あわてて跪ひざまずこうとするが……


　そんなぼくらを見て、たまたま運悪くちょうどいい距きよ離りにいたユキに、問答無用に一発拳げん骨こつを食らわし、そしてそこで堰せきを切ったように、ベラはぼくらに怒ど鳴なりつけるのだった。


「な、何故ここに……じゃねぇ！　テメェら、何してやがる！　このまま、マヌケに不戦敗になるつもりかよ!?」


　完全にキレた口調で確かく認にんするベラ。


「ふ、ふせんぱい……？」


　その言葉の意味を、ぼくらは一瞬理解出来ないが──


　次のベラの言葉で、ようやく自分達がどういう状じよう況きように追い込まれたかを理解する。


「そうだよ！　もう三回戦が始まってて、お前らずっと呼ばれてんだよ！


　いつまでたっても出てこねーから、会場も放送席も完全に苛いら々いらしてる。何焦じらしてんのかしんねーけど……いい加減にしねーと、マジで試合放ほう棄きで不戦敗になんぞ!?」


　焦った表情で忠告してくるベラ。


　はあ!?


　いや、不戦敗って……ぼくら、たった今、二回戦の激げき闘とう終えて控え室帰ってきたばっかりなんですけど!?


「いい訳はいい！　不戦敗なんかされたら、オレの指導不足ってことになっちまうだろう！　勝ち負けなんかどうでもいいから、とにかく、とっとと会場に向かえ！」


「え、ええぇぇ……？」


　余りにも理り不ふ尽じんなお叱しかりに、ぼくらはワケがわからず顔を見合わせるが……


「ま、まぁ……とにかくいってみましょう。何かの間ま違ちがいでしょうけど。その間違い指し摘てきする前に不戦敗にされたんじゃ、悔くやんでも悔やみきれないわ」


　アディのいう通り、抗こう議ぎするにもいかなきゃ始まんないんで、ぼくらは決意。


　抗議しにいくつもりであって、戦う気なんて毛頭ないので、当然、イグナレスは置いていく。


　その行こう為いが後に自分達の首をどれほど絞しめることになるのか……


　この時のぼく達は、何一つ、気づけていない。





　　　　※




『おぉっと、最強四天王、今いま頃ごろ出てきました！　魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４でもないのにこの傲ごう慢まんな態度、さすが最強を名乗るだけのことはあるということでしょうか……？』


　実じつ況きようがそんな嫌いや味みを放ち、


　ブゥゥゥゥゥゥゥゥ！


　観客が、いつまでまたせるんだのブーイングを浴びせかける！


　会場入りしたぼくらを待ち受けていたのは、そんな、既すでに予想以上にヒートアップしている会場の空気。


「な、何ぃぃ……!?」


　なんか、完全に戦う空気になってる会場の雰ふん囲い気きに、ぼくら動どう揺よう。


「ちょ、ちょっと……待ちなさいよ！」


　そんな中、かろうじて抗議してくれたのは、ウチで最高のクレーム能力を保持する四天王、雷かみなりのアーディンブルグ。


『三回戦って……どういう事よ！　三回戦も何も、今、私らやっと二回戦終わったばっかりじゃない!?』


　当然のように審判のマイクをひったくり、放送席に抗議を繰くり出すアディ。


『私ら第一試合だったし。他ほかの連中の二回戦考えたら、あと、三、四時間は休きゆう憩けいあるハズなんじゃないの!?』


『不測の事態につき、大会プログラムを一部変へん更こうしてお送りさせて頂いております』


　と、実況は恐おそろしくクールな声でそういうが……


　ん？


　ぼく、アディ、ユキはそこで同時に気づく。


　さっきは気づかなかったが……実況の〝声〟が変わってる。


　二回戦までの、あの無む駄だにアツい男の声ではなく……どこか距離を感じさせる、冷静な大人の女性の声だ。


『だ、誰だれよ、アンタ？　さっきまでの名物実況者リンさんは？』


　アディが、少し困惑したように聞いているが、


『おうちにお帰りになって頂きました』


　新実況者、さらりという。


『大会の新しい運営方針にご納なつ得とくいただけなかったので。スムーズな試合進行の妨さまたげになるスタッフは四天王選手権には不要ですから。


　というわけで三回戦以降は、私、シャルロッテが二代目実況者として大会を仕切らせて頂きます』


　有う無むをいわせぬ口調で宣言するシャルロッテ。


　ワ、ワァァァ……？、と、観客席も、若じやつ干かん困惑気味の歓かん声せいをあげている。


（お、おいぃ……）


　ぼくらはギョッとする。


　もしかして、リンさん、このプログラム変更にたてついて、どっかトバされたんじゃないだろうな……？


『解説はそのまま。うっかり解説でおなじみ。当代随ずい一いちの解説者、スケルトン族のトンさんです。引き続き、常識ある解説をお願いしますね、トンさん』


『は、はい……』


　若干圧おされるような雰囲気で、トンさん。おいおい、トンさんにまで、なんか上からの言論弾だん圧あつみたいなのかかってないか!?


　……まぁ別に放送席の連中は知り合いでもなんでもないんだが……！


『さて、話を戻もどしましょう。現在、四天王選手権は、不測の事態につき、一部大会プログラムを変更させて頂いております』


　そんな中、シャルロッテが、何事もなかったように試合進行。


『二回戦第一試合。最強四天王ＶＳ西四天王のカードの、ひとつ後の対戦カード終しゆう了りよう後ご。不可思議なトラブルが起こりまして。


　二回戦で使う衣い装しようが、一つ残らず全焼してしまったのです』


　堂々と言い放つシャルロッテ。は、はあ!?


『これはまさに不測の事態。二回戦には、あれらの衣装が絶対必要……。しかし、あれだけの数の衣装を新たに調達するには、最低でも一、二時間はかかる。


　ですから、その待ち時間の間。現在、既に二回戦を終え、三回戦まで勝ち上がっている二チームに、先行して三回戦を行ってもらうことになりまして……』


『ちょ、ちょっと待ってよ！』


　当然、納得いかないように、アディ。


『こっちは、もう、元の大会プログラムで試合進むと思って、一体休ませてんのよ！　それを今いま更さら急に……！』


　アディはなお食い下がろうとするが、


『残念ですが、ありとあらゆる状況に対応するのが、真の四天王……！　試合不能の選手がいる場合、残りのメンバーで試合を行って頂きます。これは運営委員の定めたれっきとした正規のルール。ご納得いただけない場合、選手はプログラム妨ぼう害がいで退場となります。ご了りよう承しよう下さい』


　シャルロッテはとりつくしまもなく、いう。


　ご、ご了承できるかぁぁ……！


　残りのメンバーってことは、最初から、一人少ない状況で試合するってことだろ!?


四天王選手権で一人少ないの……致ち命めい的てきじゃないか！


　ぼくは依い然ぜん、あまりにも理不尽な展開に啞あ然ぜんとしていたが……


「…………どーやら、やるしかないようね」


　一足早く前を向いたのはアディだった。


　アディは、嘆たん息そく交じりに、案外あっさり、実況者のいうプログラム変更を受け入れた。


「アディ……？」


「やらないと退場って運営がいうなら、やるしかないでしょ……？


　あんたのいってた男のいう通り。確かにこりゃ、完全に運営敵に回してるわ……。どうにかして、私らに少しでも不利な状況で戦わせたいみたいだし」


「たぶん、やっくんが薬を持っていったのを、どこかでスタッフが見てたんだね」


　同じくユキも、嘆息気味に、何かを諦あきらめたような声でそう呟つぶやいた。


「それで、少なくとも一体、数時間は起きれないこと知って、慌あわててプログラム変更した。三体なら負けるだろうって」


「そ、そういうことか…………！」


　ユキの言葉で、ぼくはようやく事態を正確に把は握あくする。


　そうか……これ、偶ぐう然ぜんじゃなく。


　運営が仕組んだ露ろ骨こつな〝最強四天王潰つぶし〟の一いつ環かん……！


　ぼくらを潰すためだけに、ここまで、強引に、プログラムを変えてきた……！


「たぶん、試合前誰も呼びにこなかったのも、偶然じゃなく意図的に、でしょうね」


「手段選ばずってかんじで、なんかヤダねー」


「き、汚きたねぇ……」


　改めて触ふれた今の四天王選手権の暗い部分に、ぼくは怒いかりというより驚おどろきを覚えていた。


　人（魔ま族ぞくだけど）って、自分の私し利り私し欲よく満たす為ために、そこまで卑ひ怯きようなことできるのか!?


　魔族はみんなピュアかと思ってたけど……どうもそうじゃないみたいだ。


　人界にも、魔界にも、許し難がたい外道は存在する……！


「しゃあないわよ。これが今の四天王選手権の、ほんとの姿。変えるには、私らが優勝して、根本からやり直すしかないわ」


　そして静かに怒おこっているらしいアディは、再びいうのだった。


「行きましょう。行って、汚きたない運営委員会のやり口なんか覆くつがえして、予想裏切って、勝つ」


「そうだね……。ここで負けたら、いっくんの頑がん張ばりも無駄になっちゃうし……。せめてかえってくるまで、負けるワケにはいかないよ」


「……そうだな。今回だけは、絶対勝つ！」


　委員会への怒りを触しよく媒ばいに、珍めずらしく、ぼく、アディ、ユキのモチベーションの足並みが揃そろった。


　こうして、イグナレスを欠いたまま、予想外のほぼ連戦、圧あつ倒とう的てき不利な三回戦が幕を開ける──！





　　　　※




『それでは、両チーム、まずはオーダー表を作成、審しん判ぱんに提出してください』


　問答無用で三回戦は始まった。


　三回戦は、種目発表前にオーダーを決定し、審判に提出するらしい。


　二回戦の時と同じく、審判からオーダー表がぼくらに配られる。


（これ、いきなり、ウチが不利だな……）


　そのオーダー表を見て、ぼくは早くもそう感じた。


　こっちは、次がどんな種目か見当もつかないし、なによりウチの先せん鋒ぽう欄らんには、









　先鋒・焰ほのおのイグナレス（不戦敗）









　と、イグナレスの名前が問答無用に明記され、既に黒星扱あつかいとなっていたのだ。


　これでイグナレスの途と中ちゆう参戦の可能性も潰ついえた……！


「よし……！　んじゃ、まずは私がどんな種目か様子見るわ」


　そんな中でも、ぼくらは前進する。


　まず次鋒──事実上の先鋒に名乗りをあげたのは、ウチの切り込み隊長、雷かみなりのアーディンブルグ。


「最初から全力でいって、いけるとこまでアタシで勝つ」


「よし……なら、次はぼくが行こう」


　そして副将にはぼくが名乗りをあげた。アディからの情報をフィードバックして活いかせると思うし、そしてさらに自分の情報を後続のユキにも伝えられるしな。


「大将頼たのむぞ、ユキ」


「わかった……！」


　ユキ、神しん妙みように頷うなずく。


「わたし、今回の四天王選手権、実はまだ一勝もしてないし。そろそろ真価を発揮しないとね」


　わりと悲ひ壮そう感たっぷりにいう、ユキ。


　あ、そういやユキ、一回戦棄き権けんで、二回戦は例の惨ざん敗ぱいだったし……まだ一回も勝ってないな。別に誰も気にしてないのだが……ま、まぁ、なんにせよ、意気込みが大きくなるのは悪いこっちゃないだろう。


　というわけで、三回戦のオーダーは、


　イグナレス（不戦敗）


　↓


　アディ


　↓


　山田


　↓


　ユキ


　に決定した。


　そして念の為、妙みようなルールが追加されたりしてないか、三体で執しつ拗ようにオーダー表の注意事じ項こうの欄を見返した後、ぼくは、審判にオーダー表を届けにリング上にあがる。


　すると──そこに、一体の魔物が立っていた。


　かなり小こ柄がらな──半ズボンに半そでという小学生のようないでたちに、何な故ぜかマフラーを巻いた、いかにも──小物臭しゆうのする男。髪かみ型がたが、漫まん画がの金持ちキャラにありがちな、一体どうやってセットしてるのか不可思議なくらい横方向にトンガって伸のびている。ス○夫かよ……！


「……な、何か用ですか？」


　完全に進路上にいるそのス○夫に、ぼくは困こん惑わくしながら聞いてみた。


　ここにいるってことは……今から対戦するチームのメンバーだよな？


「くっく……礼をいいたくてね」


　そのス○夫は、開口一番、くつくつとこちらを小こ馬ば鹿かにするような、嫌いや味みたっぷりな笑えみと共にいきなりそう言い放った。はあ？


「れ、礼……？」


「ああ。対戦カードの都合上、一回戦で勇者四天王、二回戦で卵四天王と、二戦連続で優勝候補と激げき突とつしていてね。正直、ウチのチームは消しよう耗もうしきっていたんだ……」


　ニヒルな笑みと共にス○夫はいうが、いや、勇者四天王と卵四天王ってどんな四天王だよ!?　しかも優勝候補だったの!?


「だから、次がキミらで助かった。運営にたてついてる話題の馬鹿共……最強四天王。君らが相手なら、ぼくらは自動的に勝ちが約束されているようなものだからな」


　前髪をいじりながら、意味深なことを言い捨てる魔界のス○夫。


　自動的に勝ちが約束されてる……？


「ど、どういう……！」


　ぼくはその言葉をさらに追つい及きゆうしようとするが、


『山田選手、オロゴン選手。両者とも、オーダー表提出は完かん了りよういたしましたでしょうか？　それではこれより、四天王選手権三回戦第一試合、最強四天王ＶＳ海かい神じん四天王の試合を開始させて頂きます』


　それを遮さえぎるようにシャルロッテが宣言、ウワァァ、と会場が沸わき、


「……フン。後は自分で考えるんだな」


　結局、男……オロゴン？　は、ぼくにそれ以上何も教えず、オーダー表を審判に手て渡わたし自分のセコンドに引っ込んでいった。


　クッ……！　なんなんだ？　前の実じつ況きようなら、多少ルール違い反はんでも、面おも白しろがって放置してくれたからけっこう話し込めたし、もう少し追及できたかもしれないのに……！


　気になるが──


「山田！　何してんの!?　はやく審判にオーダー表渡してよ！　失格になるでしょ!?」


　アディから叱しつ責せきの声が飛び、ぼくは慌てて少し冷静になった。


　た、確かに……それくらいの不ふ手て際ぎわで、容よう赦しやなく減点・失格にされかねない状じよう況きように、ぼくらいるしな。


　さっきの一言は気にはなるが──振ふり回されてる場合じゃない。そもそも、そうやってぼくを混乱させる為のブラフだったかもしれないし。


　どのみち真相がわからないなら、下手に考えず目の前の試合に集中しよう。


　ぼくはとりあえず審判にオーダー表を渡し、そのままリングを降りる。


　すると間かん髪はつをいれず、


『まずは三回戦の対戦種目とルールを発表いたしましょう』


　シャルロッテの説明が始まった。


　この説明は、ぼく、アディ、ユキにとって凄すさまじく重要だ。


　ただでさえ一体少ないぼくらは、あまり得意としない分野での対戦種目がくると、今度は誰だれも打開策を立てられず、そのままあっさり負けてしまうかもしれないし。


　ルールも、二回戦のように四体合計の得点を競きそうような競技だと、ぼくらは圧倒的に不利だ。


　反対に、一回戦のように勝ち抜ぬき戦なら、誰かが連続で勝ち抜いたりして勝機はある。


　良い目が出るのを祈いのるしかない。


　神妙な表情で耳をそばだてていると、


『まず、三回戦の対戦種目は──こちらになります』


　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後、パッ。いつもの会場大型パネルに、文字が表示される。


　そこに書かれていたのは──









　四天王選手権三回戦対戦種目→【ゲーム対決】









　……こんな文字。


「ゲ、ゲェム…………??」


　ザワッ……ザワつく会場内。


　思いがけず表示されたその文字に、ぼく、アディ、ユキは、思わず顔を見合わせた。


　ゲームってあの……ファミ○ンとか、そういう意味のゲームか……？


　と思っていると。


『この場合のゲームというのは、広義の意味の遊ゆう戯ぎ、という意味ではなく、この会場の大型パネルと、専用のゲーム筐きよう体たいを利用した、いわゆるＭＡＤＥ　ＩＮ　ＪＩＮＫＡＩのゲームを利用した戦いとなります』


　実況者シャルロッテが、淡たん々たんとルールを補足。


　おおっ!?


　その言葉に──ぼくらは、にわかに活気づいた。


　ＭＡＤＥ　ＩＮ　人界ゲーム……特にファミ○ン周りなら、ぼくは勿もち論ろん、アディ・ユキも魔ま界かいトップクラスの経験者ということになる。


『四天王たるもの、侵しん略りやく相手のテクノロジーへの理解度も不可欠ですからね。この競技が採用されました』


　さらにシャルロッテは説明を続け、


『ルールは、勝ち抜き戦。さきほど提出して頂いたオーダー表の順に一体ずつリングにあがってもらい、そこでこちらで用意した対戦ゲームで戦せん闘とうして頂きます。勝負は二本先取した選手の勝利』


「か、勝ち抜き戦ッッ……！」


　さらなる追い風情報に、ぼくらはさらに勢いにのる。


　ファミ○ンで勝ち抜き戦。どれだけ情報を読み違ちがえてるのかしらんが……


　この条件なら、イグナレス不在のこの状況でも、十分互ご角かく、いや、それ以上、うまくいけば楽勝できるんじゃないのか……!?


（残念だったな……。自動的に勝ちが約束されてるのは……どうやらぼく達だったみたいだぞ……!?）


　思わずほくそ笑む、ぼく、アディ、ユキ。


『それでは、先せん鋒ぽう戦を開始します。海神四天王、ルージュ選手。最強四天王は、先鋒イグナレス選手が不戦敗の為ため、次鋒、アーディンブルグ選手。両者リングへあがってください！』


「ＲＰＧなら楽勝なんだけど……。まぁなんでもいい。とにかくサクッと勝ってくるわ！」


　力ちから瘤こぶを見せながら、意い気き揚よう々ようとリングにあがる、アディ。


　会場のボルテージもＭＡＸにあがる！


　そんな、思いがけない追い風展開の中、ぼくらの先鋒戦がスタートする──！





　　　　※




　余よ裕ゆうの笑みを浮うかべたまま、グルグル腕うでを回しリングにあがるアディ。


　その余裕は、ある種、当然のモノだった。


　なんせ、魔界で、ぼくら以上にゲームをやってる魔族なんざ、いないハズだから。


　アディだけでなく、ぼくも、ユキも、もしこの場にいたら、イグナレスでさえ、この状況を前にした場合、笑みを浮かべてしまったろう。


　しかし、その余裕は、実は、大きく見当違いのモノだった。


　確かに今思えば、運営を敵に回してるぼくらに、そんな有利な状況が回ってくるハズがなかったのだ。


　ぼくらがそこに気づいたのは、リングにあがったアディが、いつの間にか特設された、リング上の、ゲームハードが置かれている机の前に到とう着ちやくした瞬間。


「ナ、ナニよこれ……？　これの……どこがファミ○ンなのよ!?」


　突とつ如じよさっと青ざめる、アディの表情。


　そこから試合の風向きが一気に変わる！


　アディの前に置かれたハード。それは……大きさこそ、ファミ○ンと同程度だが。デザインは、青白い、溶とけかかった蠟ろうのような物でつくられた、妙におぞましい本体に。まだ生きているのか、パクパクと動いている、何者かの眼球・口・鼻、などが、どういう趣しゆ味みなのか、アクセントのように、てんでバラバラの位置に埋うめ込まれているデザイン。


　そこから伸びているコントローラーは、完全に、何者かの骨でつくられている。


　つまり……確実にＭＡＤＥ　ＩＮ　ＪＩＮＫＡＩではない。


　おもいっきり、ＭＡＤＥ　ＩＮ　ＭＡＫＡＩのゲーム！


『ファミ○ン？　私は、ファミ○ンとやらを使うなどと、一言も申しておりませんが？』


　そんなアディの動どう揺ように、容赦なく告げるはシャルロッテ。


『今大会で使用するハードは、魔界シェアＮＯ．１、ＪＩＮＫＡＩ社の一世代前のハード・サタンコンピューター、通つう称しよう〝サタコン〟。これで皆みな様さまには対戦して頂きます』


　ドォォォォォ……と会場がざわめく会場。


「な、なにぃ……!?」


　顔を見合わせる、ぼくとユキ。


「ちょ……ちょっと待ってよ！」


　そこに当然の抗こう議ぎをぶつけるのは、リング上のアディだ。


「何よこれ!?　こ、こんな……今急にこしらえたような、誰も知らないようなハードで。何で勝負しなきゃいけないのよ!?」


　不満全開でアディはいうが、


『誰も知らないなどということはありえません。先ほど申しましたように、このハードは


魔界シェアＮＯ．１。少なくとも、観客の七割は知っているハズです』


　シャルロッテは、自信満々に返答。


　そして、確かに、そういわれて、観客のざわめきに耳をかしてみると……


『あ。サタコンじゃん。懐なつかしいなー』


『俺今でもやってるよ？　やっぱ主流ソフト充じゆう実じつしてるし、なんつったってサードパーティが強力なのが強みだよな……？』


　……などと、人間界も真っ青のやけにマニアックな会話が耳に入ってきた。


　おい！　魔界、いつのまにそんなオタッキーな異世界になってたんだ!?


「で、でも……アンタさっき、人間界のテクノロジーへの理解度がどうとかいってたじゃない!?」


　しかしなお納なつ得とくいかないアディが、シャルロッテに食い下がる。


『これもれっきとした人間界テクノロジーです。そもそもこのハードは、数ヶ月前、魔界へ流れてきた人間界のハードのテクノロジーを九五％流用してますから。人間界のテクノロジーへの理解度が高くないと扱あつかうことすらできないでしょう』


「くっ…………！」


　その説明に、アディ、言葉をなくす。


　た、確かに、いってることは、そこまで無茶苦茶ではない。


　現に、人間界テクノロジーへの理解度が高いぼくらは、あのハード、詳くわしくは解わからないが、恐おそらくプレー自体はできてしまうだろうからな。


　ただこれで、ぼくらが期待してた、やりつくした故ゆえのファミ○ン・アドバンテージも完全に消しよう滅めつしてしまったが……！


「き、気にしないで、あっちゃん！　まだ状況はそこまで悪くない！　やったことないゲームでも、今までの経験を活いかせば、かなり応用利きくはずだよ！」


　しかしそこで、ユキが口に手をあて、リング上のアディに必死にアドバイス！


　その一言に、アディ、覚かく悟ごを決めたように、こくりと頷うなずいた。


　た、確かに、いくらハードが違うとはいえ、テクノロジーを流用してる以上、ファミ○ンの経験も十分活きるはず。


　同じくリング上にあがってる、敵の先鋒──大きく黒い翼つばさを生やした、金きん髪ぱつの、コンパニオンのような服装に身を包んだ、煙草たばこをくわえた不良っぽい女は、どう見ても、そこまでゲーム詳しくなさそうだしな……！


『それでは両者、コントローラーを手にとってください。IコンIIコンの選せん択たくは自由です。第一ラウンド──開始致いたします！』


　シャルロッテの宣告と共に、大型パネルの映像が切り替かわり、そこに映し出される見たこともないゲームのＯＰ。


「や、やってやる……やってやるわ！」


　未知のゲームに果か敢かんに挑いどむ、うちの先鋒、アディ。


　その結果は──！








【Ｋ・Ｏ！】


　無機質に響ひびき渡わたる、試合終しゆう了りようを告げるゲーム内の音声。


　大型画面には、対戦相手操あやつる道着風の服をまとった男が、アディ操る女子高生風の制服を着る女をノーダメージで下した光景が映し出されている。


「そ、そんな……！」


　呆ぼう然ぜんとなるアディ。


『試合終了』


　そこで容よう赦しやなく告げられる、試合結果。


『ルージュ選手が、二ラウンド先取の為──只ただ今いまの試合、ルージュ選手の勝利となります！』


　シャルロッテの実じつ況きように、オォォォォ！　と盛り上がる会場内。


「お、おいアディ……お前、何やってるんだよ!?」


　予想外すぎる先鋒戦の結末に、ぼくは思わず叱しつ責せきの声をあげた。


　ただでさえ一体一体の奮起が求められる、圧あつ倒とう的てき不利なこの三回戦。にも拘かかわらずアディは、ほとんど見せ場をつくることすらなく、あっけなく敵に二本先取され、ふがいない敗北を喫きつしていたのだ。


「だ、だってこのゲーム、私らが普ふ段だんやってるヤツと、全然勝手が違うんだもん！」


　そんなぼくの意見に、リングを降り間ま際ぎわ、アディも悔くやしそうに反論！


　勝手が違う？　操作方法とかが、全然異なるってことか……？


「しかも、あの対戦相手、思ったより強いし……」


　さらにアディは、リング上に勝ち残りで残っているルージュに目を向け、悔しげに呟つぶやいている。思ったより強い？　アイツが……？


　などと、情報交こう換かんを続けていると、


『続けまして、海神四天王先鋒ルージュ選手対、最強四天王副将山田選手の試合を行います。山田選手、リングへ入場してください』


　それを遮さえぎるように、シャルロッテがぼくのリング入場を早口に告げた。


　くっ…………！　いろいろ解らんことだらけだが。実況のいうとおり、ぼくはもう副将！　ここで負けるわけにはいかない。


「よしっ……！」


「山田、頼たのんだわよ!?」


「やっくん、がんばって！」


　二人の応おう援えん、そして観客の大だい歓かん声せいの中、


　ぼくはリングに入場！


　オオオオオ！


　ハードとコントローラーが置かれた机の前へ移動し、コントローラーを手にする。


『それでは第二ラウンド──開始致します！』


　シャルロッテの宣告と共に、大型パネルの映像が先ほどアディがやっていたゲーム──２Ｄ格かく闘とうゲームに切り替わる！


（うぬぼれではなく、四天王で一番ゲームが得意なのはどう考えてもぼく……！　ということは……ここで最低でも、二、三体は倒たおしておかねば……！）


　背はい水すいの陣じんでゲームに挑む、ぼく。


　その結果は──！








【Ｋ・Ｏ！】


　無機質に響き渡る、試合終了を告げるゲーム内の音声。


　大型画面には、ぼく操るチャイナドレス風のコスチュームを着る女が、ルージュ操る道着風の服をまとった男になんのダメージも与あたえられず下された光景が映し出されていた。


「ば、馬ば鹿かな……！」


　その光景に、ぼくは衝しよう撃げきを受けていた。


　このぼくが、魔ま界かいでゲームに負けた……？


『ルージュ選手、先制。二本先取制なので、山田選手、次の戦いを落とすと敗戦となります』


　焦あせっていると、実況がさらにその焦りを煽あおり、


【ＲＯＵＮＤ２、ファイッ！】


　そして今度は、画面内の審しん判ぱんが第二試合の開始を告げる！


「クッ……！」


　ぼくは慌あわててコントローラーをイジリ、画面内のキャラクターを操作するが……全く思うように試合を展開できない！


　会場の画面を見れば分かるとおり、映し出されてる格闘ゲームは、もう、ほとんど、訴そ訟しようを起こされてもおかしくないくらい、かつて日本で空前のブームを巻き起こした超ちようメジャー格闘ゲーム……の、亜あ種しゆだ。


　が。一体どれほどのアレンジを加えているのか……


　選手は自在に空を飛び、超人的な魔力でバリアを展開し、指一本で都市を壊かい滅めつできそうな爆ばく風ふうとかを起こしている。


　そして、なによりもどかしいのが、人間界と違ちがいすぎるボタン配置の、このサタコンのコントローラーだ！


　十字キーこそ、変えようがないのかそのままだが、腕うでが二本ではない生物も多数生息する魔界ならではの仕様なのだろうか？


　ボタンは表面に八つも並んでおり、上部のＬ・Ｒボタンだけでも何な故ぜか六つもある！　おまけに、中ちゆう途と半はん端ぱに人間界にインスパイアされてるらしく、コントローラーにはIコン、IIコン、共にマイク用の穴が内蔵されており、しかもこのゲームはそのマイクすら駆く使しする仕様らしく、隣となりでルージュが、


「ドラミチャン！」


　などという謎なぞの呪じゆ文もんを唱える度たび、画面内の選手は謎のパワーアップを遂とげ、さらなる猛もう攻こうをぼくの選手に与あたえてくる！


　それでも、ぼくはこの短い時間で、おおまかな操作方法、パンチボタンが、弱パンチ、中の下パンチ、中パンチ、中の上パンチ、強の下パンチ、強の中パンチ、強の上パンチ、と異常に細分化されて存在していること、幾いくつかの必殺技わざコマンドの解読、内蔵マイクの使い方などをマスターし、猛もう反はん撃げきを繰くり広げるが……！


「クッ……やるわね……！　さすが〝知ち〟の山田……！　たった二ラウンドで、魔界ランキング二位のアタイとほぼ五分になるなんて……！」


　強くなって初めて理解できる強さ！


　隣のお姉さんも、相当の手て練だれらしく、中々その差を縮めさせてくれない。


　ていうか……魔界ランキング二位!?


　そして結局、試合は、


「でも、初見にこの技は避よけられないはず……！　ある一定の条件下で上上下下左右左右パンチボタン全部押しで発動する隠かくし超必殺技……シャイニング・ちゃぶ台返し！」


　そんなお姉さんの叫さけびと共に発動した、えっと、シャイニング・ちゃぶ台返し？


　突とつ然ぜん地中から画面全体を覆おおうような巨きよ大だいなガード不能なちゃぶ台が出現し、対戦相手に大ダメージを与えるというチート技を、ぼくが操る選手が喰くらい、ダウン。


　体力メーター的には、ほんのあと少しという差まで追い詰つめたが……！


　結局、ぼくの見上げる先で、ぼくのチャイナ少女は、敵のキャラクター、柔じゆう道どう着ぎの男に倒され、二度と動かなかった。


【Ｋ・Ｏ！】


『試合終了。ルージュ選手対山田選手、ルージュ選手二本先取の為ため、ルージュ選手の勝利です』


　そんなシャルロッテのアナウンスに一いつ瞬しゆん遅おくれて、


　オオオオオオオオオオオオオオオオ！


　会場から、地じ響ひびきのような歓かん声せいが降り注いだ。むしろ、あんなに頑がん張ばった一回戦とか二回戦では見られなかった、拍はく手しゆや、スタンディングオベーション等など、過か剰じような興奮具合が見受けられる。


『すげぇ試合だったよ！』


『あれ、ランキング二位のルージュさんだよナ!?　ルージュさんあそこまで追い詰めたヤツ初めてみたヨ!?』


　どうも、会場は、ぼくとルージュの激げき闘とうに、普ふ通つうに興奮しているようだった。


　が、


「クッソ～～～～！」


　ぼくには当然、満足感などまったくなかった！


　久しぶりにコントローラーを机にたたきつけて咆ほう哮こう。


「クッソ…………負けた！」


　あと少しだったのに……勝たなきゃいけない試合だったのに……負けた！


　あと一試合……いや、あと半ラウンドあれば、敵の攻こう撃げきパターンも、こっちの使うコマンドも、ほとんど解かい析せきできそうだったが……しかしそれも今となってはただのいい訳。


　この不利な状じよう況きようの中、最強四天王は、イグナレスの分もあわせてあっという間に三連敗を喫してしまう。


「いや……アンタ強かったよ。ここまで追い詰められたのは久しぶりだ。次やったら、ランキング二位の座はとられちまうかもな」


　そんな中、隣のルージュは、なんか爽さわやかな笑みでぼくに握あく手しゆを求めてきた。


　いや、こっち、そんな気分じゃないんですけど!?


「て、ていうか……」


　とかいいつつ、まぁ、そういうの断れるタイプでもないので、ぼくは結局握手に応じ、


「ランキング二位？　なんで四天王選手権に出るような選手が、こんなゲーム異常に強いんですか？」


　この敗戦に納なつ得とくいかず、ぶしつけに問いただす。すると予想外の返事が返ってきた。


「だって。このゲームつくったの、ウチらだもん」


　煙草たばこをくわえたまま、平然と答える不良コンパニオン少女ルージュ。


　はあ!?


「え？　つくった？」


「そ。何？　今いま頃ごろ気づいたん？」


　ルージュは、呆あきれたようにくすくす微笑ほほえみ、


「だからいってるじゃん。ＭＡＤＥ　ＩＮ　ＪＩＮＫＡＩ社って。ＪＩＮＫＡＩってのは、海神ＫＡＩＪＩＮのアナグラム。あれは、うちらゲームクリエイター集団、海神四天王が、起死回生狙ねらって汗あせ水みずたらしてつくった、自分の分身みたいなゲームなのさ」


　咥くわえタバコをぶらぶら揺ゆらしながら、満足げにそう呟つぶやくのだった。


「は…………はぁぁぁ!?」


　その衝撃の事実に、ぼくは当然納得できなかった。


「ちょ……ちょっと待ってください！　ってことは、この三回戦。あなた達は、自分達でつくったゲームで、対戦相手と競きそえるんですか？　それ、得すぎません!?」


「いや、ほんと、得すぎるんだよ」


　素す直なおに肯こう定ていしてくるルージュ。えぇ!?


「だからアタシ自身、さっき、こんな偶ぐう然ぜんあるんだってビビッたもん。事前に調べてた種目は、こんなんじゃなかったし……」


　ルージュは、首を傾かしげ、心底不思議そうにこの問題について悩なやんでいるが……


　い……いやいやいや！


　事前に調べてた種目はこうじゃなかったとしたら。


　絶対この状況、偶然じゃないだろう!?


　自分達でつくったゲームで戦える状況。


　事前の種目と違う。


　これらの情報から辿たどり着く結論は、たった一つ──！


　ぼくは迷わず視線を、敵セコンドの先頭、先ほどリング上で会話したオロゴンに向ける。


　その視線を受け、オロゴンは、ニヤ──。


　勝ち誇ほこったような笑みを浮うかべた。


（やっぱりか──！）


　その笑みを見て……ぼくは自分の仮定が正しかったことを確信した。


　先ほどの、オロゴンの言葉。


　・君らが相手なら、ぼくらは自動的に勝ちが約束されているようなものだからな。


（自動的に勝ちが約束──それはつまり──ぼくらに間違いなく勝てる競技種目が、何の苦労もなく、運営委員会から与えられるって意味……！）


『山田選手、敗戦選手がリング上に留とどまるのはルール違い反はんです。ただちにリング・アウトしてください』


　そんな、ぼくが真相に気づいたことに、勘かん付づいたのだろうか。


　どうも、自分がほぼ八や百お長ちよう試合の舞ぶ台たいに立っているという自覚がないらしいルージュと、これ以上ぼくを一いつ緒しよにさせるのは危険と考えたらしく、実じつ況きようシャルロッテがわりと強い口調でぼくにリング・アウトを迫せまってくる。


（マ、マジかよ…………！）


　この、汚きたなすぎる事実に、ぼくはリングを降りながら、怒いかりを通り越こし、むしろ少し冷めた気持ちになり始めていた。


　試合前に一人不戦敗にし。


　対戦相手に、自分達がつくったゲームで、ぼくらと戦えるようにする。


（勝てるか……！）


　そこまでして、ぼくら負かしたいか？


　この腐くさった大会続けたいか？


　だったら……もういいよ。


　ぼくはさすがに燃え尽つきる。


　そうやってこの大会形態維い持じし続ければいいさ。


　ただし、最強四天王ぼくらはもう二度と関かかわらないけどな。


　あきれ果てた四天王選手権に、決別の意志を固めるぼく。


　しかしそんなぼくの決意とは裏腹に──


　ウオオオオオオオオオオオオオオ!?


　リング上で、予想外の大歓声が巻き起こったのはその瞬間だった!!





　　　　※




（な、何!?）


　思いがけないタイミングでの大歓声に、驚おどろきながら背後を振ふり返る、ぼく。


　そこにあったのは──


【Ｋ・Ｏ！】


　の宣告と共に、先ほどまでぼくとアディを圧あつ倒とうしていたルージュの持ちキャラ柔道着の男が、ボコボコにされて……うめき声と共に地面に転がってるシーン。


　……え？


『くっ……ば、馬ば鹿かな……？』


　そして、そんな中、実況シャルロッテはなんか焦あせった声をあげているが……


　結局、物もの凄すごく嫌いやそうに、


『しょ、しょ、勝者…………ヴォ……ヴォルフォレカ選手』


　そう、勝者の名前を読み上げる。


　その瞬間──


　オオオオオオオオオオオオオオオオオ!?


　歓声に、会場が揺れた。


「や、山田！　やった！　ユキがやった!?」


　そして次の瞬間、同じくセコンドにいたアディがぼくに半分抱だきつきながら歓声をあげる！


「とった！　あのクソ強いルージュから、一本先制したわよ!?」


「ウ……ウソだろ!?」


　嬉うれしい事は嬉しいが！


　いくらなんでも、さすがにすぐには飲み込めない！


　ぼくですら歯が立たなかったあのルージュに、ユキ、どうやって勝ったんだ!?


「ば、馬鹿な……ありえん！　ルージュ……何をやっている！」


　混乱は、向こうのセコンドも同様だった。


「お前はウチのエースだぞ！　お遊びはいらん！　真ま面じ目めにやれ！」


「わ、わかってる。けど、コイツ、なんか攻撃が……！」


【ＲＯＵＮＤ２、ファイッ！】


　そんな、誰だれもが混乱してる状況の中、画面内の審しん判ぱんが、第二試合の開始を告げる！


　画面内では、やはり今までどおりルージュの持ちキャラである柔じゆう道どう着ぎの男と、そしてユキが扱あつかう、翼つばさを生やし、眼帯をかけたスモウ取りという──もう原型がなんなのかわからないおぞましいユキの持ちキャラが動き始めるが──


「そ、そんな馬鹿な!?　アンタ何者だいっ!?」


　そこで起こるのは、ある種、悪夢を連想させるような光景！


　ルージュ扱う柔道着の男が、ユキの扱う怪かい物ぶつスモウレスラーに、現実だったら肉にく片へん一つ残らないような猛もう攻こう撃げきを仕し掛かけているが……


　しかし何な故ぜかユキのスモウレスラーは、仁に王おう立ちしたまま、全すべての攻撃を貫かん通つうさせ、無傷で受け流している。


　な、なんだ……ユキのキャラに、敵の攻撃が当たっていない……!?


「べ、別に何者でもないです。ただこのゲーム、ヴォルクエの移植先探しの時、参考に少しやったことがあったし……！」


　そんな中、画面から完全には目を離はなさず、必死の表情でいうユキ。


「あとさっき、ここで負けたら選手権全敗でクビになると思いつつ、あっちゃんとやっくんの戦い必死に見てたら……このゲーム。プログラム上、立ってれば絶対攻撃が当たらない安全地帯が幾いくつか存在してることに気づいちゃって……」


　おそるおそる、すんごい発言を繰くり出すユキ。


「「はあ!?」」


　会場中が、まさかと思い絶ぜつ叫きようした。


「そ、そんなわけないだろう!?　このゲームはもう出荷されてる商品だし……私たちが一体何百時間このゲームに費ついやしてきたと思ってるんだい!?」


　自らの威い信しんすらかけて、全力で抗こう議ぎするルージュ。


「え？　で、でも……ほら。例えば、中の上パンチを出した後、二フレーム以内にこの立ち位置にいれば……ほら」


　恐おそる恐る、画面を目線で指し示すユキ。


　視線を追うとその先には──


　ルージュ操あやつるキャラが、やみくもに拳こぶしやら蹴けりやら波動やらを繰り出してるのに、それらを全てすり抜ぬけさせ、平然と立ち尽くしているスモウレスラー。お……おお……!?


「バ、馬鹿な……」


　ルージュ、だけでなく、向こうのセコンドにいる、普ふ段だんはクールっぽいオロゴンも啞あ然ぜんと口を開きフリーズしていた。


「わ、わたし、基本的に一日八時間は、ヴォルクエのバグとりやってるから。どうしてもこういうの自然に見つけちゃう癖くせついちゃって…………」


　同じクリエイターとして、現在の向こうサイドの心境でも察しているのか遠えん慮りよがちに、むしろ申し訳なさそうにいう、ユキ。


　ていうか……一日八時間!?　微び妙みように聞き捨てならん情報なんだが!?　仕事は？


「こういうの使って勝つのそんなに気持ちよくないし。こんな粗あら探さがしマニアみたいな戦い方したくないけど。でもこのゲームに限っては、現時点で、最低でも六○○箇か所しよバグ見つけちゃったから……。


　そういうバグゲー・バカゲーの類たぐいとわりきって。今回は、もうバンバン安地使うね？」


　そしてユキは、表情と態度のわりにいってることとやってることはエグかった。


　その後、安地を駆く使しし、ゲーム内の勝敗的にも、自信をもって世に送り出したゲームをバグゲー・バカゲー扱いされた意味でも、対戦相手ルージュをメッタ刺ざし。


「チックショォォォォ!?」


　ルージュの涙なみだの咆ほう哮こうが轟とどろく中、


【（いろんな意味で）Ｋ・Ｏ！】


　決着の時が訪おとずれる。


『…………くっ…………二本先取の為ため……この勝負…………ヴォルフォレカ選手……の勝ち…………です』


　そしてほとんど最後は蚊かの泣くような声でだが、シャルロッテも、ユキの勝利を宣言！


　その瞬間……


　ウオオオオオオオオオオオオ!!　大だい歓かん声せいが響ひびき渡わたり、


「おぉっしゃ！」


　ぼくとアディは、思わずハイタッチをかわした。


　一体倒たおした！　まだまだ圧あつ倒とう的てき不利だけど……それでも、これで残り三体！


「さてと。次はだぁれ？　どこにバグが存在するか。この会場のお客さん全員にわかるよう指し摘てきしながら、やさしく試合を進めていくね？」


　ニコリ笑うユキに、完全に青ざめ俯うつむく海神四天王。


『つ、続きまして最強四天王大将ヴォルフォレカ選手対、ブルー選手の試合を行います』


　心なしか、同じく青ざめているように聞こえるシャルロッテの声が聞こえる中。


　空前の公開処しよ刑けいが幕を開ける────！





　　　　※




「ここで飛び道具出すと、処理落ちするよね？」


【Ｋ・Ｏ！】


「なんでここでしゃがむと安地になるの？　手、抜いた？」


【Ｋ・Ｏ！】


「あー、ハメ技わざ発見ー。タイミング少しシビアだけど、できる子はできちゃうよ、これ」


【Ｋ・Ｏ！】


「あ、マイクで没ぼつ技掘ほり起こせた。ダメじゃん、こんなバランス崩くずす技残しといたら」


【Ｋ・Ｏ！】


　とにもかくにも、吹ふき荒あれる【Ｋ・Ｏ！】の嵐あらし！


　……なんかもう、段々見てるこっちが気の毒になってきたわー。


　海神四天王も、制作者の意地を見せようと、これまで以上に気き迫はくのこもった動きや、ユキが教えたバグ技をなんとか使いこなそうとするのだが、やはりいきなり実戦でそんなこといわれてもうまく対応できず、まずなによりほとんどのバグは、正直、会場でユキにしか発見できていなかった。


　そして、


「ユ、ユキ、もうやめたげて……！」




[image: ]


　あの攻こう撃げき的なアディすら、あわあわしながら攻撃の中止を嘆たん願がんし、


『……二本先……ルフォレカ選手……のち…………です』


　シャルロッテの実じつ況きようの声が、ほとんど聞き取れない（運営仕事しろ）くらいパワーダウンしてる頃ころには、ユキはあっさり六連続ＫＯ。


　向こうのチームを、あっという間に、残り一体……つまり敵の大将、オロゴンのみを残す状じよう況きようにまで追い詰つめる。


（こ、これは……正直、一方的になってきたか……!?）


　そんなユキの快進撃に、少し、敵チームの心配すらしてしまう、ぼく。


　しかし──


　当然だが、そんな心配はとんだ見けん当とう違ちがいだった。


　何な故ぜならぼくは、まだ本当の意味では理解していなかったのだ。


　大会を敵に回す、ということの大変さを。


　そして試合前にオロゴンがいっていた、〝ぼくらは自動的に勝ちが約束されているようなものだからな〟という言葉の意味を。


『そ、それでは、三回戦大将戦……ヴォルフォレカ選手対オロゴン選手の試合を行います』


　そして、もういよいよ諦あきらめたような口調で告げる、シャルロッテ。


　ぼくはその運命の大将決戦で──予想もしなかった光景を目まの当たりにすることになる。








　妙みような雲行きの始まりは──


　実況に呼ばれたスネ……オロゴンが、何故かすぐ、リング上に姿を現さないことがきっかけだった。


　普ふ通つう、どの選手も、呼ばれりゃセコンドからはすぐ出てくるものなので、怪け訝げんに思い、ぼくらが全員で視線を敵チームのセコンドに向けると…………。


「ん……？」


　ぼくは、思わず眉まゆを顰ひそめた。


　向こうチームのセコンドに……誰か、見慣れぬ黒いローブについているフードをかぶった男がいつの間にか近寄り、そして大将オロゴンに、なにやら至し近きん距きよ離りで耳打ちしている。


（な、なんだ……!?）


　なんか不ふ吉きつな予感を覚えつつ、さらにその様子を見守っていると……


（むっ!?）


　突とつ然ぜん、オロゴンが、完全にこちらに視線を向け。


　────ニヤリッ。


　そして明らかにぼくに向かって──勝ち誇ほこったような笑えみを浮うかべた。な、なんだ……!?


「ちょ、ちょっと！　何アイツ!?　誰よ!?　実況、向こう、あれ、反則行こう為いじゃないの!?」


　それに気づいたアディが、即そく座ざに苛いら立だち実況に抗議するが……


『え？　あ、すいません、只ただ今いま、目にゴミが……』


　当然のように、シャルロッテの反応はべッタベタなスルーだった。ま、そんなこったろうと思ったけど！


「騒さわぐな……」


　そんな風に、にわかに殺気だっていると、ようやく、オロゴンがゆっくり余よ裕ゆうの笑みを浮かべながら、リングにあがってきた。


「少し、試合展開が一方的になってきていたのでな。スポンサーサイドから、もう少し奮ふん闘とうするよう、注意を受けていただけだ。確かに、ここまでの三体は、わがチームメイトながら、中々のふがいなさだったからな」


　やはり余裕の笑みとともに吐はき捨てるオロゴン。


「何ィ!?」


　それにルージュが反はん抗こうしているが、


「フン……何余裕ぶっちゃってんの？　アンタ……状況わかってんの？」


　それより早く、アディがいじめっ子の顔でオロゴンに口こう撃げきを開始した。


「ユキはもう、あんたんとこのゲームのバグ知り尽つくしてんのよ？　ここまでの三体？　アンタも、そいつらと同じ末路辿たどるってことくらい予測できないわけ？」


　本気で底意地の悪い表情で言い放つアディ。お前…………この三回戦は、あんだけ見せ場ナシで負けといて、よくそこまで威い勢せいのいいセリフ吐けるね。


「同じ末路か…………。それも面おも白しろいな。是ぜ非ひ辿りたいものだ。もし君達に……そんな夢物語を現実にするチカラがあるならば、ね」


　しかしそんなアディの言葉にも、オロゴンは気味の悪い余裕を崩さず、平然とした表情だ。


　な、なんだ……？　さっきまで他ほかの連中と一いつ緒しよに、あんなに取り乱したり落ち込んでたりしたくせに…………なんで急にコイツ、こんなに余裕で構えてられるようになってる!?


「ユキ、気をつけろ！」


　ぼくは思わずリング上のユキに声を飛ばした。


「まだ何か策があるのかもしれん！　最後まで、気をぬくな！」


「り、了りようっ解かい！」


　いわれなくてもそのつもりだったのだろう、気合いの入った表情で自らの両頰ほおを平手で挟はさみ込むように張る、ユキ。


『そ、それでは、改めまして。三回戦大将戦……ヴォルフォレカ選手対オロゴン選手の試合を行います』


　そしていよいよ、今度こそ幕を開ける運命の一戦。


　しかしその戦いは──意外なほど、静かに始まった。








【Ｋ・Ｏ！】


　そろそろ聞きなれてきたといってもいい、このバグゲーの【Ｋ・Ｏ！】音。


　その音の後に、画面の中で、勝者として二本の足で立っていたのは──…………


　ある意味、意外なキャラクター。


　過去六戦と同じく、圧倒的優位な戦い方で戦い、完勝した、ユキが使う、スモウレスラー。


『なっ…………？　しょ……勝者、ヴォルフォレカ選手……』


　その──あまりに変化のない第一戦の決着に、シャルロッテも、やや不満げに声をあげた。


　一いつ瞬しゆん遅おくれて、


　ワァァ……と、大将戦にしてはいまいち盛り上がりきらない観客の歓かん声せいが聞こえてくる。


（そ、そりゃそうだろ……）


　ぼくは、むしろその勝利に困こん惑わくしながら、思わずアディと顔を見合わせた。


（何だ今の凡ぼん戦せん……）


　あれだけの啖たん呵かを切っておいて……いざ始まったオロゴン対ユキの大将戦は、とりたてて盛り上がりもない、むしろ、過去三戦のほうがよほど海神四天王チームの気き概がいが見てとれたような、妙にふぬけた、ダラついた試合。


　オロゴンの宣言とは裏腹に、特に目新しいユキ対策など、何一つなかった。


【ＲＯＵＮＤ２、ファイッ！】


　そしてそんな状況でも、画面の中で審しん判ぱんは、容よう赦しやなく二ラウンド目の始まりを告げる。


『い、いいですか？　これで負けたら、海神四天王は敗退が決まります！　オロゴン選手は、悔くいのないよう、集中して試合を行ってください！』


　実況が、まるで確かく認にんするように露ろ骨こつに敵チームに肩かた入いれした実況を叫さけんだ後、画面の中の二選手が始動。


　そこで繰くり広げられるは──まるでビデオの繰り返し再生でも見ているような、今までと同じ、ユキによる一方的なオロゴンキャラへの完かん封ぷう劇。


『こ、これはどうしたことか!?　これで負けたら敗退が決まるにも拘かかわらず、一方的な展開！　大だい丈じよう夫ぶですか？　まさかこのままなのですか!?』


　もう、完全に冷静さを欠き、何回もオロゴンに呼びかけるような実況を繰り出すシャルロッテ。


（そ、その通りだ……ほんとに、まさかこのままなのか？）


　そりゃ、もちろんこのままユキに押し切って欲しいが……


　しかし何故だろう。ユキが優勢になればなるほど、ぼくの不安は大きくなる。


　そして、そんな一種異常な空気感の中、オロゴンキャラの体力メーターはどんどん減っていき、もう、残り一発の弱パンチで倒たおれそうな状況に追い込まれる。


「ゴメンね。もっと盛り上げたかったケド……わたし達、勝たなきゃいけないから。これで、終わりに──!!」


　そして最後の攻撃をしかけようとする、ユキのスモウレスラー。


　…………が。


　ヴンッ！


　妙な、聞きなれない音と共に、ゲーム画面が切り替かわり。


　唐とう突とつに、ゲーム画面ではない……とある、ぼく達にとって、衝しよう撃げき的な映像が映し出されたのは──その瞬間だった。


　試合の形勢が逆転する！





　　　　※




　四天王選手権三回戦の最中、会場の大スクリーンに、突とつ如じよ出現した、ゲーム画面ではないとある映像。


　そこに映し出されていたのは──


　まずは、先さき程ほどユキと戦い、あっさり敗退していた、海神四天王の次鋒──二足歩行のイノシシ、オークを思わせる容姿の──ブルー選手だった。


「？　な、なんだ、アイツ？　あんなトコで……何やってんだ……？」


　その男は──妙に薄うす暗ぐらい、いまひとつ、ここからは場所の特定がしづらいような、手て狭ぜまな部屋で、一つの安っちい木椅い子すに腰こし掛かけ、そしてその体勢のまま、手の中に持っていた鋭するどい剣けんを、床ゆかに向かってブラ下げていた。


　そしてカメラのアングルは、その剣の先を追うように、徐じよ々じよに、徐々に、下に下がっていく。


「？　何だこの映像……？」


　その映像の真意が理解できず、ぼくらはアホみたいに口を開けながら、その映像を見続けるが──


　その空白の時間は、唐突に終わりを告げる。


　下に下に下がる、カメラのアングルが、剣の先、その部屋の床を捉とらえた時。


　画面の中に──あまりにも、ぼく、アディ、ユキ、最強四天王側にゆかりのあるものが映し出された！


　そこにあったのは──


　魔ま王おう軍最高戦力四天王、最後の一人。深い眠ねむりにつく、まだ少女の姿をした『焰ほのお』のイグナレスの顔。


　つまり、現在、本来ぼくらの楽屋で寝ねているハズのイグナレスの姿が……その、剣の先に、完全なる悪意の元に置かれていたのだ。


「イ……イグナレス!?」


「オ…………オイッ！」


　ぼく、アディ、ユキは、完全に目の色を変えてリング上のオロゴンを取り囲んだ。


　ど……どういうことだ!?


「ア、アンタ……どういうつもり!?」


　その迫力だけで、相手を射い殺ころせそうな気配を纏まといながら、オロゴンに詰つめ寄るアディ。


「アイツ、今、身動きとれないのよ!?　どうする気よ!?」


「どうするも何も。条件を呑のめば、何もしない」


　そんな中、オロゴンは、淡たん々たんとした声、表情でいう。


「ヴォルフォレカが、この勝負で、ぼくに無条件で負けるという条件さえ、お前達が呑んでくれるならな」


　その瞬間。


　ぼくらはあまりに信じ難がたい言葉に、本気で耳を疑った。


　ユキが、無条件で負けるという条件さえ呑めるなら？


「つ、つまり……イグナレスと引き換かえに、この三回戦、負けろっていうの？」


「ああ」


「人ひと質じち？」


「そういうことだ」


「ふっ……ふざけんじゃないわよ！」


　ドォォォンッ！　ぼくらの怒いかりを代表するように、アディが思い切りリングに拳こぶしをたたきつけ、結果、リングと、会場がぐらりと揺ゆれた。


「どんだけ……どんだけ卑ひ怯きようなのよ、アンタら!?」


　アディは、キッと視線を放送席へ向け、


「実じつ況きよう！　まさか……まさかこんな無茶苦茶許すつもりじゃないでしょうね!?」


　祈いのるような表情でそう尋たずねるが……


『……いえ。有効です』


　その祈りも、無残に砕くだけ散った。


『勝つ為ためには何でもあり。それが、四天王選手権のルールですから。むしろ、四天王たるもの、こういう事態を予測して、イグナレス選手を楽屋に置き去りにすべきではなかったのでは？』


　堂々と、ふてぶてしいコメントをぶつけてくるシャルロッテ。


　クッ……！


　その切り返しに、ぼくらは思わず黙だまりこくる。


　た、確かに、あの男にいろいろ忠告されたにも拘わらず。イグナレスにお守もりをつけなかったのは、ぼくらの落ち度か……!?


「──と、いうことだ」


　そしてその状じよう況きよう下か、オロゴンは淡々というのだった。


「今回は運がなかったと諦あきらめるんだな。ぼく達も……資し金きん繰ぐりが厳しくてな。今回だけは、負けるわけにはいかないんだ……！」


　ぼくらに向かって、意外な裏事情を吐と露ろするオロゴン。


「次回大会では期待しているよ。この経験を糧かてに、運営すら倒せる実力を身につけたお前らが、優勝してくれることを」


　結局、コイツは、少なくとも今大会は、ぼくらに勝ちを譲ゆずる気はないらしい。


　淡々といい残し、ぼくらに背を向ける。


「ク、クソ……！」


「あっちゃん……ど、どうしよう……？」


「ど、どうするもこうするも……！　とりあえずアイツさえ倒せれば、事態はなんとかできそうだけど……!?」


　焦あせった表情で、アディ。


　た、確かに。部屋の中にいるアイツさえ倒せれば、人質はなくなって、その間にユキはオロゴンに勝てる。


　しかし……その相手は、どこにあるか分からない部屋の中。遠えん隔かく攻こう撃げきしようにも、駆かけつけようにも、場所を調べにゃならんし、調べるには、ユキの試合が始まるまでの時間は、余りにも短い。


（せめて……せめてもう一つ、あの部屋の中になんか使える駒こまがあれば……！）


　ぼくは諦めずに必死に頭を働かせるが、


『それでは試合を再開します。アーディンブルグ選手と山田選手は、すみやかにリングから退場してください』


　答えが出る前に、リングからの退場を促うながされてしまう。


　ク、クソ……！　あと一歩、というところだったのに……。


　最後の最後で、詰めが甘かったか!?


「ち、ちくしょう……！　ここまでなの……!?」


　歯は嚙がみしつつパネルを見上げ、納なつ得とくいかないまま、仕方なくリングを降りる、ぼくとアディ。


　ザワッ…………！


　しかし──


　希望を捨てるのは、まだ早かった。


　会場に、突如今まで起こったことのない類たぐいの、奇き妙みような歓かん声せいが沸わき起こったのは、その瞬間だった。





　　　　※




　会場に起こったどよめきの要因は──


　どうも、会場のパネルの中にあるようだった。


（ん…………？）


　不思議に思い、パネルに意識を集中させる、ぼく。


　すると──


　どうも、パネル内。イグナレスを人質にとるブルーがいる、どこだか分からない部屋の外から、なにやら、ガヤガヤ、騒さわがしい声が聞こえてきていることに、気づけた。


「な、なんだ……!?」


　そして、イグナレスを人質にとるブルーも、その騒がしい声に、今気づいたらしい。


　やや動どう揺ようしたように、自分の背後──部屋の扉とびらのほうに慌あわてて振ふり返る。


　すると扉の外からはさらに──


「──っとくけど、二回戦敗……は、私のせい……ゃないんだからね!?」


「──いじゃなければ、誰だれのせ……というのじゃ!?　おぬしの……いじゃろう!?」


　ますます騒がしさを増す、なんかヒステリックな、女同士の言い争いのようなものが聞こえてきた。


　どうも……ちょうど、扉の外、廊ろう下かで、女二人が、何か、言い争っているらしい。


　女二人は、相当本気で頭にきているらしく、


「だって！　二回戦コスプレ対決とか聞いてないし！　うち、事務所的にコスプレとかＮＧなのよ!?」


「そ、そんなんでどうやって日本のアイドル戦国時代を勝ち抜ぬいていくつもりじゃ!?　どんなアイドルも、最初はみんな水着やらコスプレで名を売っていっとる！　そんなセリフ、お主如ごときにゃ一○○万年早いわっ!?」


　さらにヒートアップした様子で喧けん嘩か腰ごしに言い争う。


（ていうか……）


　ぼくは、その言い争いを聞きながら、思わず首をかしげた。


　隣となりのアディを見ると、アディも、怪け訝げんな表情でぼくを見つめ、


「なんか……コイツらの声のどっちか、聞いたことない……？」


　そんなことを聞いてきた。


　ぼくはうなずく。


　そうなのだ。


　というか──


　ぼくは、どっちか、じゃなく、どっちも、聞いたことがある気がする……！


　怪訝に思っていると、観客も予期せぬ展開に困こん惑わくしているらしく、会場のざわめきはさらに大きくなり始めていた。


「チッ……！」


　それに、やや焦った様子で舌打ちしたのは、会場のオロゴンだ。


「おい！　何者か知らんがブルー…………外の連中、追い払はらったほうがいいんじゃないのか!?　場所特定されたりして厄やつ介かいだぞ!?」


　完全に、人質犯側に肩かた入いれしたコメントで注意勧かん告こくするオロゴン。


「わ、わかっている……！」


　その忠告を受けてか、ブルーは、慌てて立ち上がり、扉の方へ向かっていった。


　ク、クソ！　確かに、あと少し時間があれば、あの言い争いをしてるヤツらを見つけて、イグナレスの場所も特定できたかもしれないのに……！


　僅わずかな希望すら打ち砕く、委員会＆オロゴンの行動に、歯嚙みするぼく。


　しかし、その悔くやしさは、意外な形で裏切られることになる。


「あんたに日本の芸能界の何が分かるのよ!?　鳥類崩くずれが！　意地悪なババァに、舌とか切らせてやろうか!?」


「い、いうたな！　ワシら一族の最大の屈くつ辱じよく、最大の禁きん忌きに触ふれたな!?　面白い、表に出い！」


「上等ォォ……！　勇者に勝てると思ってんの!?」


「小こ猿ざるが……片腹痛いわ！　その力授けたのは誰じゃとおもっとる!?」


　廊下の外の抗こう争そうは勝手にますますヒートアップ！


　ゴッ！　バキッ！　二人は、なにやらどつき合いじみた物音をさせ始めたらしく、騒そう々ぞうしい打撃音を画面中に響ひびかせている。


「オ、オイ！　いい加減に……！」


　そしてそこでようやく辿たどり着いたブルーが、扉をあけ、外に向かって注意しようとするが──


　それより一いつ瞬しゆん早く。


「くらえ！　ギィィガ……ペェェィィィィン！」


　扉の向こうから光が漏もれ──


　ドォォォォォォォン！


　部屋の中に、会場全体を揺るがすほどの、極ごく太ぶとの閃せん光こうが侵しん入にゆうした！





　　　　※




　それは、一瞬の光景。


　まず、煙けむりが薄うすまり、最初に部屋の中の映像で姿を現したのは──


　扉の外で光を喰くらい、そのまま部屋に押し込まれる形で吹ふき飛ばされたのだろう。


　が、何故か傷一つつかず二本の足で立っている、栗くり色いろのオーバーオールのようなものを纏まとった、妙みように様になるクロスアームブロックで自分の身体からだを防ぼう御ぎよしている幼女。


　そして、その少女を追うように部屋に入ってきたのは、前のほうだけ赤いストライプ状に染めた髪かみに、色白の肌はだ、そして、どこかで見たことのある、明らかにメイド・イン・ジャパンな女子中の制服を着た少女。


「え、えぇぇ……!?」


　その少女を見て……ぼくとアディは啞あ然ぜんとした声をあげた。


　そこにいたのは、


「アイツ……」


「おシズ……？」


　そう、そこにいたのは、勇者の名と現役Ｃ級アイドルの名をほしいままにする、世界でたった一人、ぼくと血をわけた本物の妹！


　山田雫しずく。


　と、ぼく達が驚おどろいていると。


「ば、馬ば鹿かな……アイツは『勇者四天王』の大将、ＳＨＩＺＵＫＵ!?」


「何な故ぜ俺達に二回戦で敗れたアイツが、あそこに!?」


　なんと、敵チーム、海神四天王が予想外のリアクションを見せていた。


　何ィ!?　勇者四天王の大将……!?


　ってことはまさか雫のヤツ……四天王選手権、出場してたのか!?　どうやって!?　誰とチーム組んで!?


　しかも、ダサすぎることに…………オロゴン達の反応を見る限り、コスプレ対決のある二回戦で、既すでに負けてる!?　いや、出るなら、せめて勝ち上がってぼくらと戦うとかしろよ、勇者!?　どんだけドラマ持ってない勇者なんだよ!?


（い、いや、待て待て。突つっ込んでる場合じゃない。これは──チャンスなんじゃないのか!?）


　その画面を見ながら、ぼくは、どこかに勝機が転がっていないか、必死に探した。


　さっきの状じよう況きようでは為なすすべなかったが……あの部屋に、雫も来たなら、うまくやればこの状況打破できるかもしれない！


（あの人質犯はどこだ……？）


　まず、ぼくは、画面内にいるハズの、例の人質犯、ブルーの姿を必死に探す。


　ブルーは……いた！


　オーバーオール少女の後ろにいたおかげで死なずには死んだらしいが、弾だん丸がんのように飛んできたその少女の背中に吹き飛ばされ、部屋の中央で呆ぼう然ぜんとへたり込んでいる。


「な、なんだお前らは……!?」


　そしてブルーは、啞然としながら、立ち上がり文句をつけた。


「まさか、コイツを助けに来たんじゃないだろうな……？　だとしたら──逆効果だぜ！」


　そして雫とオーバーオール少女に凄すごむブルー。


「部外者による試合幇ほう助じよは立派な反則……！　お前らが俺を攻撃し、コイツを助ければ！　最強四天王は失格になる！」


　そして絶ぜつ叫きようする、ブルー。絶叫するが、


「……はあ？」


　雫とオーバーオール少女は、まったく聞いていなかった。


「最強四天王？　何のこと？」


「ワシらはただ、ここで決着をつけたいだけじゃ──」


　二人はそこで短く息を吐つくと──


　ドガガガガガガガ！　完全に人間を超ちよう越えつした者同士の動きで、その場でバトル開始。


　部屋の中に、竜たつ巻まきのような闘気が吹き荒あれ、周囲の壁かべに亀き裂れつが走っていく。


　そしてそこに──勝機があった。


　亀裂が走り、崩れ始めた部屋の壁。その壁の向こうから見えるのは、隣の楽屋の室内だが……


　そこに、ぼくは、あるものが転がっているのを見つけた。それは、なにやら、溶とけかかってる氷細工のようなもの──


　それで、ぼくは、ピンと来る。


「ア、アディ！　わかった！　あの部屋──ぼく達の楽屋の隣の部屋だ！」


　ぼくは短く叫さけぶ。


「隣の部屋の氷細工──あれは──」


「そうか──ユキの作ったベッド！」


　そこまでいくと、アディの動きは、まさに電光石火だった。


　ブンッ！　とぼくらの部屋に転移したかと思うと。


　ドッゴォ！　壁を蹴け破やぶり、隣の部屋──つまり、画面の中央に、アディが登場。


「邪じや魔まッ！　つか、イグナレスが怪け我がしたらどうすんの!?」


　そしてまず、相当強かったように見えた、勇者雫を捕つかまえスカートをずり降ろすと、パーンとケツを叩たたき、そのままゴミのようにその場に捨て鎮圧。どれほど激げき烈れつなケツ叩きなのか、その一撃で、雫は悶もん絶ぜつの表情と共に気絶していた。あ…………哀あわれすぎる。アイツ一応、今回けっこうがんばったし、勇者だし、アイドルなのに……合がつ掌しよう。


「ワ……ワシ知ーらね」


　そんな惨さん劇げきを見て、もう片割れのオーバーオール少女は、とんでもない非情さでその場から逃とう走そうした。恐おそろしく小物なヤツだ……。ていうかアイツ誰だったっけ？


　そして──残るは、ブルーだが。


「い…………いやあ。まあ冗じよう談だんだったんスけどねぇ」


　ブルーはひとまず、ぎこちない笑え顔がおと共に、ホールドアップ。なんとかナァナァに事を収めようとする。


　が、そのブルーに、アディがブンッ、と無表情に稲いな妻ずまの剣けんをつくり、振ふりかぶると──


「お、おわぁぁぁ、す、すいませんしたぁ！」


　そこで、恐きよう怖ふ心しんが決けつ壊かいしたように、泣きながら土下座。


「大将と委員会がどうしてもやれって……やんなきゃ殺すって……！」


「……未み遂すいだったってことで、とりあえず殺すのは勘かん弁べんしてあげる。手ぇあげると、またなんかイチャモンつけられそうだしね」


　そんなブルーの頰ほおに、ピトッと稲妻の剣を当てながら、


「でも、いい？　いっとくけど、人質とかアリになったら、結局一番得するの私らなのよ？　私らの戦せん闘とう力で、この大会に出てる参加者で人質にとれない魔族は一体もいないんだから。……こんな風に」




[image: ]


　バチバチバチバチッ。ブルーの耳元で電気剣を爆はぜさせながら念を押すアディ。こ、怖……。


　ブルーは失禁しかかっている。


「だから、せめて、反則するにしても、競技内容の範はん囲い内で反則しな。それくらいなら……受けて立ってやるから！」


　ブンッ、と剣を消し、丸まるブルーの背中を踏ふみつけながら宣言するアディ。お、おおなんか、すげーカッコいい!?


　その、今大会あまり見ないような本格派四天王の登場に、


「す、すげぇ……！　最強四天王カッコよすぎるよ！」


「こ、これだよ！　俺達が見たかった四天王は……こういう、なんかいろんなものをブチ壊こわしてくれるような四天王なんだよ！」


　会場が、割れんばかりに沸わいた。


　お、おおお……!?　なんか……ぼくらの頑がん張ばり、ここに来て、受け入れられてきてる？


『クッ…………!?』


　そんな中、納なつ得とくいっていないのは実じつ況きよう者シャルロッテだ。


『ば、馬鹿な……！　これだけ追い詰つめてるのに……何故コイツらを倒たおせない……!?』


『それは──彼らが、最も四天王らしく戦っているからですよ』


　そこで、さらに、放送席で、なんか予想外に無む駄だにアツいドラマが起こる。


　放送席から、シャルロッテでもない、トンさんでもない、ここしばらく聞いていなかった男の声が聞こえたのだ。


　放送席を見ると、そこには──


『あ、貴方あなたは……リンさん!?』


　この試合始まって以来、一言も話していなかった解説者トンが、突とつ如じよ歓かん喜きの声で叫ぶ。


　そう、確かに放送席を見るとそこには──二回戦で家に帰ったとシャルロッテに告げられていたリビングデッドのリンさんが、何故か放送席に返り咲ざいていた！　い、いやいやいやいや!?　何、コレ!?　何が始まったの!?


『き、貴様、リン……どういうつもりだ!?』


　声を荒あららげ、糾きゆう弾だんするように叫ぶシャルロッテ。


『忘れたのか!?　貴様には、席を譲ゆずらねばクビにすると辞令を出したハズだが……！』


『……覚かく悟ごの上です。先さき程ほどは臆おく病びよう風かぜに吹ふかれて逃にげてしまいましたが……最強四天王。彼らの闘たたかい方を見ていて、気が変わった。


　クビにするなら、クビにすればいい！


　女によう房ぼうや息子むすこ達の許可は得ました。


　でも、実際に排はい除じよされる最後の一秒まで……私は、この席を、誰だれにも譲らない！


　今大会は、四天王選手権の歴史を変える大会になる！


　こんなすばらしい大会を……わたしとトンさん以外の魔族に実況させてたまるか！』


　絶叫するリンさん。


『リ、リンさん！』


　その心意気に、感かん銘めいを受けたようにトンさん。


　お、おお？　放送席で何でこんな熱いドラマが……。


　オォォォォォ!?　会場の興奮はピークに達する！　何かリンさんが主役みたいな話になってないか、コレ!?


「そうだ、いいぞぉ、リンさん！」


「シャルロッテ、引っ込んでろ！　お前の地味な実況なんか聞いたって仕方ねーんだよ！」


　シャルロッテに対する容よう赦しやない野次。


『クッ……』


　その雰ふん囲い気きに圧あつ倒とうされ、シャルロッテ、何かを思ったように放送席から脱だつ出しゆつする。


「いよいよ追い風が吹いてきたわね。さ……そろそろ試合を再開しましょ」


　そして、パネルの中のアディが、こちらを向きながら、満足げにいうのだった。


「出番よ、ユキ。念の為ため、イグナレスはここで見守っとく。容赦なく……アンタの格かく闘とうテクでそいつボコボコにしちゃって！」


「任せて、あっちゃん」


　そんな中、待ってましたとばかりにニッコリ笑ったのは、ユキ。


　そしてユキは、敵の大将オロゴンに向かい、優やさしい声でいうのだった。


「簡単には殺さないよ？　見つけたバグ全部説明しながら、ゆっくり、時間かけて殺すネ？」


「………………………………」


　もはや打つ手ナシ、ガクブル震ふるえながら黙だまりこくる敵チーム大将、オロゴン。


　その最終決戦の結果は勿もち論ろん──





　　　　※








　四天王選手権三回戦結果発表







　　　　ルージュ　○　─　×　イグナレス


　　　　ルージュ　○　─　×　アーディンブルグ


　　　　ルージュ　○　─　×　山田


　　　　ルージュ　×　─　○　ヴォルフォレカ


　　　　ブルー　　×　─　○　ヴォルフォレカ


　　　　グリーン　×　─　○　ヴォルフォレカ


　　　　オロゴン　×　─　○　ヴォルフォレカ







　勝者……最強四天王









『試合終しゆう了りようォォォォォォォォォォォ！』


　おなじみリンさんの絶叫と共に、カンカンカンカンッ！　ゴングが鳴り響ひびく。


『変則的先行開かい催さい三回戦！　最強四天王ＶＳ海神四天王！　三連敗の後の四連勝で……最強四天王の勝利！　これで最強四天王は、全チーム中最速のベスト４進出決定です！』


「い、い、いよっしゃぁぁあああ!?」


　か、勝った……また勝った!?


　今回だけは、正直もう無理かと思ったけど……クビの皮一枚で、なんだかんだ、三回戦も突とつ破ぱしてしまった!?


『素す晴ばらしい試合でしたね。トンさん、いかがでしたでしょうか？』


『そうですね……勝った最強四天王も素晴らしかったですが。負けた海神四天王も、エースのルージュ選手を始め、ポテンシャル、勝ちへの執しゆう念ねん、キャラクター性、随ずい所しよに光るモノを感じました。


　最後に少し方向性を踏み外してしまったのは残念ですが……あの勝ちへの執念を、もっといい方向に利用できるようになれば、次回以降、優勝争いの常連になるのではないでしょうか』


　と、解説者らしい解説をするトンさん。


　確かにな…………。楽な試合はここまで一試合たりともなかったけど、三回戦の苦く闘とうぶりは相当なモノだった。というか、個人的に、ルージュとは死し闘とうだったから、妙みように記き憶おくに強く残ったのかもしれない。


「負けたよ……」


　と、思っていると。そのルージュと、大将オロゴンがぼくのもとに歩み寄ってきた。


「なんか大会？　人質？　やら途と中ちゆうからよくわかんなくなってきたけど……とにかく、アタイ達は、ゲームで負けたんだろ？　参った参った。アタイも強くなるからよ……またやろうぜ!?」


　ルージュは、カラッとした笑顔でぼくに握あく手しゆを求めてくる。


　コイツ、なんか素直そうだから、大会の思惑おもわくとか、オロゴンの思惑とか、ぜんぜん知らずにただ戦ってたんだろうな……。今大会では割と珍めずらしいタイプだ。


　ぼくはそのルージュとがっちり、握手。


「完敗だ……」


　そして、大将オロゴンは、ぼく、次に隣となりのユキを見ながら、自じ嘲ちよう気味な笑顔と共にいった。


「人質までとって負けたんじゃ、どうしようもない……。資金も苦しいし、うちはもう会社をたたむしかないな」


　どこかフッ切れたような表情でオロゴンはいうが、


「少しなら融ゆう資ししようか？」


　そこにユキが、思わぬ提言。


「な……何ッ!?」


「業務提てい携けいって形でだけど。私の知らないプログラムもあったし、あと、格闘ゲームのノウハウ、ちょっと教えて欲しいと思ってたんだ。ヴォルクエもそろそろ次の展開考えたい時期だし……」


「マ、マジで!?」


　なんか芽生えるクリエイター同士の横の絆きずな。まさか魔ま界かいでこんなもん見ることになるとは……。てかユキ仕事して……。


　結局、ユキと、そこで異常にテンションのあがったオロゴンは、その場で連れん絡らく先さきを交こう換かん。


「ようし……こうなったら貴様ら、死ぬ気で優勝しろよ！　魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４に出資してもらってるゲームとなれば……それなりに箔はくもつくからな！」


「アタイ達は、観客席で応おう援えんしてる。アタイ達のぶんまで……頑張っておくれよ！」


　そういい残し、負けたくせに、なんだかんだ満足げにリングから去っていく海神四天王。


　こうして、強敵だった四天王をまた一組下し、ぼくらは準決勝へと駒こまを進めるのだった──！




　エピローグ







　会場から、控ひかえ室へと続く選手通用口。


「な、なんとか乗りきったな……！」


　イグナレスを背負って一いつ旦たんリングに戻もどってきたアディ、ユキと共に、雫しずくのせいで崩ほう壊かいした楽屋へ戻りながらぼくは、搾しぼり出すように安あん堵どの声を発していた。


　一回戦のケルベロス戦。


　二回戦のミリア達との勝負。


　そして海かい神じん四天王達との、今の三回戦。


　やってることは、銃じゆう刀とう法ほう違い反はんだったり、コスプレ（ぼくは失敗に終わった）だったり、ゲームだったり……ワリとギャグっぽいのに、結局なんか毎回すげぇ激げき闘とうになるな……この大会。


「でもこれで、とうとうベスト４だね」


　と、ユキ。


「あと二回勝てば優勝……！　完全に『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』が見えてきたわね──」


　アディも満足気に言う。


（確かにな……）


　ぼくも隣で静かに頷うなずいた。


　毎回接戦、ドタバタしてるとはいえ、ぼくらはもう、このふざけた大会を既すでに三回勝ってきたんだ。


　試合プログラム改変やら人質といった、超ちよう外げ道どうな妨ぼう害がいにも打ち勝ててきたし……会場の空気もあって、さすがにこれ以上委員会も悪質な妨害はできないだろう。


　となると、残るはわりと正々堂々戦える準決勝と決勝。


（確かに、これはいよいよ見えてきたのかもしれない……！）


　その状じよう況きように、自然とぼくのモチベーションも高まる。


　てか、大会前あんな感じだったのに、ぼく、いつの間にか、普ふ通つうに四天王選手権に没ぼつ入にゆうしてんなぁ……。


（まぁ……でも、たまにはこういうのもいいか……！）


　いつもバラバラなぼくらが、ここまで一いつ致ち団結する機会なんか、下手したら金輪際もう二度とないかもしれないし……


　正直、こういう団体競技で勝ちあがる、みたいなこと、人間界時代はほとんどしたことなかったから、これはこれで楽しい。


「このままの勢いに乗って、次も、その次も絶対勝つわよ！」


「うん！」


「ああ」


「……ＺＺＺ」


　アディの号令に、即そく座ざに応こたえるユキ、ぼく、イグナレス（コイツはたぶんだが）。


　というわけで、選手権終しゆう盤ばん戦せんを前に、ぼく達はテンションをベストな状態に持って行くのだが──！





「あ!?」


　思いがけぬ展開が待ち構えていたのは、そこからだった。


　通用口を、楽屋に向かって四体で歩いている最中、アディが唐とう突とつに前方を見ながら声をあげ、立ち止まる。


「ん……？」


　釣つられて視線を前方に向けると、


「あっ……!?」


　そこにいたのは──


　先程の三回戦。


　ぼくらの勝利目前でいきなりしゃしゃり出てきて、海神四天王オロゴンになにやら耳打ちし、ウチのチームを一気に不利に追い込んだ……黒いローブの男。


　そのローブ男が、バッタリ、という具合に、ぼくらの前方一○メートル程の場所に立ち尽つくしていた。


「アイツ……！」


　そしてその男を見た途と端たん、アディは顔色を変え──


「そういやイグナレス人質にとるよう指示したの……アイツっぽいわよね!?」


　ドンッ！


　イグナレスを落っことし、凄すさまじい加速で廊ろう下かを跳とび、男に向かって突とつ進しんする！　お、おお!?


「ア、アディ！」


「あっちゃん！」


　出会い頭な展開に、ぼくとユキは一いつ瞬しゆん出で遅おくれ、その加速するアディを呆ぼう然ぜんと見送るが──


「あっ!?」


　次の瞬間、ぼくらの視界に飛び込んできたのは、意外な光景。


　摑つかまえようとしたのか、一気に詰つめ寄り身体からだごと手を伸のばしたアディの突進を、


　ひょいっ。


　ローブ男は、アッサリ回かい避ひ。どころか、その一瞬に右足を伸ばし、アディの足に引っ掛かけ、


「ギャッ!?」


　アディは勢いそのままに、ドンガラガッシャーン、と、一昔前の漫まん画がみたいな騒そう音おんを立てながらはるか向こうまで転がっていた。おおお!?　アディに身体能力で勝った!?


「あ、あっちゃん!?」


　そのまさかの光景に、隣でユキが一瞬で顔色を変えるが──


「…………」


　スッ──。


　それより早く、ローブ男はアディが転がっていった方向とは別の通路に向かって逃とう走そうを開始。


「あ、ま、待って！」


　それをユキが追い、


「お、追うわよ、山やま田だ！」


　そしてそのユキを追ってアディもすぐさま体勢を立て直し、そちらに走っていったので、


「くっ……！」


　女イグナレスを回収、背負い、ぼくも、農村のトラクターぐらいの速度でチンタラそれを追つい尾びした。


（な、なんなんだよこの展開……!?）


　何な故ぜかは分からないが、ぼくは、この展開に妙みような胸むな騒さわぎがした。


　ぼくらを不利にした、委員会の差し金で登場したあのローブ男と遭そう遇ぐうしたんだから、追うのは自然な展開ともいえるんだが……


　なんか……雰ふん囲い気きが、妙なような。


（あのローブ男……ほんとにぼくらと、バッタリ遭遇したのか!?）


　ふと、そんな考えが頭をよぎった。


　もし、さっきのあれが偶ぐう然ぜんじゃなく、待ち伏ぶせで。こうなる展開も予想通りだったとしたら──これ、ワナなんじゃないのか!?


「オ……オイ！　ちょっと待て、お前ら！」


　ゼェゼェと追いかけながら、ぼくは前方のアディ達に声をかける。


　そもそも、アディより速く動いてる時点で、普通じゃない。


　どんな奴やつがローブの中に入ってんのか知らないが、どっちみち、もっと慎しん重ちように対処すべきだろ──!?


　ますます嫌いやな予感は膨ふくらんでいくが……！


「ギャッ!?」


「キャッ！」


　予想は当たり──前方からは、二人の悲鳴が上がった。





「オ、オイ!?」


　ぼくはさすがに焦あせった。


　血相を変えて悲鳴があがった廊下の突つき当たりに到とう着ちやくすると、そこには──


「お、おお!?」


　衝しよう撃げきの光景。


　廊下の突き当たりに、アディとユキが倒たおれており──


　その手前に、先程のローブの男が悠ゆう然ぜんと立っている。


　アディとユキは、倒れたまま、ピクリとも動かない。


「お……お前……！」


　ぼくは、一瞬で頭に血を上らせ、己おのれの魔ま力りよくも顧かえりみず男に突っ込むが──


　ひゅっ。


　当然、アディの攻こう撃げきすら避よけた男に、ぼくの突進など当たるハズもなく。


「痛いてぇっ!?」


　すこん、と先程アディに放ったのと同じような足あし払ばらいを喰くらい、ぼくと背中のイグナレスはアディとユキの上に転てん倒とう。するとその瞬間──


　ガッシャーン！


　いきなり、ぼく、イグナレス、ユキ、アディの前に鉄てつ格ごう子しが出現し──あっという間に、ぼくら最強四天王は、どこだかわからない廊下の行き止まりに閉じ込められる。


「オ、オィィィ……！」


　急転直下の展開に、ぼくはただただ呆然となるが……


「やっぱり軽率だなキミは……！　これで君達の四天王選手権は終わりだ。残念だけど君達には、大会終しゆう了りようまで、ここで大人しくしていてもらう」


　そんな中──


　前方のローブ男が、いきなり、そう口を開いた。


　そして男は、あっさりフードを後ろに下げる。するとそこにいたのは──


「あ…………!?」


　ぼくは目を疑った。


　そこにいたのは、そう──三回戦前。医務室で、ぼくに薬をくれた──あの、金きん髪ぱつの男!?


「あ、あんたがフードの男の正体……!?」


　え？　どういうことだ？　ぼくは混乱する。


　フードの男は、当然、委員会所属の魔族……だよな？


　この人、四天王選手権の選手じゃなかったのか……？


「ぼくの名は、ヴェルムドア」


　混乱していると、男は、ニコニコ笑いながら、自己紹しよう介かい。


「四天王選手権運営委員会・最高責任者にして、同時に〝裏四天王〟の名で四天王選手権出場もしてる…………ま、この大会の、監かん視し役みたいなもんさ」


　運営委員会・最高責任者!?


　ってことは──要するに、この大会で散々ぼくらを苦しめてる元げん凶きよう!?


（ていうか……ヴェルムドア？）


　その名前、どっかで聞いたことがあるような──


「そ…………そんな……！」


　とか思っていると……即席牢ろう獄ごくの中に、一人の女の呆然とした声が響ひびいた。


　呟つぶやいたのは──ぼくの隣となり、いつのまにか目を覚まし、ペタンと座り込んでいるアディ。


「センパイが…………運営委員会・最高責任者??」


　呆然と呟くアディ。


「セ、センパイ……？」


　わけが分からず聞く、ぼく。それにアディは真っ白な顔でこう答えるのだった。


「元・魔王軍最高戦力四天王、〝知ち〟のヴェルムドア。


　つまりあんたの前の〝知〟の四天王を務めた──先代四天王の一人」


「せ……先代!?」


　オ……オイオイオイ。


　先代って…………この大会で、散々お前らが口にして、お手本にしようとかいってた……あの先代のこと!?


　お手本どころか……卑ひ怯きような奴らの親玉になってんじゃん!?


「変わってないなぁ、やっぱり、アディは」


　そんなぼくらのリアクションに苦く笑しようするヴェルムドア。


「だが、悪いけど、決定は変更しない。君達は大会終了までそこから出さない」


　ヴェルムドアはそういうと──


　バチバチッ！


　突とつ然ぜん、鉄格子に青白い光のようなものを走らせ、一瞬ぼくとアディの目を眩くらませる。


　次の瞬間、ぼくとアディの目の前にあったのは──


　鉄格子ではなく、いつの間にか出現していた、周囲の壁かべと同じ材質の壁。


　う、うわ!?


「僕の特製空間結界だ。中から破は壊かいは不可能。中の音は外に響かないし、外見もただの壁にしか見えない。これも君達のためだ……。君達は、そこで大会が終わるのを大人しく待ってろ」


　そういい残し……そこから足音と共に去っていくセンパイ。


「セ……センパイ！　何で……何でこんなことを!?」


　納なつ得とくいかないようにアディが呼びかけているが……


　目の前の壁からは、もう、何の音も返ってこない──













【To Be continued】







　あとがき







　今回は八枚……。


　ま、普ふ通つうの枚数か。





　というわけで、お疲つかれさまです。お待たせしました、『ＢＩＧ‐４』第三巻です。


　三巻も、刊行できて良かった……。


　今回も、当然、スケジュールはギリギリでしたし……。


　何より、最低限売り上げが出ないと、終わってしまうんで……。


　そういう意味で、今このあとがきを読んでいらっしゃるみなさまに、まずは感謝です。　ありがとうございます。


　たまに頂くみなさんの応おう援えんの声、感想等で、すごい元気もらって、なんとかやってます。


　よろしければ今後も、応援よろしくお願いいたします。





　さて、三巻ですが。


　二巻ラストで示し唆さしたとおり、テーマは当然、『四し天てん王のう選手権』です。


　魔ま界かい中の四天王が集つどって行われるお祭り……大トーナメント。


　いつも通りの感じでありつつ、トーナメントものの緊きん張ちよう感かん、興奮感、この作品では珍めずらしいチームプレイ等、いろいろ盛り込んでみましたがいかがだったでしょうか。


　ちなみに、トーナメント戦、書くほうとしては、スゲェ書きやすかったです……。具体的には、いつもより、一週間ぐらい前まえ倒だおしで原げん稿こうあげられたぐらい、妙みようにテンポよく書けた（まぁそれでも、普通の人より遅おそいぐらいやけど）。


　やっぱ、子供の時からジャ○プのトーナメントものとか浴あびるように読んでるから、なんかリズムが埋うめ込まれてんのかな……。昔のジャ○プって、油断したら、すぐトーナメント戦始まるから……。


　ちなみに、今まで生きてきて、ぼく自身が一番興こう奮ふんした漫まん画が内トーナメントは、中学の時に読んでた、キ○プ翼・ワールドユース編のワールドユース本戦です。


　特に、当時、今後の対戦カードが発表される回が掲けい載さいされた週なんか……ジャ○プ買いにいった後、我が慢まんできず、道みち端ばたで読み始めて……そのページ見ながら、通行人関係なく、絶ぜつ叫きようしました。


「ウソやろ!?」


　って。だって……もう、凄すごすぎるんですよ。今まで主人公を苦しめた天才やら皇こう帝ていやら将軍やら怪かい物ぶつやらが、普通にいけば、あちこちで激げき突とつする。


「こんなことあっていいの!?」


　とまで、クラクラしながら、ぼくは叫さけんでました。


　まぁ……………………


　その後、この漫画は、ほどなく猛もうスピードで最終回を迎むかえたんで、その夢のカード、一カードたりとも描びよう写しやされなかったんですけどねッッ……！


　なんでや……！


　そんなかんじで、昔憧あこがれてたトーナメントものに少しでも近づこうと思って書いたんで、楽しんで頂けたら、幸いです。





　さて、今回は、あと何書こうか。


　前回は…………中学時代、テストで一点とったこと書いたんか。


　じゃあ今回は、この巻には四天王の〝ファッションセンス〟に関するシーンがあるんで。


　ぼくの、昔の、ファッションセンスに関する失敗談でも書いてみましょうか……。





　この本は、たぶん、中高生の人もけっこう読んでくれてると思うんやけど……。


　そういう人に、質問です。


　自分で着る服って……自分で買ってる？


　ぼくは、全く、違ちがいました。ずっと、オカンが買ってきた服着てました。


　……高三まで。


　結果、けっこう恥はじかく事件起こりまして……。





　あれは、確か、高三の時のクラス遠えん足そくです。


　ぼくの高校は、普ふ段だん、制服なんですが、その日は、遠足なんで、私服着ていくという事になってまして。


　まぁ、ぼくも、当時お年とし頃ごろなんで、少しでもモテようと、家のタンスの中にある、一番いい服を用意するわけです。


　その時ぼくが纏まとった服は、これ。


　①胸元に、ラッパを吹ふいてるピエロがいっぱい行進してる白いＴシャツ。


　②青い短パン。


　この装備で固めて、当日、クラスのみんなが待ってる集合場所に、お～い！　って走りよったら……なんか、クラス、どよめきまして。


「ちょ……大だい楽らく君、何そのシャツ!?」


　ドン引きする女子。


「しかも高三で短パンって……！」


　青ざめる男子。


「大楽？　お前、パジャマできたんか？」


　担たん任にんも、爆ばく笑しようしながらんなこといってました。


　もう、ぼくにとっては、この事件、ほんま屈くつ辱じよく的てきで……！


　顔では笑ってましたが、内心、恥はずかしさに震ふるえていました。


（これはアカン……自分の服は、自分で買わな……！）


　というわけで、ぼくは、一いち念ねん発ほつ起きして、めちゃくちゃ緊きん張ちようしながら、近所のユ○クロへ。（それでもユ○クロですが……当時のぼくには、ユ○クロすら、尋じん常じようじゃなく敷しき居い高かった）


　けど、ここでも、ぼく、若じやつ干かん事故りまして……。


　そこでぼくは、勇気と知ち恵えとセンス振ふり絞しぼってユ○クロでコート買ったんですが……その時買ったんが、


　・まっかっかの、バスローブ風のコート


　……で。


　それ店で着て、そのまま家に帰ったら……


「ちょ……何そのコート!?　まさかそれ着て外出るつもり!?」


　妹が悲鳴をあげまして。


　オカン、苦笑。


　ぼくは歯は嚙がみしながら、部屋に入ってバスローブ叩たたきつけました……。





　ほんま……ファッションに関しては、ロクな思い出ない（笑）。


　その後、上じよう京きようしてからは、全部自分で買わんとイカンので、その積み重ねで、今は多少なりともマシになってる……ハズですが。


　今年も既すでに、胸元に、〝ドランクモンキー！〟って英語で書かれた、猿さるが怒おこってるイラスト入りのシャツ着て友達に失しつ笑しようされたことあったし……そんな進歩してへんのか……？


　ま、原稿書きつつ、その辺もがんばってこう……。


　しかし、あの、ラッパ吹いてるピエロのシャツとか、今思えばどこで売ってたんや……。今度オカンに聞いてみるか……。





　……などといってる間に、ページもあと残り僅わずかです。謝しや辞じ等。


　まずは当然、ワダアルコさん、毎度毎度気合入ったイラストありがとうございます！　ワダさんが、原稿を面白い、面白いっていってくれるんで、ぼくと担当はそれを拠より所どころに進んでます（笑）。四巻もよろしくお願いします。


　デザインの野の中なかさん、担当さんも毎度毎度ありがとうございます。この巻は、トーナメント表つけてもらったり、いろいろ頑がん張ばっていただきました。次巻は……次巻こそは……もっと余よ裕ゆうある優ゆう雅がで高度なスケジュールで動きたいと思います……。


　あとは……


　あ、そうそう。


　まだ現物は見てないんですが……この『ＢＩＧ‐４』三巻は、一巻に続き、とある作家さんが帯にコメントを寄せてくれるようです。


　書いてくれるのは……アニメもやって、原作がマジでますます絶好調『ハイスクールＤ×Ｄ』の作者……石いし踏ぶみ一いち榮えいさん！


　マジか！　どんなコメント書いてくれるんやろう……!?


　というか、おれ、金無い時代、石踏さんに累るい計けい一万円ほどカネ借りたりしてるし、いろんな意味で借りありすぎるねんけど……（笑）


　でもありがとう。また、葵あおいさんの家帰り、徹てつ夜や明けで二人で立ち食いソバでも食いにいこうぜ。立ち食いソバなら……オゴれる！


　しかし……一巻の帯書いてくれた『生徒会の一存』の葵さんといい……ウチの同期、マジでどんどん売れてくなぁ……。


　おれも、えっと、今年で七年目か。そろそろ、もっと、ビシッと頑張らんとなぁ……。


　まずは『ＢＩＧ‐４』に全力投球やな。





　そんなこんなで、『ＢＩＧ‐４』三巻、以上です。


　四巻は、できるだけ間をあけず、秋には出したいと思っています。頑張りますんで……待ってていただければ幸いです。それまで、皆みなさん、お元気で。やったろう。










大だい楽らく　絢けん太た
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BIG-4


３．四天王選手権？勝てるわけないだろ、ぼくはただの人間だぞ!?
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